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第 １ 章   中 国 に お け る 農 村 人 口 の 変 化  

 

1 9 4 9 年 1 0 月 1 日 ， 新 し い 中 国 (中 華 人 民 共 和 国 )が

成 立 し た 。 建 国 初 期 に お い て は ， 中 国 全 体 の 人 口 は

5 . 4 億 人 余 り で ， そ の う ち ， 4 . 8 億 人 あ ま り ( 8 9 . 4 % )

は 農 村 人 口 で あ っ た 。 そ れ 以 来 ， 社 会 発 展 に 伴 い ， 農

村 か ら 都 市 へ の 人 口 移 動 も 増 え っ て い た 。  

 

1 .人 民 公 社 に お け る 集 団 労 働 生 産 時 代 の 農 村 人

口 移 動  

 1 9 5 0 年 代 初 期 か ら ， 政 府 は 「 広 就 職 ， 低 賃 金 ， 高

福 利 」 の 政 策 を と り ， 戸 籍 制 度 ， 労 働 雇 用 制 度 ， 人 事

管 理 制 度 に よ っ て ，都 市 住 民 を「 単 位 」に ，農 民 を「 生

産 隊 」に 組 織 し た 。都 市 部 の 国 営 企 業 や 集 団 企 業 の 職

員 や 労 働 者 と 政 府 機 関 の 職 員 に 社 会 保 険 ， 医 療 保 険 ，

住 宅 福 祉 ， 育 児 福 祉 な ど の 「 単 位 福 祉 」 が 整 備 さ れ て

い っ た の に 対 し て ，農 村 に お い て は ，土 地 は 農 民 の 唯

一 の 生 産 手 段 に な っ て お り ， 農 民 に は 食 糧 保 障 以 外 ，

社 会 保 障 は ほ と ん ど な か っ た 。な お ，新 し い 中 国 建 国

の 初 期 に 該 当 す る ，  1 9 5 8 年 1 月 に ，「 中 華 人 民 共 和

国 戸 籍 登 記 条 例 」が 制 定 さ れ た 。農 村 人 口 の 盲 目 的 な

都 市 へ の 流 出 ・ 移 動 を 阻 止 す る の が ，そ の 重 要 な 目 的  
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で あ っ た 。 た だ し ， そ の 当 時 に お い て は ， ま た 農 村 か

ら 都 市 へ 人 口 移 動 は ほ と ん ど み ら れ な か っ た 。  

 

２ .文 化 大 革 命 時 代・大 躍 進 政 策 時 代 の 農 村 人 口  

移 動  

 1 9 7 0 年 代 中 頃 ま で の 中 国 経 済 は 5 0 年 代 の 大 躍 進 政

策 の 失 敗 ， 1 9 6 0 年 代 の 文 化 大 革 命 に よ っ て 立 ち 遅 れ

て い た 。 1 9 7 0 年 代 後 半 で は ， 農 業 の 労 働 生 産 性 が ま

だ 低 位 で あ っ た た め ，農 村 労 働 力 の 過 剰 は ま だ 顕 在 化

し て い な か っ た 。農 村 郷 鎮 企 業 や 農 業 以 外 の 産 業 の 発

展 も 未 熟 の 段 階 で あ っ た 。 そ の た め ， 農 村 人 口 は ， 農

村 で 農 業 に 従 事 し な が ら 自 給 自 足 の 生 活 を 維 持 す る

の が 一 般 的 で あ っ た 。 ま た ， 当 時 は ， 農 村 か ら 都 市 へ

の 人 口 移 動 は 限 定 的 で あ っ た 。 1 9 7 0 年 代 末 ま で ， 農

村 と 都 市 を 分 け て い た 戸 籍 制 度 や さ ま ざ ま な 経 済 政

策 の 影 響 で ，農 村 か ら 都 市 へ の 人 口 移 動 の 規 模 は 小 さ

か っ た こ と や ，農 村 か ら 都 市 へ の 人 口 移 動 の 中 心 は 女

性 ，子 供 や 高 齢 者 で あ っ た こ と が こ の 時 期 の 農 村 人 口

移 動 の 特 徴 で あ る 。  
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3 .農 村 土 地 請 負 制 度 の 導 入 ・ 改 革 開 放 初 期 の 農

村 人 口 移 動   

1 9 7 8 年 に は ， 鄧 小 平 の 主 導 に よ り 「 改 革 開 放 」 政

策 が 採 用 さ れ た 。中 国 は ，共 産 主 義 計 画 経 済 か ら 市 場

経 済 へ 移 行 し ，国 営 企 業 の 民 営 化 ，人 民 公 社 の 廃 止 と

農 地 請 負 制 の 実 施 な ど の 経 済 政 策 が 取 り 入 れ ら れ た 。 

 1 9 8 0 年 代 か ら ， 農 村 の 各 家 庭 が 生 産 を 請 け 負 う こ

と が で き る 政 策 の 実 施 を う け て ，農 民 は 土 地 の 使 用 権

を 持 つ よ う に な っ た 。 一 方 ， 戸 籍 制 度 に よ っ て ， 農 村

か ら 都 市 へ の 人 口 移 動 は 厳 し く 制 限 さ れ て い た 。1 9 8 1

年 1 2 月 3 1 日 の 国 務 院 の 通 知 に よ り ，農 村 経 済 発 展 の

た め ，「 中 国 全 国 各 地 や 各 部 門 ・ 機 関 か ら 政 策 を 実 施

し ， 農 村 労 働 力 を 農 村 地 域 内 に 定 着 さ せ る と 同 時 に ，

農 村 労 働 力 の 都 市 移 動 や 農 業 人 口 の 他 産 業 人 口 へ の

移 転 を 厳 し く 制 限 」 [ 1 ] す る よ う に な っ た 。  

1 9 8 0 年 代 に お い て は ， 農 村 労 働 力 の 移 動 は 主 に 農

村 地 域 内 を 中 心 に 農 業 か ら 非 農 業 へ ，郷 鎮 企 業 に 就 業

す る 場 合 に よ る も の が 多 か っ た 。 特 に 1 9 8 0 年 代 中 期

以 降 ，郷 鎮 企 業 の 新 興 に よ っ て ，郷 鎮 企 業 が 農 村 過 剰

労 働 力 を 吸 収 す る 能 力 が 強 ま り ，農 村 人 口 の う ち 第 一

次 産 業 の 就 業 者 割 合 は 1 9 7 8 年 の 9 2 . 4 %の 高 水 準 か ら

1 9 9 7 年 の 7 1 . 0 %ま で 低 下 し た 。そ の 一 方 ，第 二 次 産 業
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と 第 三 次 産 業 の 就 業 者 割 合 は 増 え て い っ た 。  

こ の よ う な 就 業 構 造 の 変 化 は ，こ れ ま で の 都 市 人 口

と 農 村 人 口 を 厳 し く 制 限 し て き た 戸 籍 制 度 に も 影 響

を 及 ぼ し ，徐 々 に 戸 籍 制 度 を 緩 和 す る 改 革 も 行 わ れ て

き た 。  

1 9 8 0 年 代 以 降 ， 改 革 開 放 政 策 の 影 響 で ， 農 村 郷 鎮

企 業 が 増 加 し て き た こ と を 背 景 に し て ，農 村 居 住 者 は

郷 鎮 企 業 で 就 職 す る 場 合 が 増 え ，農 業 以 外 の 産 業 へ 就

く 場 合 が 増 え て い っ た 。「 離 土 不 離 郷 」 (土 地 に 離 れ ，

農 村 に 離 れ な い )農 村 労 働 が ， そ の 当 時 の 労 働 力 流 動

の 特 徴 で あ る 。 農 業 者 は 農 繁 期 に は 農 作 業 に 従 事 し ，

そ れ 以 外 の 時 期 は 近 く の 郷 鎮 企 業 で 働 く か ，自 営 業 を

営 む こ と が 多 か っ た 。 ま た ， 1 9 7 0 年 代 末 か ら 1 9 8 0 年

代 初 期 か け て ， 農 村 地 域 で は ， 農 村 改 革 に よ っ て ， 多

く の 農 業 従 事 者 は 農 業 生 産 経 営 の 自 主 権 を も つ こ と

が 認 め ら れ ，農 業 労 働 生 産 性 も 以 前 と 比 べ て 高 ま っ た 。

そ れ と と も に ，農 村 に お い て は ，多 量 の 過 剰 労 働 力 が

出 現 す る よ う に な っ た 。ま た ，改 革 開 放 政 策 に よ っ て ，

沿 海 部 の 経 済 特 別 区 を は じ め ，経 済 活 動 が 活 発 に な っ

て き た 。そ れ に 伴 い ，都 市 は 都 市 建 設 に 従 事 す る 大 量

の 労 働 力 を 求 め る よ う に な っ た 。農 村 人 口 の 都 市 移 動

を 抑 え て い た 戸 籍 制 度 や そ れ に 関 連 す る 経 済 政 策 が
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緩 和 さ れ た こ と で ，農 村 か ら 都 市 へ の 人 口 移 動 は 加 速

し て き た 。  

 

4 . 1 9 9 0 年 代 以 降 の 農 村 人 口 移 動  

1 9 9 2 年 に ， 鄧 小 平 の 「 南 巡 講 話 」 よ り ， 改 革 開 放

政 策 は 一 層 加 速 化 し ，中 国 経 済 は 高 度 成 長 期 に 入 っ た

こ と に と も な い ， 1 9 9 0 年 代 初 期 か ら 戸 籍 制 度 は さ ら

に 一 層 緩 和 さ れ た 。ま た ，農 村 地 域 で は 農 村 労 働 生 産

率 ( 農 業 労 働 生 産 性 ) の 向 上 や 市 場 経 済 競 争 に よ る 郷

鎮 企 業 の 雇 用 能 力 が 低 下 す る 一 方 ，都 市 や 沿 海 経 済 発

達 地 域 で は ，経 済 発 展 に よ っ て 大 量 の 労 働 力 が 必 要 と

な っ た 。そ の た め ，大 量 の 過 剰 労 働 力 が 農 村 か ら 都 市

へ と ， 大 規 模 な 人 口 移 動 が 始 ま っ た 。  

農 村 か ら 都 市 へ 移 動 す る 労 働 人 口 の 多 く は ，若 年 労

働 力 で あ る 。彼 ら は ，中 国 の 都 市 化 や 工 業 化 が 進 展 す

る な か で ， 世 帯 の 所 得 を 増 や す た め ， 第 2 次 ， 第 3 次

産 業 に 従 事 す る よ う に な っ た 。 1 9 8 0 年 代 か ら 1 9 9 0 年

代 か け て ，農 村 か ら 都 市 に 移 動 し て き た 過 剰 労 働 力 は

都 市 社 会 建 設 に 大 き く 貢 献 し ，農 村 人 口 の 非 農 業 世 帯

所 得 を 増 や し て ，あ る 程 度 農 村 住 民 の 生 活 水 準 が 改 善

さ れ た 。  
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5 .空 間 的 農 村 人 口 ・ 農 業 人 口 の 空 間 的 変 化  

1 9 8 0 年 代 に 比 べ て ， 1 9 9 0 年 代 の 農 村 人 口 の 移 動 は

大 き く 変 わ っ て い る 。 図 1－ 1 に 示 す よ う に ， 農 村 人

口 移 動 総 量 を み る と ， 1 9 8 0 年 代 で は ， 四 川 省 ， 広 東

省 ， 河 南 省 ， 江 蘇 省 ， 湖 南 省 ， 広 西 省 ， 浙 江 省 ， 安 徽

省 ， 山 東 省 ， 河 北 省 ， 黒 竜 江 省 な ど ， 1 1 省 の １ 級 遷

出 区 の 農 村 か ら 都 市 へ の 人 口 移 動 が 比 較 的 多 く ，全 国

農 村 人 口 移 動 量 の 6 7％ を 占 め て い た 。 そ の う ち ， 四

川 省 の 農 村 か ら 都 市 へ の 人 口 移 動 量 が 最 も 多 い (農 村

か ら 都 市 へ 人 口 移 動 量 の 1 2 . 5 %を 占 め て い る )。 つ ぎ

に 広 東 省 の 農 村 か ら 都 市 へ の 移 動 人 口 が 多 か っ た 。一

方 ，社 会 経 済 発 展 の 影 響 に よ り ，農 村 人 口 移 動 の 中 心

は 1 9 8 0 年 代 に 比 べ て ， 中 南 地 域 に 移 っ て い る 。 1 9 9 0

年 代 で は ， 四 川 省 ， 広 東 省 ， 湖 南 省 ， 安 徽 省 ， 山 東 省

な ど の 地 域 が 農 村 人 口 の 都 市 移 動 の 多 い 地 域 と な っ

て い る 。  
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1 9 8 5～ 1 9 9 0 (左 図 )， 1 9 9 5～ 2 0 0 0 (右 図 )  

図 1－ 1  農 村 人 口 移 動 量 [ 2 ]  

注 ： 1 )  王 国 霞 ・ 鲁 奇 「 中 国 近 期 農 村 人 口 迁 移 態 勢 研 究 」

『 地 理 科 学  』 第 2 7 卷 ， 第 5 期 ， 2 0 0 7 年 1 0 月 ，

p . 6 3 2 か ら 引 用 。  

2 )迁 出 区 と い う の は ， 農 村 人 口 が 農 村 か ら 都 市 へ 移 動  

し て い る 地 域 で あ る 。  

 

図 1－ 2 か ら わ か る よ う に ， 1 9 8 5 年 ～ 1 9 9 5 年 に は ，

多 く の 地 域 で 農 業 人 口 が 急 速 に 増 加 し た 。統 計 資 料 に

よ る と ， こ の 1 0 年 間 の 山 東 省 と 山 西 省 の 農 業 人 口 の
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増 加 率 は ，そ れ ぞ れ 1 1 4 %と 9 8 . 5 %に な っ て い る 。そ の

一 方 ，チ ベ ッ ト 自 治 区 や 新 疆 自 治 区 の 農 業 人 口 増 加 率

が 最 も 低 く ，1 5 %も 未 満 で あ っ た 。ま た ，上 海 市 で は ，

都 市 化 が 著 し く 進 ん だ 結 果 ，農 業 人 口 は 減 少 し て い く

一 方 で あ っ た 。  

 

 

 図 1－ 2 a  1 9 8 5 年 各 省 区 農 業 人 口 密 度 空 間 分 布 [ 3 ]  

  注 ： 戴 蓉 ・ 郭 楽 ・ 薛 达 元 ・ 孔 発 明 「 中 国 農 業 人 口 分

布 格 局 的 時 空 変 化 特 征 」『 中 国 人 口 ・ 資 源 環 境 』

第 2 0 卷 ， 第 5 期 ， 2 0 1 0  年 p . 1 8 8 か ら 引 用 。  
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図 1－ 2 b  1 9 9 5 年 各 省 区 農 業 人 口 密 度 空 間 分 布  

  注 ： 戴 蓉 ・ 郭 楽 ・ 薛 达 元 ・ 孔 発 明 「 中 国 農 業 人 口 分

布 格 局 的 時 空 変 化 特 征 」『 中 国 人 口 ・ 資 源 環 境 』

第 2 0 卷 ， 第 5 期 ， 2 0 1 0  年 p . 1 8 8 か ら 引 用 。   
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図 1－ 2 c  2 0 0 8 年 各 省 区 農 業 人 口 密 度 空 間 分 布  

注 ： 戴 蓉 ・ 郭 楽 ・ 薛 达 元 ・ 孔 発 明 「 中 国 農 業 人 口 分 布

格 局 的 時 空 変 化 特 征 」『 中 国 人 口 ・ 資 源 環 境 』 第

2 0 卷 ， 第 5 期 ， 2 0 1 0  年 p . 1 8 8 か ら 引 用 。  

 

 と こ ろ が ， 1 9 9 5 年 ～ 2 0 0 8 年 の 期 間 に な る と ， 多 く

の 地 域 で 農 業 人 口 が か な り 減 少 す る よ う に な っ た 。そ

の う ち ，上 海 市 は 急 速 な 都 市 化 に よ り ，農 業 人 口 が 最

も 減 少 し た 地 域 と な り ， 減 少 率 は 4 5％ に も 達 し て い

る 。 そ れ 以 外 に ， 広 東 省 ， 浙 江 省 ， 山 東 省 に お い て も
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農 業 人 口 は 大 き く 減 少 し ， 農 業 人 口 低 下 率 は 3 5 %で あ

っ た 。  

中 国 で は ，市 場 経 済 の 発 展 に 伴 い 都 市 化 が 進 ん で い

く な か で ， 雇 用 機 会 が 増 え て き た 。 1 9 9 0 年 代 以 降 ，

農 村 か ら 都 市 へ の 移 動 労 働 人 口 が 多 く 増 え て い る 。特

に ，多 く の 若 年 農 村 人 口 が 農 村 か ら 都 市 へ 移 動 し て い

る 。 こ の 段 階 で は ， 農 村 人 口 移 動 の 特 徴 は 「 離 土 不 離

郷 」 か ら 「 人 離 家 不 離 」 に 変 化 し て い る 。 農 村 家 族 の

主 要 な 働 き 手 は 通 常 一 年 中 都 市 で 出 稼 ぎ を 行 い ，他 の

構 成 員 は 農 村 に 残 り ， 農 業 生 産 を 行 う 。 し か し ， 農 村

に 残 さ れ た 家 族 構 成 員 は 女 性 や 子 供 ，高 齢 者 が 中 心 と

な っ て い る 。こ う し た 農 村 人 口 は 多 く の 農 村 地 域 で は ，

“ 3 8 6 1 9 9 軍 隊 1 ）” と 呼 ば れ て い る 。  

第 2 次 農 業 人 口 調 査 に よ る と ， 2 0 0 6 年 に は ， 全 国

で 農 業 に 就 業 し て い る 人 口 は 3 4 , 2 4 6 万 人 で あ っ た 。

農 業 人 口 は 建 国 初 期 で あ る 1 9 5 2 年 の 全 国 人 口 の

8 3 . 5 %か ら ， 全 国 人 口 の 5 7 %ま で そ の 割 合 が 大 幅 に 低

下 し た 。  

表 1－ 1 に 示 す よ う に ， 2 0 0 6 年 時 点 に お い て ， 4 1～

5 0 歳 層 の 農 業 人 口 は 全 農 業 人 口 の 2 3 . 1％ ，ま た 5 1 歳

以 上 層 の 農 業 人 口 は 3 2 . 5％ を 占 め て お り ， 農 業 人 口

の 多 く は 中 高 年 労 働 者 で 構 成 さ れ て い る 。  
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表 1－ 1  中 国 農 業 人 口 の 地 域 別 年 齢 構 成 割 合 ( % ) [ 4 ]  

年齢層 東北地域

20歳以下 5.3 4.2 4.9 6.4 6.4

21～30歳 14.9 13.5 13.8 16.5 17.2

31～40歳 24.2 22.0 24.5 25.3 25.4

41～50歳 23.1 25.0 23.5 20.6 25.3

51歳以上 32.5 35.3 33.3 31.2 25.7

そのうち

51～60歳 21.3 23.4 21.8 18.0 19.4

60歳以上 11.2 11.8 11.4 11.7 6.2

東部地域全国 中部地域 西部地域

 

注 ： 李 澜 ・ 李 阳 「 我 国 農 業 劳 动 力 老 龄 化 问 题 研 究 - - - 基 于 全 国

第 二 次 農 業 普 查 数 据 分 析 」『 農 業 経 済 問 題 』 第 6 期 ， 2 0 0 9

年 ， P . 6 2 か ら 引 用 。   

 

そ の 一 方 ，大 量 の 農 村 人 口 ，特 に 若 年 農 村 人 口 の 都

市 移 動 に よ っ て ，農 業 生 産 や 伝 統 的 な 養 老 方 式 に も マ

イ ナ ス の 影 響 が 出 て い る 。  

中 国 で は ，経 済 や 医 療 条 件 の 発 展 お よ び 国 民 の 生 活

水 準 の 向 上 に よ っ て ，高 出 生 率 ，高 死 亡 率 か ら 低 出 生

率 ， 低 死 亡 率 へ と 転 換 し て き た 。 1 9 7 9 年 以 降 ， 人 口

を コ ン ト ロ ー ル す る た め の 計 画 生 育 政 策 が 実 施 さ れ

た こ と に よ り ，さ ら に 出 生 率 が 低 下 し て い る 。死 亡 率  
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の 低 下 と 平 均 寿 命 の 相 対 的 な 延 長 に よ り ，老 年 人 口 割

合 は 増 加 し て き た 。 1 9 5 3 年 に は ， 6 5 歳 以 上 の 人 口 割

合 は 4 . 4％ で あ っ た が (第 1 回 国 勢 調 査 )，2 0 0 0 年 の 第

5 回 国 勢 調 査 結 果 に よ る と ， 6 5 歳 以 上 の 人 口 割 合 は

7 . 0 %ま で 上 昇 し て い る 。 中 国 国 家 統 計 局 の 2 0 1 1 年 の

統 計 デ ー タ に よ る と ， 2 0 1 0 年 に は 6 5 歳 以 上 の 人 口 は

総 人 口 の 8 . 9 %を 占 め て い る 。 こ の よ う に ， 現 在 の 中

国 は 高 齢 化 社 会 に な り つ つ で あ る 。  

2 0 1 0 年 の 統 計 資 料 に よ る と ， 工 業 化 や 都 市 化 の 急

速 な 発 展 に よ っ て ，特 に 比 較 的 高 学 歴 の 若 年 労 働 人 口

が 大 量 に 都 市 へ 移 動 し て お り ，農 業 就 業 者 数 が 減 少 し

て い る 。  

表 1－ 2 に 示 す よ う に ，農 村 人 口 は ，1 9 7 8 年 の 7 9 , 0 1 4

万 人 か ら 1 9 9 5 年 の 8 5 , 9 4 7 万 人 ま で 増 加 し ，年 平 均 増

加 量 は 4 0 7 万 人 で あ っ た 。 一 方 ， 1 9 9 6 年 に は 8 5 , 0 8 5

万 人 で あ っ た 農 村 人 口 は ， 2 0 0 8 年 に は 7 0 , 3 9 9 万 人 ま

で 大 幅 に 減 少 し ， さ ら に 2 0 1 2 の 時 点 で は ， 農 村 人 口

は 6 7 , 1 1 3 万 人 ま で 減 少 し た 。   

た し か に ，現 時 点 で は ，農 村 人 口 の 基 数 が 大 き い た  

め ，農 村 労 働 力 の 総 量 は 過 剰 な 状 態 と な っ て お り ，農

村 地 域 内 に お い て は 他 産 業 へ の 就 業 圧 力 が 存 在 し て  
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表 1－ 2 全 国 農 村 人 口 割 合 と 第 1 次 産 業 就 業 者 割 合 の 変 化 [ 5 ]  

 

注 ：「 中 国 農 村 統 計 年 鑑 」 2 0 1１ 年 よ り 作 成 。  
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い る 。 し か し ， 農 村 人 口 の 構 成 を み る と ， 若 年 農 業 従

事 者 割 合 が 大 幅 に 低 下 し て お り ，特 に 農 繁 期 に は 農 業

従 事 者 が 足 り な い の が 現 状 で あ る 。  

中 国 国 家 統 計 局 農 村 社 会 経 済 調 査 司 の 統 計 資 料 に

よ る と ， 2 0 1 0 年 末 の 郷 鎮 企 業 就 業 者 数 は 4 1 , 4 1 8 万 人

で ，全 就 業 者 数 割 合 の 5 4 . 4 %を 占 め て い る が ， 2 0 0 9 年

に 比 べ て 1 . 7 %ほ ど 低 下 し て い る [ 7 ] 。 近 年 ， 工 業 化 や

都 市 化 の 急 速 な 発 展 に よ り ，農 村 で 比 較 的 学 歴 が 高 い

若 年 労 働 力 が 大 量 に 都 市 で 就 業 し た り ，出 稼 ぎ を 行 う

こ と よ り ，第 1 次 産 業 の 就 業 者 数 や 就 業 者 割 合 は 年 々

低 下 し て い る 。そ の た め ，農 繁 期 に 農 業 労 働 力 の 不 足

問 題 が 顕 在 化 し て い る 。農 村 地 域 で は 以 前 の 労 働 力 過

剰 時 代 か ら 労 働 力 不 足 の 時 代 に 変 わ り つ つ あ る 。  

表 1－ 3 に 示 す よ う に ，中 国 人 口 年 齢 構 成 を み る と ，

6 5 歳 以 上 の 人 口 割 合 は 1 9 8 2 年 の 4 . 9 %か ら 2 0 1 0 年 に

は 8 . 9 %ま で 増 加 し た 。児 童 扶 養 割 合 は 1 9 8 2 年 の 5 4 . 6 %

か ら 2 0 1 0 年 に は 2 2 . 3 %ま で 低 下 し た の に 対 し て ， 老

人 扶 養 割 合 は 1 9 8 2 年 の 8 . 0 %か ら 2 0 1 0 年 に は 1 1 . 2 %

ま で 上 昇 し て い る 。中 国 は ，少 子 高 齢 化 社 会 に 入 り つ

つ で あ る 。  
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表 1－ 3  中 国 人 口 年 齢 構 成 と 扶 養 割 合 [ 6 ]  

 

注 ：「 中 国 統 計 年 鑑 」 2 0 1 1 年 よ り 作 成 。  
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表 1－ 4  新 世 代 農 民 工 と 第 一 代 農 民 工 の 都 市 移 住  

意 向 の 比 較 [ 8 ]  

項目

今後の計画 人数 ％ 人数 ％

今後も都市で生活する 128 64% 50 24.3%

今後は農村に戻る 62 31% 152 73.8%

まだ決めていない 10 5% 4 1.9%

合計 200 100% 206 100%

新生代農民工 第一代農民工

 

注 ： 1 )聞 英 「 新 生 代 農 民 工 特 点 的 実 証 分 析 - - -基 于 与

第 一 次 農 民 工 比 較 的 視 角 」『 山 東 青 年 政 治 学 院

学 報 』  第 2 7 卷 ， 第 1 5 1 期 ， ｐ . 3 6  2 0 1 1 年

5 月 に 基 づ い て 作 成 。  

注 ： 2 )中 国 で は ，1 9 8 0 年 か ら 1 9 9 4 年 に 生 ま れ た 出 稼

ぎ 農 民 を 新 世 代 出 稼 ぎ 農 民 と 定 義 し て い る 。

ま た ， 改 革 開 放 初 期 か ら 都 市 へ 出 稼 ぎ に 行 っ

て い る 農 民 工 を 第 一 代 農 民 工 と 呼 ば れ て い る 。 

 

表 1－ 4 に 示 す よ う に ， 8 0 年 代 生 ま れ ( 8 0 后 ） や 9 0

年 代 生 ま れ （ 9 0 后 ） の 新 生 代 農 民 工 ら は ， そ れ 以 前

の 第 一 代 農 民 工 と は 違 い ， 教 育 文 化 水 準 は や や 高 く ，

学 校 卒 業 後 す ぐ に 都 市 で 働 く た め ，農 業 ・ 農 村 の 事 情

に つ い て は 詳 し く な い [ 9 ] 。彼 ら は 第 一 代 農 民 工 と 比 べ
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て ， 今 後 も 都 市 で 生 活 し た い と い う 要 望 が 強 い 。  

中 国 の 現 代 社 会 建 設 の な か で ，農 業 人 口 の 他 産 業 へ

の 移 動 は ，中 国 の 現 代 化 や 都 市 化 に と っ て 極 め て 重 要

な 意 味 が あ る 。例 え ば ，農 村 か ら 都 市 へ 移 動 し た 労 働

力 は ，都 市 の 道 路 建 設 や 都 市 整 備 に 必 要 な 病 院 や 学 校

の 建 設 な ど に 必 要 な 労 働 力 と し て ，都 市 整 備 に 貢 献 し

て い る 。 そ の 一 方 ， 大 量 な 農 業 人 口 の 都 市 移 動 は ， 都

市 の 社 会 資 本 に は 大 き な 負 担 を か け つ つ あ る [ 1 1 ] 。  

 

  表 1－ 5  2 0 0 8 年 と 2 0 0 9 年 中 国 全 国 農 民 工 者 数  

増減（万人）

農民工総者数 22,978 22,542 436 1.9

１．外出農民工 14,533 14,041 492 3.5

(1)農村居住家族内に出稼ぎ農民工 11,567 11,182 385 3.4

(2)出稼ぎで家族全員都市へ移動 2,966 2,859 107 3.7

2．本郷鎮内の出稼ぎ農業者 8,445 8,501 -56 -0.7

2009年（万人） 2008年（万人） 増加(%）

 

注 ：「 中 国 農 村 住 戸 調 査 年 鑑 」 2 0 1 0 年 に よ り 作 成 。  

 

 2 0 0 9 年 の 中 国 農 村 調 査 結 果 に よ る と ， 農 村 か ら 都

市 へ の 出 稼 ぎ 農 民 工 者 数 は 1 4 , 5 3 3 万 人 に 達 し て い る 。

表 1－ 5 に 示 す よ う に ，2 0 0 9 年 の 出 稼 ぎ 農 民 工 は ，2 0 0 8
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年 よ り も 4 9 2 万 人 ほ ど 増 加 し ， 増 加 率 は 3 . 5 %で あ っ

た 。そ の う ち で ，家 族 全 員 都 市 に 移 動 す る 農 民 工 者 数

は 2 , 9 6 6 万 人 で あ り ， 2 0 0 8 年 よ り も 1 0 7 万 人 ほ ど 増

え た こ と が わ か る 。一 方 ，本 郷 鎮 農 村 地 域 内 で 6 か 月

以 上 就 業 す る 農 民 工 は 8 , 4 4 5 万 人 で ， 2 0 0 8 年 よ り も

5 6 万 人 ほ ど 減 少 し た ( 0 . 7 %の 低 下 )。  

以 上 よ う に ，中 国 農 村 に お い て は ，労 働 力 過 剰 時 代

か ら 労 働 力 不 足 時 代 に 変 わ り つ つ あ る [ 1 2 ] 。 農 村 で 長

期 的 に 居 住 す る 農 業 者 の 大 幅 な 減 少 や ，農 業 人 口 の 減

少・高 齢 化 は 農 業 生 産 や 農 村 社 会 建 設 に マ イ ナ ス の 影

響 を 与 え て い る [ 1 3 ] 。  

と こ ろ で ，こ の よ う な 変 化 に 関 し て は ，こ れ ま で に

も 多 く の 既 存 研 究 が 行 わ れ て い る 。そ こ で ，次 章 で は ，

中 国 農 村 人 口 移 動 に 関 す る 既 存 研 究 に お け る 農 村 人

口 移 動 の 認 識 ・ 評 価 内 容 を み る こ と に す る 。  
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注  

1 )“ 3 8 6 1 9 9 軍 隊 ”と は ，女 性 や 子 供 ， 老 人 が 中 心 に

な っ て い る 農 村 人 口 の こ と で あ る 。 な お ， 中 国

で は ， 3 月 8 日 は 女 性 の 日 ， 6 月 1 日 は こ ど も

の 日 ， 9 月 9 日 は 老 人 の 日 で あ る 。  
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第 2 章  こ れ ま で の 中 国 農 村 人 口 の 都 市 移

動 に 関 す る 研 究  

 

中 国 の 農 村 人 口 移 動 に 関 す る 既 存 研 究 は ，以 下 の よ

う に ， 種 々 の 研 究 が 行 わ れ て き た 。 ま ず ， 宮 玉 松 [ 1 4 ]

は ，社 会 学 の 立 場 か ら 近 代 の 社 会 発 展 の 背 景 と 関 連 さ

せ な が ら ，中 国 近 代 農 村 人 口 移 動 の 特 徴 や 性 質 を 論 じ

た う え で ，農 業 生 産 方 式 の 変 動 や 軍 閥 戦 争 ，封 建 地 主

土 地 制 度 の 存 在 な ど の 近 代 以 降 の 農 村 人 口 移 動 の 諸

要 因 を 述 べ て い る 。内 容 的 に は ，農 村 人 口 移 動 に 関 す

る 一 般 論 的 な 指 摘 が 多 い が ，中 国 近 代 の 農 村 人 口 移 動

の 特 徴 や 性 質 を 指 摘 し て い る 。  

馬 侠 [ 1 5 ] は ，中 国 建 国 3 8 年 以 降 に お け る 都 市 と 農 村

の 人 口 移 動 デ ー タ 資 料 に 基 づ き ，中 国 建 国 以 来 の 農 村

か ら 都 市 へ の 人 口 移 動 の 実 態 や 今 後 の 人 口 移 動 の 動

き を 予 測 し ，農 村 か ら 都 市 へ の 人 口 移 動 に 関 す る 政 策

な ど を 検 討 し た 。中 国 建 国 以 来 ，社 会 主 義 の 国 家 建 設

の 発 展 と と も に ， 農 村 相 互 間 や ， 都 市 ・ 農 村 間 の 人 口

移 動 も 増 加 し て き た が ，経 済 体 制 改 革 と 社 会 主 義 計 画

商 品 経 済 の 発 展 に 伴 い ，今 後 は 農 村 か ら 都 市 へ の 人 口

移 動 が さ ら に 拡 大 す る 可 能 性 が あ る と 指 摘 し て い る 。 
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社 会 生 産 力 の 発 展 に よ っ て ，農 村 に は 大 量 の 過 剰 労 働

力 が 発 生 し て お り ，そ う し た 農 村 過 剰 労 働 力 の 農 業 以

外 の 仕 事 へ の 従 事 可 能 性 が 農 村 人 口 移 動 問 題 の 本 質

に な る と 述 べ て い る 。  

一 方 ， 蒋 耀 建 [ 1 6 ] は ， 農 業 者 の 都 市 出 稼 ぎ に よ る 所

得 が 高 い ほ ど ，農 業 者 の 都 市 へ の 出 稼 ぎ 動 機 が 高 く な

る と い う 仮 説 を 提 示 し て い る 。そ し て ，① 都 市 移 動 コ

ス ト や 都 市 就 業 割 合 の 高 さ に よ っ て ，都 市 と 農 村 間 の

流 動 人 口 の 所 得 格 差 が 生 じ て い る こ と ，② 農 村 地 域 内

の 工 業 部 門 の 発 展 に よ っ て ，都 市 の 就 業 圧 力 を 緩 和 で

き る 一 方 ，農 業 者 の 就 業 機 会 も 増 え る こ と ，し か し な

が ら ，③ 都 市 と 農 村 の 二 元 経 済 構 造 が 長 期 的 に 継 続 す

る な か で は ，農 村 か ら 都 市 へ の 人 口 移 動 に 伴 い 都 市 と

農 村 の 経 済 格 差 は 縮 小 で き な い こ と 等 の 諸 点 を 明 ら

か に し た 。  

魏 津 生 [ 1 7 ] は ，現 代 の 中 国 農 村 の 人 口 移 動 に つ い て ，

① 農 村 人 口 の 移 動 に は 自 主 的 移 動 と 指 令 的 移 動 の 両

方 が あ る が ，社 会 経 済 発 展 に 伴 い 農 村 人 口 の 自 主 的 移

動 が 増 加 し て い る こ と ，② 農 村 地 域 内 の 過 剰 労 働 力 の

都 市 へ の 移 動 は ，都 市 建 設 に 重 要 な 役 割 を 果 た し て き

た こ と ， ③ し か し ， 大 量 の 農 村 外 出 移 動 人 口 は ， 都 市

の 交 通 な ど 社 会 資 本 に 負 荷 も か け た こ と な ど を 指 摘
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し て い る 。  

王 国 霞 ら [ 1 8 ] は ，第 四 次 ，第 五 次 国 勢 調 査 (人 口 調 査 )

の 人 口 移 動 の デ ー タ に 基 づ き ，中 国 農 村 人 口 移 動 の 地

域 別 特 徴 や 相 対 的 な 動 き を 分 析 し ， 1 9 8 0 年 代 か ら 9 0

年 代 に か け て ，農 村 人 口 移 動 の 変 化 や 農 村 人 口 移 動 変

動 要 因 を 考 察 し て い る 。 そ し て ， ① 空 間 的 み る と ， 農

村 人 口 移 動 は 1 9 9 0 年 代 以 降 1 9 8 0 年 代 に 比 べ て ，都 市

部 へ の 農 村 人 口 移 動 が 量 的 に 増 大 し て い る こ と ，② 農

村 人 口 の 都 市 移 動 は ，中 国 総 人 口 移 動 の な か に 占 め る

割 合 が 大 き い が ，地 域 に よ っ て ，人 口 移 動 の 動 き が 異

な り ，中 西 部 地 域 で は 地 域 内 部 や 地 域 間 の 移 動 が 増 加

し て い る こ と ， ③ 1 9 8 0 年 代 に 比 べ て ， 1 9 9 0 年 代 以 降

の 農 村 人 口 移 動 で は ， 広 東 省 ， 上 海 市 ， 江 蘇 省 ， 浙 江

省 は 農 村 労 働 力 流 入 の 主 要 地 域 ， 安 徽 省 ， 湖 南 省 ， 江

西 省 ，四 川 省 は 農 村 労 働 力 流 出 の 主 要 地 域 と な っ て い

る こ と な ど を 明 ら か に し た 。  

さ ら に ， 張 延 愛 [ 1 9 ] は ， 中 国 江 蘇 省 の 農 村 流 動 人 口

に 関 す る 統 計 資 料 に 基 づ き ，① 江 蘇 省 の 農 村 人 口 流 動

規 模 が 大 き い こ と ，② 若 年 で 比 較 的 学 歴 が 高 い 農 業 者

の 都 市 移 動 が 多 い こ と が 江 蘇 省 農 村 流 動 人 口 の 特 徴

で あ る と 述 べ て い る 。そ し て ，農 業 生 産 に 労 働 力 不 足

や 農 業 生 産 物 の 品 質 低 下 な ど の 悪 い 影 響 を 及 ぼ し て
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い る と 指 摘 し て い る 。 ま た ， そ の 対 策 と し て は ， ① 流

動 人 口 を 有 効 的 に 管 理 す る た め の 戸 籍 制 度 の 改 革 ，②

農 村 在 住 者 に 対 す る 基 本 教 育 や 農 業 生 産 技 術 の 普 及 ，

訓 練 の 必 要 性 ，③ 農 村 で 若 年 労 働 力 を 確 保 す る た め の

農 業 所 得 増 加 の 必 要 性 を 提 言 し て い る 。  

王 春 光 [ 2 0 ] は ， 中 国 社 会 経 済 の 変 遷 の 視 点 か ら 農 村

人 口 移 動 の 変 化 を 考 察 し た 。農 村 人 口 移 動 の 動 機 や 多

く の 社 会 的 特 徴 は ， 1 9 世 紀 末 か ら 2 0 世 紀 初 め に か け

て の 農 村 人 口 移 動 と は 異 な る こ と を 指 摘 し て い る 。ま

た ， 温 州 市 ， 杭 州 市 ， 深 圳 市 の 農 村 か ら 都 市 へ 移 動 し

た 農 村 人 口 を 対 象 に ア ン ケ ー ト 調 査 を 行 い ，① 都 市 に

移 動 す る 農 村 人 口 は ，若 年 層 が 増 え て い る こ と ，② 都

市 に 移 住 す る 農 村 人 口 の 学 歴 は ほ と ん ど 高 く な い こ

と ，③ 生 活 を 維 持 す る た め に 農 村 か ら 都 市 へ 移 動 し た

1 9 8 0 年 代 と 比 較 し て ， 1 9 9 0 年 代 以 降 は 就 農 に 興 味 が

な い こ と や 都 市 生 活 を 行 い た い こ と に 移 動 理 由 が 変

わ っ て い る こ と を 明 ら か に し て い る 。  

周 長 洪 ら [ 2 1 ] は ， 中 国 の 多 く 農 村 人 口 が 流 出 し て い

る 湖 南 省 の 一 部 農 村 地 域 を 事 例 に し て ，農 村 人 口 流 出

の 特 徴 お よ び 社 会 経 済 的 効 果 を 検 討 し た 。調 査 地 域 に

お い て は ，農 村 人 口 の 流 出 率 が 高 い が ，人 口 流 出 の 特

徴 に つ い て ，以 下 の 諸 点 を 指 摘 し て い る 。① 多 く の 都
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市 に 流 出 し た 農 村 人 口 の 学 歴 が 低 い と よ く 言 わ れ て

い る な か ，実 際 に 流 出 し た 農 村 人 口 は ，比 較 的 学 歴 が

高 く か つ 生 産 能 力 が 高 い 若 年 の 農 業 者 が 多 く み ら れ

る 。② 知 人 や 親 戚 の 紹 介 な ど が ，農 村 人 口 流 出 の 主 要

手 段 と な っ て い る 。③ 経 済 的 利 益 を 追 求 す る た め に 農

村 か ら 都 市 へ 流 出 す る の が 一 般 的 で あ る 。農 村 人 口 の

流 出 は ，あ る 程 度 人 口 密 度 の 高 い 農 村 地 域 に は プ ラ ス

の 効 果 が あ る と は い え る 一 方 ，多 く の 若 年 農 村 人 口 の

流 出 は 農 村 の 過 疎 化 を 発 生 さ せ る た め ，農 村 社 会 に 悪

い 影 響 を 与 え て し ま う 。  

范 琛 [ 2 2 ] も ， 多 く の 農 村 労 働 力 の 都 市 流 出 は ， 短 期

的 に は 農 業 者 の 非 農 業 所 得 を 増 加 さ せ て ，農 業 生 産 や

農 業 経 済 の 発 展 に 積 極 的 な 影 響 を 与 え て い る 一 方 ，長

期 的 に み れ ば ，農 業 主 要 労 働 力 と な る 若 年 か つ 学 歴 が

比 較 的 高 い 農 村 人 口 の 大 量 都 市 移 動 に よ っ て ，農 村 に

お け る 土 地 利 用 率 や 農 村 教 育 な ど に 対 し て ，消 極 的 な

影 響 も 与 え て い る と 指 摘 し て い る 。そ の た め ，① 長 期

的 に 考 え る と ，農 村 地 域 内 で 農 業 以 外 の 他 産 業 を 発 展

さ せ る 必 要 が あ る こ と ，② 農 業 過 剰 労 働 力 を 農 村 の 非

農 業 部 門 に 誘 導 す る こ と に よ っ て ，農 村 過 剰 労 働 力 を

農 村 に 定 着 で き る こ と ，ま た ，③ 小 中 学 校 教 育 を 通 じ

て ，農 村 か ら 都 市 へ の 出 稼 ぎ に 対 す る 正 確 な 情 報 を 提



26 

 

供 す る 必 要 が あ る こ と ，④ 農 村 労 働 力 を 確 保 す る た め

の 人 材 育 成 ，職 業 教 育 を 重 視 し ，農 村 人 材 技 能 教 育 を

行 う こ と が 重 要 で あ る と ， 等 を 指 摘 し て い る 。  

薛 艶 麗 [ 2 3 ] は ，1 9  9 0 年 代 の 西 部 大 開 発 プ ロ ジ ェ ク ト

に よ っ て ，西 部 地 域 か ら 多 く の 農 業 人 口 が 都 市 に 移 動

し ，農 業 以 外 の 他 産 業 の 就 業 し ，都 市 建 設 や 都 市 の 発

展 に 多 く 貢 献 し て い る と と も に ，人 が 多 く 土 地 が 少 な

い 地 域 に お い て は ，農 業 人 口 の 都 市 移 動 に よ っ て ，地

域 の 土 地 資 源 の 有 効 利 用 が 実 現 で き ，地 域 経 済 が 発 展

し ，農 業 者 の 所 得 が 増 加 し た こ と か ら ，多 く の 農 村 農

業 人 口 の 都 市 移 動 は 社 会 発 展 に 積 極 的 な 意 味 を 持 つ

が ，社 会 的 に は マ イ ナ ス の 影 響 も 及 ぼ し て い る と 述 べ

て い る 。す な わ ち ，大 量 の 農 村 農 業 人 口 の 都 市 移 動 に

よ っ て ，農 村 地 域 内 の 過 疎 化 が 進 み ，農 地 の 廃 棄 な ど

の 現 象 が 生 じ た ほ か ，多 く の 農 村 農 業 人 口 の 都 市 移 動

に よ っ て ，都 市 人 口 が 大 き く 増 加 し ，都 市 の 負 荷 に も

繋 が っ て い る 。さ ら に ，都 市 部 の 水 資 源 の 利 用 の 増 加

に よ る 砂 漠 化 も 発 生 し て い る 。一 方 ，農 村 地 域 内 に お

い て は ，老 年 人 口 の 養 老 問 題 も 厳 し く な っ て い る 。し

た が っ て ，農 村 人 口 の 都 市 移 動 は 社 会 的 に プ ラ ス の 影

響 を 与 え て い な が ら も ，他 方 で は マ イ ナ ス の 影 響 も 及

ぼ し て い る と 述 べ て い る 。そ の た め ，政 府 が 合 理 的 な
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対 策 や 施 策 を 提 示 す る こ と 必 要 性 や 農 業 農 村 人 口 の

都 市 移 動 を 調 整 す る こ と の 重 要 性 を 指 摘 し て い る 。  

邬 静 琼 [ 2 4 ] は ， 2 0 0 0 年 中 国 農 村 労 働 人 口 5 5 0 1 9 万 人

で ，多 く の 農 村 過 剰 労 働 力 が 存 在 し て い る 現 状 の な か

で は ，農 業 へ の 就 業 に よ っ て 農 村 過 剰 労 働 力 問 題 を 解

決 す る の は ，現 実 的 に 困 難 で あ る こ と を 指 摘 し て い る 。

し た が っ て ，農 村 過 剰 労 働 力 を 農 業 以 外 の 産 業 に 移 動

さ せ る こ と が 農 村 労 働 力 の 過 剰 化 を 改 善 す る 基 本 的

在 り 方 で あ る と 説 明 し て い る 。そ の た め に ，農 用 地 の

合 理 的 な 利 用 や 管 理 以 外 に ，農 村 人 口 の 都 市 移 動 に 関

連 す る 戸 籍 制 度 の 改 善 や 農 村 人 口 の 都 市 移 動 後 の 都

市 就 業 制 度 の 形 成 と 統 一 の 重 要 性 や 都 市 に 移 動 し て

就 業 し た あ と の 福 祉 待 遇 の 保 障 の 重 要 性 を 指 摘 し て

い る 。  

廖 少 廉 ら [ 2 5 ] は  農 村 人 口 移 動 と 農 村 貧 困 化 の 関 係

を め ぐ っ て ， 中 国 湖 南 と 湖 北 の 2 0 0 1 年 農 村 人 口 移 動

サ ン プ ル 調 査 デ ー タ を 利 用 し て ，農 村 人 口 の 都 市 へ の

移 動 の 是 非 を 検 討 し て い る 。農 村 人 口 移 動 の ス ピ ー ド

と 人 口 移 動 の 規 模 に よ っ て ，農 村 経 済 へ の 影 響 が 異 な

る 。大 幅 な 農 村 人 口 移 動 は 農 村 過 疎 化 を も た ら す 一 方 ，

適 度 な 農 村 人 口 移 動 は ，農 村 経 済 の 発 展 を 促 進 さ せ る

効 果 も あ る と 指 摘 し て い る 。  
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さ ら に ， 谭 文 兵 ら [ 2 6 ] は ， 生 産 力 の 発 展 水 準 や 経 済

発 展 は 農 村 人 口 の 都 市 移 動 に 大 き く 影 響 さ れ て い る

と い う 一 般 的 な 議 論 か ら ，中 国 農 村 人 口 の 都 市 移 動 の

要 因 を 考 察 し て い る 。そ の 結 果 ，① 市 場 経 済 の 発 展 に

伴 い ，都 市 の 商 業 や サ ー ビ ス 業 が 一 層 発 展 し て い る な

か ， 都 市 に お い て は 大 量 の 労 働 力 需 要 が 生 じ た た め ，

農 村 の 過 剰 労 働 力 が 都 市 に 移 動 し た こ と ，② 中 国 で は ，

7 0 %以 上 の 人 口 が 農 村 で 暮 ら し て い る た め ， 生 活 維 持

に 大 き な 負 荷 と な っ て い る こ と ，③ 個 人 的 な 経 済 利 益

を 求 め る た め ，多 く 農 村 人 口 が 都 市 に 移 動 し て い る こ

と ，そ の 一 方 ，④ 農 村 人 口 の 盲 目 的 な 都 市 へ の 移 動 は

都 市 の 流 動 人 口 が 過 剰 に な っ て し ま う た め ，農 村 人 口

の 都 市 へ の 移 動 は 合 理 的 水 準 を 維 持 す る こ と が 必 要

な こ と ， 等 を 指 摘 し て い る 。  

朱 宝 樹 ら [ 2 7 ] に よ る と ， 都 市 近 郊 の 農 業 人 口 移 動 は

都 市 人 口 の 制 御 に 重 要 な 影 響 を 与 え て い る 。特 に 上 海

の よ う な 大 都 市 に お い て は ，農 村 か ら の 大 量 の 人 口 移

動 は ，都 会 の 発 展 に 負 荷 を か け て ，悪 い 影 響 を 与 え て

し ま う と 述 べ て い る 。そ の た め ，大 量 の 農 村 人 口 が 盲

目 的 に 都 市 へ 移 動 す る こ と を 抑 制 す る た め ，農 村 人 口

が 農 業 を 行 わ な く て も ，農 村 を 離 れ な い よ う に す る こ

と が 必 要 な こ と や (“ 離 土 不 離 郷 ” )， 農 村 人 口 の 盲 目
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的 な 都 市 へ の 移 動 を 防 ぐ た め ，農 村 か ら 都 市 へ の 人 口

移 動 を 制 御 す る 必 要 が あ る と 指 摘 し て い る 。そ の た め ，

農 業 者 の 都 市 移 住 に 対 す る 要 望 の 実 現 と ，政 策 的 な 人

口 移 動 の 制 御 と の 間 の 対 立 関 係 の 合 理 的 な 解 決 が 重

要 で あ る と 指 摘 し て い る 。さ ら に ，農 村 居 住 者 の 所 得

を 高 め ，農 村 に 居 住 し て い る 農 業 者 に 都 市 的 な 利 便 性

の 良 い 生 活 条 件 を 提 供 し ，農 業 者 の 農 村 で の 生 活 ニ ー

ズ を 満 足 さ せ る 必 要 が あ る と 提 言 し て い る 。 た だ し ，

農 村 居 住 者 の 所 得 向 上 は ，他 方 で は ，逆 に 都 市 部 へ の

移 住 を 加 速 さ せ る お そ れ が あ る 。し た が っ て ，農 村 か

ら 都 市 へ の 大 量 人 口 移 動 を 防 ぐ た め ，計 画 生 育 や 戸 籍

の 管 理 ，郷 鎮 企 業 の 育 成 な ど の 政 策 も 必 要 と な る と 指

摘 し て い る 。  

宋 嘉 革 [ 2 8 ] は ， 統 計 資 料 や 統 計 デ ー タ を 利 用 し て ，

社 会 学 と 経 済 学 の 視 点 か ら ，農 村 人 口 の 都 市 移 動 に 伴

う 諸 問 題 を 考 察 し ，現 在 の 多 く の 農 村 人 口 の 農 村 か ら

都 市 へ の 移 動 は 中 国 の 都 市 化 と 未 発 達 地 域 の 農 業 に

大 き な 影 響 を 与 え て い る と 指 摘 し て い る 。  

潘 継 南 ら [ 2 9 ] は ， 中 国 改 革 開 放 以 来 ， 大 量 の 農 村 労

働 力 が 農 村 か ら 都 市 へ 移 動 し た が ，こ の 労 働 力 の 移 動

は 都 市 部 の 社 会 建 設 に 大 き く 貢 献 し て き た と 指 摘 し

て い る 。し か し ，都 市 に 移 動 し た 多 く の 農 村 労 働 力 は
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若 年 農 業 者 が ほ と ん ど で あ る が ，大 量 の 農 村 若 年 労 働

力 の 都 市 移 動 は 農 村 社 会 経 済 の 発 展 に と っ て は 不 利

で あ る こ と や ，農 業 生 産 や 農 業 関 連 基 本 施 設 の 維 持 と

建 設 ，農 村 養 老 な ど に 対 し て も マ イ ナ ス の 影 響 を 及 ぼ

し て い る こ と を 指 摘 し た 。そ の た め ，農 業 の 基 礎 的 技

術 指 導 ，農 業 機 械 化 の 促 進 ，農 地 の 有 効 利 用 や 新 た な

土 地 経 営 制 度 の 形 成 の 必 要 性 や ，農 村 の 社 会 保 障 シ ス

テ ム づ く り ，農 村 社 会 福 祉 の 改 善 ，農 村 地 域 内 の 他 産

業 の 発 展 も 重 要 な 対 策 で あ る と 促 え て い る 。 さ ら に ，

都 市 に 出 稼 ぎ に 行 っ た 経 験 が あ る 農 業 者 の 農 村 地 域

内 で の 起 業 を 支 援 す る こ と の 重 要 性 も 指 摘 し て い る 。 

刘 輝 ら [ 3 0 ] は ， 1 9 8 0 年 代 農 村 に 都 市 に 移 動 し た 出 稼

ぎ 農 業 者 の 平 均 年 齢 は 3 0 . 8 6 歳 で あ っ た が ， 1 9 9 0 年

代 以 降 の 出 稼 ぎ 農 業 者 の 平 均 年 齢 は 2 2 . 9 9 歳 と な り ，

年 齢 が 低 下 し た こ と を 指 摘 し て い る 。人 口 が 多 く ，農

地 が 少 な い 農 村 地 域 に お い て は ，あ る 程 度 の 人 口 の 都

市 移 動 は ，農 村 発 展 に と っ て メ リ ッ ト が あ っ た が ，農

村 か ら 都 市 に 移 動 し た 農 業 者 数 は 過 大 で あ り ，特 に 多

く の 若 年 農 業 者 が 都 市 へ 移 動 し た こ と に よ り ，農 村 の

過 疎 化 が 深 刻 化 し ，農 業 経 済 や 農 村 社 会 の 発 展 に マ イ

ナ ス 影 響 を 及 ぼ し た と 述 べ て い る 。し た が っ て ，長 期

的 に 考 え る と ，現 有 の 農 村 と 都 市 の 二 元 経 済 構 造 を 変
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化 さ せ ，農 村 社 会 保 障 シ ス テ ム を 構 策 し て ，農 村 労 働

力 を 確 保 す る こ と が 重 要 で あ る と 指 摘 し て い る 。  

候 紅 婭 ら [ 3 1 ] は ， 農 村 か ら 移 動 し た 労 働 力 の 調 査 資

料 を 基 づ き ，農 村 地 域 内 の 労 働 力 移 動 と は 異 な る 地 域

間 の 労 働 力 移 動 に 関 す る 意 向 を 統 計 的 に 分 析 し て い

る 。結 論 と し て は ，① 地 域 内 の 労 働 力 移 動 に 関 し て は ，

農 業 者 の 属 性 (年 齢 ， 学 歴 ， 家 族 構 成 ， 所 得 レ ベ ル )

が 都 市 へ の 移 動 意 向 に 強 く 影 響 し て い る こ と ，② 農 村

と 都 市 の 間 の 労 働 力 移 動 に 関 し て は ，農 業 者 の 属 性 は

都 市 に 移 動 す る 意 向 に あ ま り 影 響 し て い な い こ と を

指 摘 し て お り ，そ の た め ，都 市 化 が 進 展 し て い る な か

で ，す で に 都 市 に 移 住 し て い る 元 農 業 者 と ，農 村 に 在

住 し ，か つ 農 業 以 外 に 就 業 し て い る 元 農 業 者 に 対 し て

は ，政 策 上 は 異 な っ た 対 策 を 行 う べ き こ と を 提 案 し た 。

ま た ，統 計 的 分 析 と モ デ ル 分 析 の 結 果 か ら は ，農 業 者

は 都 市 を 選 択 す る 際 に ，現 在 の 生 活 水 準 や 所 得 の 多 少

を 重 視 し て い る の で は な く ，都 市 に 移 住 し た 後 の 所 得

や 生 活 環 境 に 注 目 し て い る こ と を 指 摘 し て い る 。  

盛 来 運 [ 3 2 ] は ， 中 国 農 村 居 住 者 の サ ン プ ル 調 査 デ ー

タ を 利 用 し ， 個 人 ， 家 庭 や コ ミ ュ ニ テ ィ ， 社 会 制 度 な

ど の 要 素 が 農 村 労 働 力 流 出 に 与 え て い る 影 響 を 分 析

し て い る 。こ の 分 析 の 結 果 ，① 農 業 者 の 出 稼 ぎ や 都 市
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へ の 移 動 は 所 得 や 生 活 条 件 な ど の 要 素 の 影 響 を 受 け

て い る こ と ，② 農 村 地 域 内 で は ，農 業 以 外 の 産 業 の 発

展 水 準 が 高 い ほ ど ，農 村 労 働 力 の 流 出 可 能 性 が 低 く な

る こ と ， ③ そ の 一 方 ， マ ク ロ 的 に み れ ば ， 都 市 ・ 農 村

間 の 所 得 格 差 の 拡 大 は 農 業 者 の 都 市 移 動 の 動 力 に な

る と 考 え ら れ る こ と ， 等 を 述 べ て い る 。 し た が っ て ，

農 村 労 働 力 を 確 保 す る た め に は ，農 村 コ ミ ュ ニ テ ィ の

整 備 や 農 村 土 地 制 度 の 改 善 ，農 村 労 働 力 の 教 育 と 農 業

技 術 指 導 が 必 要 だ と 提 言 し て い る 。  

朱 恩 青 ら [ 3 3 ] は ， 農 村 人 口 の 都 市 移 動 に よ る 社 会 経

済 へ の 影 響 を 課 題 と し て 取 り 上 げ て い る 。朱 恩 青 ら は ，

長 期 的 か つ 総 体 的 に み る と 農 村 人 口 の 都 市 移 動 は 社

会 経 済 の 発 展 に と っ て 重 要 な 意 味 が あ る と 指 摘 し て

い る 。新 農 村 建 設 に よ っ て ，農 業 者 に 暮 ら し や す い 農

村 居 住 を 実 現 す る と 同 時 に ，都 市 社 会 建 設 の 必 要 な 過

剰 農 村 労 働 力 を 維 持 し ，過 剰 農 村 人 口 の 農 業 就 農 か ら

他 産 業 へ の 移 動 が 必 要 で あ る と 提 言 し て い る 。  

王 金 営 ら [ 3 4 ] は ，中 国 河 北 省 農 村 地 域 を 事 例 に し て ，

如 何 に 都 市 化 と 新 農 村 建 設 の 関 係 を 処 理 す れ ば よ い

の か を 理 論 的 に 論 じ て い る 。具 体 的 に は ，新 農 村 建 設

は ，す べ て の 農 村 の 都 市 化 を 進 め る の で は な く ，各 農

村 に お け る 都 市 へ の 人 口 移 動 の 傾 向 に 応 じ て ，地 域 的
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特 徴 を 踏 ま え た 農 村 建 設 を 行 う べ き で あ る こ と や ，今

後 は ，農 村 地 域 で 生 活 す る 人 々 に と っ て 暮 ら し や す い

生 活 環 境 づ く り が 必 要 で あ る こ と を 述 べ て い る 。  

楊 慧 ら [ 3 5 ] は ， 新 農 村 建 設 の な か で ， 人 口 増 加 は 農

村 社 会 に 極 め て 大 き な 影 響 を 与 え て い る た め ，新 農 村

建 設 と 人 口 発 展 の 関 係 を 考 察 し た 。中 国 で は ，社 会 経

済 の 発 展 と と も に ，人 々 の 生 活 水 準 は 以 前 よ り も 改 善

し た が ，農 村 に お い て は ，農 村 教 育 レ ベ ル の 低 位 性 や

農 村 地 域 の 社 会 保 障 の 不 十 分 性 な ど の 理 由 に よ り ，農

村 と 都 市 の 所 得 格 差 が 拡 大 し て お り ，新 農 村 建 設 の た

め に は ，農 村 人 口 の 質 量 や 人 口 構 造 と 人 口 分 布 の 管 理

と 緩 和 に 積 極 的 に 取 り 込 む べ き で あ る と 指 摘 し て い

る 。  

賈 偉 強 ら [ 3 6 ] は ， 農 村 人 的 資 本 は 農 村 経 済 発 展 や 農

業 者 の 所 得 増 加 な ど に と っ て 重 要 な 存 在 で あ る が ，現

在 の 中 国 農 村 に お い て は ，農 村 教 育 へ の 投 資 不 足 ，農

村 人 的 資 本 の 質 の 低 位 性 ，就 農 者 数 の 減 少 な ど の 要 因

に よ り ，農 村 人 的 資 本 の 確 保 が 制 約 さ れ て い る と 述 べ

て い る 。 そ し て ， 2 0 0 0 年 以 降 の 中 国 国 内 の 中 国 農 村

人 的 資 本 に 関 す る 既 存 研 究 を 分 析 し た う え で ，今 後 の

農 村 人 的 資 本 を 確 保 す る た め に は ，農 村 医 療 条 件 の 向

上 や ，農 業 者 の 就 農 技 術 指 導 が 必 要 だ と 提 言 し て い る 。 
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張 翼 [ 3 7 ] は ， す で に 都 市 に 移 動 し て い る 元 農 村 居 住

者 を 対 象 と し て ，彼 ら の 都 市 移 住 に よ る 戸 籍 の 選 択 意

向 を 統 計 的 に 分 析 し て い る 。結 果 と し て は ，① 都 市 に

居 住 し て い る 多 く の 農 民 工 は ，農 村 戸 籍 を 都 市 戸 籍 に

変 更 す る 意 向 は 弱 い こ と ，② 子 供 の 教 育 や 進 学 の た め ，

少 数 の 農 民 工 は 農 村 戸 籍 を 都 市 戸 籍 に 変 更 す る 意 向

が あ る こ と ， ③ 土 地 の 所 有 権 を 保 有 し 続 け た い た め ，

多 く の 農 民 工 は 農 村 戸 籍 を 持 ち 続 け よ う と す る 意 向

が 強 い こ と ，④ 都 市 に 居 住 し ，農 村 戸 籍 を 都 市 戸 籍 に

変 更 す る 意 向 に 関 し て は ， 1 9 8 0 年 代 前 に 生 ま れ た 農

民 工 と 1 9 8 0 年 代 以 降 に 生 ま れ た 農 民 工 と の 間 で 格 差

が 存 在 し て い な い こ と ， 等 を 明 ら か に し て い る 。  

張 永 麗 ら [ 3 8 ] は ， 中 国 農 村 労 働 力 移 動 デ ー タ を 利 用

し て ， ① 1 9 8 0 年 代 に ， 農 村 労 働 力 は 農 業 か ら 非 農 業

へ 移 動 し た が ，多 く の 農 業 者 は 農 繁 期 に は 農 業 に 従 事

し ，そ れ 以 外 の 時 期 は ，近 郊 の 郷 鎮 企 業 で 就 労 し た り ，

個 別 経 営 に 従 事 し て い た こ と ，② 1 9 9 0 年 代 に な る と ，

多 く の 農 村 労 働 力 は ，農 村 戸 籍 の ま ま ，出 稼 ぎ で 都 市

に 移 動 し て い る こ と ， ③ 2 0 0 0 年 以 降 ， 農 業 者 の 都 市

で の 他 産 業 従 事 や 都 市 へ の 移 住 が 増 え て い る こ と な

ど を 指 摘 し て い る 。ま た ，今 後 都 市 に 移 住 す る 農 業 者

の 養 老 制 度 の 充 実 や 今 後 と も 農 村 に 居 住 す る 農 業 者
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の た め の 社 会 資 本 の 充 実 が 必 要 で あ る と 指 摘 し て い

る 。  

張 宗 益 ら [ 3 9 ] は ， 中 国 農 村 の 「 空 心 化 」 問 題 の 分 析

に 基 づ き ，1 9 7 8 年 ～ 2 0 0 8 年 の 統 計 デ ー タ を 利 用 し て ，

今 後 の 農 村 発 展 の 在 り 方 を 検 討 し た 。近 年 ，農 民 工 の

出 稼 ぎ ，農 村 労 働 力 の 都 市 流 出 に 伴 い ，大 量 の 農 村 若

年 労 働 力 が 都 市 に 流 出 し て し ま っ た が ，大 量 の 農 村 人

口 が 都 市 に 移 動 す る こ と に よ っ て ，中 国 の 農 村 に お い

て は ，「 空 心 化 」 問 題 が 深 刻 化 し て い る 。 そ の た め ，

農 業 経 済 を 振 興 す る う え で ，農 村 土 地 改 革 と 農 村 資 金

の 合 理 的 配 分 が 重 要 な 手 段 に な る と 指 摘 し て い る 。農

村 経 済 発 展 の た め に は ，農 業 生 産 に 必 要 な 労 働 力 の 確

保 と 地 域 間 の 経 済 格 差 を 縮 小 す る こ と が 必 要 で あ り ，

政 策 的 に 農 村 経 済 を 支 援 す る と 同 時 に ，農 村 地 域 内 で

の 農 村 労 働 力 の 育 成 を 実 施 し ，農 村 労 働 力 の 報 酬 を 高

め る こ と や ，農 村 金 融 制 度 を 活 用 し て ，農 地 の 有 効 利

用 を 実 現 す べ き こ と を 指 摘 し て い る 。  

楊 粛 冒 ら [ 4 0 ] は ， 大 量 な 農 村 労 働 力 の 都 市 移 動 が 新

農 村 建 設 に 与 え る 影 響 や 農 村 労 働 力 育 成 の 現 況 を 踏

ま え て ，農 業 と 農 村 経 済 発 展 の た め に ，労 働 力 資 源 の

有 効 な 需 要 を 確 保 す る 必 要 が あ る と 指 摘 し て い る 。労

働 力 が 過 剰 な 貧 困 農 村 地 域 に と っ て は ，労 働 力 の 都 市
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移 動 が 農 村 資 源 の 合 理 的 な 配 置 に と っ て 有 利 で あ る

が ，長 期 的 な 農 村 労 働 人 口 移 動 に よ っ て ，一 部 の 農 村

地 域 に は 就 農 労 働 力 不 足 も 生 じ て い る こ と や ，特 に 多

く の 若 年 農 村 労 働 力 の 都 市 移 動 に 伴 い ，農 業 後 継 者 の

不 足 問 題 や 農 村 過 疎 化 が 進 ん で い る た め ，農 業 生 産 者

の 育 成 や 農 村 地 域 内 で の 就 業 機 会 づ く り ，お よ び 農 村

イ ン フ ラ 整 備 を 通 じ た 農 村 人 口 の 定 着 の 必 要 性 を 述

べ て い る 。  

以 上 の よ う に ， こ れ ら の 既 存 研 究 で は ， 社 会 学 や 農

村 経 済 学 な ど の 立 場 か ら ，中 国 農 村 人 口 移 動 の 特 徴 や

性 質 が 明 ら か に さ れ て い る 。ま た ，中 国 の 社 会 経 済 発

展 に 伴 い ，農 村 過 剰 労 働 力 の 都 市 移 動 や ，比 較 的 学 歴

が 高 い 多 く の 若 年 労 働 力 の 農 村 か ら 都 市 へ の 流 出 な

ど に よ っ て ，農 村 地 域 内 部 の 構 造 も 変 化 し て き た こ と

を 示 し て い る 。 ま た ， 多 く の 既 存 研 究 か ら ， 農 村 人 口

の 都 市 移 動 に よ っ て ，都 市 部 の 発 展 は 推 進 さ れ て き た

一 方 ，大 量 の 農 村 労 働 人 口 の 長 期 的 な 都 市 部 へ の 流 出

に よ っ て ，農 村 地 域 の 過 疎 化 や 農 村 経 済 の 衰 退 な ど と

い っ た 問 題 が 起 こ っ て い る こ と を 明 ら か に し て い る 。

さ ら に ，今 後 の 農 村 地 域 の 発 展 を 考 え る と ，農 村 労 働

力 の 確 保 や 農 村 の 基 本 的 な 社 会 資 本 の 整 備 が 必 要 と

な る こ と も 指 摘 さ れ て い る 。  



37 

 

  

第 3 章  本 研 究 の 課 題 設 定  

  

以 上 み て き た 既 存 研 究 成 果 は ，中 国 農 村 ・ 農 業 が 置

か れ て い る 現 状 や 実 態 を 把 握 す る う え で は ，大 変 参 考

に な る 。た と え ば ，大 量 の 農 村 人 口 の 都 市 移 動 が 都 市

部 の 社 会 建 設 に 大 き く 貢 献 し て い る 一 方 ，農 村 の 過 疎

化 を 及 ぼ し て い る こ と や ，大 量 の 農 村 若 年 農 業 者 の 出

稼 ぎ に よ っ て ，農 業 生 産 や 農 業 関 連 基 本 施 設 の 維 持 と

建 設 に も 悪 い 影 響 が あ る こ と を 指 摘 し て い る 。  

確 か に ，改 革 開 放 政 策 の 初 期 の 時 代 か ら ，農 村 過 剰

労 働 力 が 都 市 へ 移 動 す る こ と に よ っ て ，貧 し い 農 村 出

稼 ぎ 労 働 者 の 所 得 は あ る 程 度 増 加 し ，農 村 の 貧 困 状 態

は 改 善 さ れ て き た 。ま た ，農 村 か ら 都 市 へ の 人 口 移 動

に よ っ て ，中 国 社 会 の 工 業 化 や 都 市 化 は 推 進 さ れ て き

た 。そ の 一 方 ，大 量 の 若 年 農 業 者 を 中 心 と し た 都 市 へ

の 人 口 移 動 に よ っ て ，長 期 的 に は 農 村 の 過 疎 化 が 進 み ，

農 村 人 口 の 高 齢 化 が 加 速 し て い る 。特 に 経 済 条 件 や 農

業 生 産 条 件 が よ く な い 農 村 で は ，多 く の 農 村 労 働 力 の

出 稼 ぎ は 農 業 に 必 要 な 労 働 力 の 確 保 を 困 難 化 さ せ て ，

農 村 生 活 が さ ら に 不 便 に な る 可 能 性 も あ る 。  
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他 方 ，都 市 近 郊 や 都 市 の 一 層 の 発 展 と い う 観 点 か ら

み て も ，生 活 条 件 や 社 会 資 本 の 整 備 状 況 が 比 較 的 よ く

な い 農 村 か ら 都 市 へ の 人 口 移 動 が 一 層 進 む と ，都 市 の

社 会 資 本 や 生 活 環 境 な ど に 大 き な 負 荷 が か か る 可 能

性 が あ る 。そ う し た こ と を 考 え る と ，農 村 地 域 に お い

て ，農 村 居 住 者 が 安 心 し て 農 村 に 定 住 で き る よ う に す

る た め ，農 農 村 道 路 の 整 備 や 農 村 公 共 施 設 ，農 村 の 高

齢 者 が 暮 ら し や す い 居 住 環 境 の 整 備 が 必 要 で あ る 。  

以 上 の よ う に ，こ れ ま で 多 く の 研 究 は ，中 国 農 村 の

過 疎 化 が 進 む と ，社 会 全 体 の 発 展 に 対 し て も 悪 影 響 を

及 ぼ す こ と が 指 摘 さ れ て お り ，そ の 点 に は 評 価 で き る

と こ ろ が あ る 。  

し か し な が ら ，そ の 多 く は 農 村 人 口 の 都 市 移 動 に よ

る 農 業 後 継 者 不 足 問 題 や 農 村 過 疎 化 の 進 行 と い っ た

抽 象 的 な 指 摘 や ，そ の た め の 合 理 的 な 対 策 や 施 策 が 必

要 性 の 指 摘 な ど ，一 般 的 な 提 言 ・ 説 明 に と ど ま っ て お

り ，そ れ ら の 指 摘 さ れ た 問 題 を 具 体 的 に 解 決 す る 端 緒

ま で は ほ と ん ど 論 じ て い な い 。ま た ，農 村 人 口 移 動 に

関 す る 既 存 研 究 に は ，農 業 者 レ ベ ル で 都 市 移 動 に 伴 っ

て 生 じ る 課 題 に 関 す る 分 析 を 数 量 的 に 試 み た 事 例 は

ほ と ん ど み ら れ な い 。し か し ，農 村 人 口 の 都 市 移 動 に
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関 す る 課 題 を 数 量 的 に 分 析 す る こ と は ，中 国 に お け る

農 業・農 村 問 題 の 課 題 解 決 に 向 け た 対 策 の 具 体 的 目 標

水 準 を 設 定 す る こ と に 役 立 つ ほ か ，農 村 か ら 都 市 へ 人

口 移 動 量 の 推 測 や 人 口 移 動 に 影 響 を 与 え る 要 因 を 評

価 す る う え で も 重 要 で あ る 。  

一 方 ， 改 革 開 放 に 伴 い ， 特 に 1 9 9 0 年 代 以 降 ， 中 国

で は 都 市 化 が 著 し く 進 ん で い る 。ま た ，農 村 人 口 の 都

市 へ の 移 動 を コ ン ト ロ ー ル す る 戸 籍 制 度 も 徐 徐 に 緩

和 さ れ て い る 。現 在 の よ う に 農 村 人 口 の 都 市 へ の 移 動

が 自 由 に な っ て い る 時 代 で は ，中 国 の 農 村 地 域 か ら 多

く の 農 村 住 民 が 生 活 利 便 性 の よ い 都 市 に 移 住 し て い

る の が 現 状 で あ る 。し か し な が ら ，将 来 的 に 農 村 地 域

内 で の 在 住 人 口 は 減 少 し て い く こ と に 伴 い ，老 後 も 農

村 に 住 み 続 け る 場 合 ，自 分 の 周 囲 に 相 互 に 助 け 合 え る

人 が 少 な く な り ， 農 村 生 活 が 一 層 不 便 に な る 。 他 方 ，

農 村 か ら 都 市 へ の 一 層 の 人 口 流 入 が 生 じ る と ，都 市 の

社 会 資 本 や 生 活 環 境 な ど に 大 き な 負 荷 が か か る 可 能

性 が あ る 。同 時 ，今 後 も 農 村 で の 就 農 人 口 が 年 々 減 少

し て い く と ，国 民 の 食 糧 提 供 や 農 業 生 産 の 維 持 ・ 発 展

に も 大 き く 悪 影 響 を 及 ぼ し て い る 。し た が っ て ，中 国

の 農 村 地 域 に お い て ，農 村 人 口 の 農 村 定 住 は ，極 め て

重 要 な 意 義 が あ る 。そ の た め ，農 業 者 が 老 後 も 農 村 地
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域 に 居 住 す る こ と や ，今 後 の 農 業 生 産 の 維 持 た め の 農

業 後 継 者 育 成 が ， 政 策 上 重 要 で あ り ， 急 務 で あ る 。 そ

の た め ，中 国 社 会 の 持 続 的 な 発 展 に お い て は ，農 村 の

生 活 水 準 向 上 生 活 環 境 の 整 備 ，さ ら に 社 会 資 本 の 充 実

や 人 口 定 住 は ，今 後 進 め て い く べ き 重 要 な 課 題 で あ る 。 

そ こ で ， 本 研 究 で は ， 第 一 に ， 既 存 研 究 を 踏 ま え た

う え で ，中 国 国 内 に お け る 農 村 人 口 移 動 の 要 因 を 把 握

す る た め に 現 地 調 査 を 行 い ，農 業 者 の 老 後 居 住 地 の 選

択 意 向 に 着 目 し て ，農 業 者 の 老 後 居 住 地 選 択 意 向 と そ

れ に 影 響 す る 要 因 の 把 握 を 行 う 。農 業 者 の 老 後 居 住 地

選 択 要 因 の 把 握 は ，農 村 地 域 か ら 都 市 へ 向 け て の 将 来

の 人 口 移 動 量 の 推 定 や ，都 市 と 農 村 で 必 要 と な る 社 会

資 本 や 環 境 条 件 の 整 備 内 容 を 検 討 す る う え で ，重 要 な

知 見 を 提 供 す る こ と に つ な が る 。     

そ こ で ，ま ず 第 4 章 で ，中 国 内 陸 部 で 経 済 条 件 が 中

位 水 準 で あ り ，農 業 を 主 要 産 業 と し て い る 農 村 地 域 を

対 象 に ，経 済 条 件 や 生 活 条 件 が 異 な る 3 か 所 の 農 村 地

域 を 取 り 上 げ て ，農 業 者 老 後 居 住 地 選 択 に 関 す る 意 向

調 査 を 行 い ，農 業 者 老 後 居 住 地 選 択 意 向 を 把 握 し ，そ

れ に 影 響 を 与 え て い る 要 因 を 数 量 的 分 析 (数 量 化 理 論

Ⅱ 類 )に よ り 明 ら か に す る 。  

ま た ，中 国 の 計 画 生 育 人 口 政 策 の 影 響 や 農 村 人 口 の
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移 動 ，特 に 農 村 若 年 労 働 力 の 都 市 移 動 に よ っ て ，農 村

就 農 者 の 高 齢 化 が 深 刻 化 す る 一 方 で ，国 民 に 対 す る 食

糧 供 給 の 源 に な る 農 業 に お い て も ，労 働 力 不 足 に よ る

農 産 品 生 産 量 が 減 少 す る 可 能 性 が あ る 。他 方 ，農 業 後

継 者 不 足 に よ っ て ，中 国 の 農 地 条 件 や 農 業 生 産 能 力 が

低 い 農 村 地 域 で は ， 就 農 者 は 世 帯 所 得 を 増 や す た め ，

多 く の 人 々 が 都 市 へ の 出 稼 ぎ な ど に よ り ，農 村 か ら 離

れ て し ま い ， 就 農 者 数 が 減 少 し て き た 。 そ の た め ， 農

村 労 働 力 不 足 が 進 む と ，農 村 ・ 農 業 生 産 の 維 持 や 国 民

に 対 す る 食 糧 の 安 定 的 供 給 に も マ イ ナ ス の 影 響 が 生

じ る 。 す な わ ち ， 中 国 農 村 に お い て は ， 農 業 後 継 者 の

確 保 は ，将 来 の 農 業 生 産 の 維 持 や 国 民 食 糧 の 安 定 供 給

に と っ て 重 要 な 課 題 と な っ て い る 。  

そ こ で ， 第 二 に ， 本 研 究 で は ， 第 5 章 に お い て ， 農

業 が 主 要 産 業 と な っ て い る 巴 彦 淖 尓 市 烏 拉 特 前 旗 先

鋒 鎮 を 取 り 上 げ て ，農 業 後 継 候 補 者 へ の 聞 き 取 り 調 査

を 実 施 し て ，農 業 後 継 者 を 確 保 す る う え で 必 要 と な る

生 産 ・ 生 活 条 件 の 改 善 水 準 を 数 量 的 に 考 察 す る 。  

な お ， 本 研 究 の 課 題 設 定 内 容 を 図 示 す る と ， 図 3－

1 の 通 り で あ る 。  
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図 3－ 1  課 題 設 定 の フ ロ ー チ ャ ー ト  

社 会 経 済 発 展 に 伴 う 農 村 か ら 都 市 へ の 人 口 移 動  

 

し 、  

メ リ ッ ト  デ メ リ ッ ト  

改 革 開 放 初 期 ，農 村 人

口 の 都 市 移 動 が 都 市 社

会 建 設 に 貢 献 し て い る 。

ま た ，農 村 過 剰 労 働 力 の

都 市 移 動 に よ り ，農 村 出

稼 ぎ 農 業 者 の 所 得 が あ

る 程 度 増 え た 。  

 

長 期 的 に 農 村 労 働

人 口 の 都 市 移 動 す る

こ と に よ っ て 、 農 村

の 過 疎 化 や 農 業 生 産

に 必 要 な 労 働 力 の 減

少 な ど の 社 会 問 題 が

発 生 し て い る 。  

 

( 第 4 章 ) 農 村 居 住 者 の 将 来 の

居 住 地 選 択 意 向 と そ れ に 影

響 し て い る 要 因 の 把 握  

 

( 第 5 章 ) 農 業 後 継 者 の 就

農 意 向 と そ れ に 影 響 し て

い る 要 因 の 把 握  

( 概 要 ) 中 国 内 陸 部 で 経

済 条 件 が 中 位 水 準 で あ

り ，農 業 を 主 要 産 業 と し

て い る 農 村 地 域 を 対 象

に ，経 済 条 件 や 生 活 条 件

が 異 な る 3 か 所 の 農 村

地 域 を 取 り 上 げ て ，農 業

者 老 後 居 住 地 選 択 に 関

す る 意 向 調 査 を 行 い ，農

業 者 老 後 居 住 地 選 択 意

向 を 把 握 し ，そ れ に 影 響

を 与 え て い る 要 因 を 明

ら か に す る 。  

 

( 概 要 ) 農 業 地 域 で あ る

巴 彦 淖 尓 市 烏 拉 特 前 旗

先 鋒 鎮 を 取 り 上 げ て ，

農 業 後 継 候 補 者 の 自 家

農 業 へ の 就 農 可 能 性 を

考 察 し ， 農 業 後 継 者 に

な る 可 能 性 が 高 い 後 継

者 候 補 タ イ プ を 検 討 す

る と と も に ， 農 業 後 継

者 を 確 保 す る た め に 必

要 な 生 活 ・ 生 産 条 件 の

改 善 水 準 を 検 討 す る 。  
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第 4 章  中 国 農 業 者 の 老 後 居 住 地 選 択 意 向

と そ の 要 因 に 関 す る 考 察       

－ 中 国 内 蒙 古 巴 彦 淖 尔 市 の 農 村 地 域 を 事 例 と し て －  

 

1 .は じ め に    

改 革 開 放 以 来 ，｢計 画 生 育 ｣政 策 の 影 響 や 国 民 の 平 均

寿 命 の 延 び に よ っ て ，中 国 社 会 の 中 で は 少 子 高 齢 化 が

進 ん で い る 。 中 国 の 統 計 に よ る と ， 2 0 0 4 年 に お い て

は ，中 国 の 6 0 歳 以 上 の 人 口 は 1 . 3 4 億 人 を 超 え ，全 国

7 0 %以 上 の 高 齢 者 は 農 村 地 域 に 暮 ら し て お り ， 中 国 農

村 地 域 人 口 の 高 齢 化 問 題 が 非 常 に 重 要 な 課 題 に な っ

て い る 。 そ の た め ， 近 年 ， 中 国 に お い て も ， 農 村 地 域

人 口 の 過 疎 化 や 農 村 人 口 の 都 市 部 へ の 移 動 が 農 村 地

域 の 高 齢 化 に 及 ぼ す 影 響 な ど に 関 す る 研 究 が み ら れ

る よ う に な っ た 。 刘 昌 平 ら [ 4 1 ] は 近 年 の 農 村 地 域 か ら

都 市 部 へ の 人 口 移 動 に よ っ て ，農 村 人 口 の 高 齢 化 が 加

速 し ，ま た 人 口 移 動 は 農 村 地 域 の 伝 統 的 な 養 老 保 障 機

能 を 弱 化 さ せ て き た め ，農 村 地 域 の 高 齢 化 の ピ ー ク が

来 る 前 に ，地 方 政 府 か ら 農 村 社 会 の 老 後 保 障 制 度 を 充

実 す る 必 要 が あ る と 指 摘 し た 。 王 澤 強 [ 4 2 ] は 社 会 の 工

業 化 や 都 市 化 を 推 進 し て い く 一 方 ，農 村 人 口 の 高 齢 化
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や 老 後 問 題 に 積 極 的 に 取 り 組 む 必 要 が あ り ，そ の た め

に は ，農 村 養 老 制 度 を 改 善 し ，新 た な 農 村 社 会 年 金 制

度 を 作 る べ き で あ る と 提 言 し た 。 ま た ， 楊 靳 [ 4 3 ] は 農

村 か ら 都 市 へ の あ る 程 度 の 人 口 移 動 に よ っ て 短 期 的

に は 農 村 の 貧 困 を 解 消 で き る が ，長 期 的 に は 大 量 の 都

市 へ の 人 口 移 動 に よ っ て ，農 村 の 過 疎 化 が 進 み ，逆 に

農 村 の 貧 困 化 が 一 層 深 刻 に な る と 指 摘 し て い る 。し か

し ，多 く の 先 行 研 究 は ，マ ク ロ 的 な 人 口 移 動 を 対 象 と

し て お り ，抽 象 的 な 議 論 が 多 く ，農 業 者 レ ベ ル で 老 後

居 住 地 選 択 意 向 と そ の 要 因 に 関 す る 分 析 を 試 み た 事

例 は ほ と ん ど み ら れ な い 。  

高 齢 化 が 深 刻 化 し て い る 農 村 地 域 で は ，高 齢 者 向 け

イ ン フ ラ 整 備 が 不 足 し て お り ，社 会 資 本 や 生 活 条 件 は

都 市 部 よ り も 遅 れ て い る 。こ の 現 状 に お い て は ，仕 事

か ら リ タ イ ア し た 後 ，都 市 へ 移 住 す る 農 業 者 も 多 数 い

る も の と 考 え ら れ る 。そ の た め ，農 業 者 の 老 後 に お け

る 居 住 地 選 択 意 向 と そ れ に 影 響 す る 要 因 の 把 握 は ，将

来 の 農 村 地 域 か ら 都 市 へ の 人 口 移 動 量 を 推 定 す る こ

と や ，老 後 も 農 村 地 域 に 住 み 続 け る 農 業 者 と 老 後 は 都

市 部 に 移 住 す る 農 業 者 に 対 し て ，そ れ ぞ れ 都 市 と 農 村

で 必 要 と な る 社 会 資 本 や 環 境 条 件 の 整 備 内 容 を 検 討

す る う え で ， 重 要 な 知 見 を 提 供 す る こ と に つ な が る 。 
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そ こ で ，本 章 で は ，中 国 内 陸 部 で 経 済 条 件 が 中 位 水

準 で あ り ，農 業 を 主 要 産 業 と し て い る 内 蒙 古 巴 彦 淖 尔

市 1 ) を 対 象 に ，経 済 条 件 や 生 活 条 件 が 異 な る 3 か 所 の

農 村 地 域 を 取 り 上 げ て ，農 業 者 老 後 居 住 地 選 択 に 関 す

る 意 向 調 査 を 行 い ，数 量 化 理 論 Ⅱ 類 を 用 い て ，老 後 居

住 地 選 択 意 向 を 把 握 し ，そ れ に 影 響 を 与 え て い る 要 因

を 明 ら か に す る 。  

 

2 .調 査 対 象 地 域 の 概 要  

調 査 対 象 地 域 は 内 蒙 古 西 部 巴 彦 淖 尔 市 の 先 鋒 鎮 ，新

華 鎮 ， 补 隆 淖 尔 鎮 の 3 つ の 鎮 で あ る (図 4－ 1 参 照 )。  

 

 

図 4－ 1  調 査 対 象 地 域 の 位 置 図  

     注 ： 巴 彦 淖 尓 市 の 資 料 を も と に 作 成  
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こ の う ち ，先 鋒 鎮 は 巴 彦 淖 尓 市 烏 拉 特 前 旗 の 東 部 に

位 置 し て お り ，枸 杞 栽 培 を 中 心 に 発 展 し て い る 農 業 地

域 で あ る 。 東 は 包 頭 市 ， 南 は 鄂 尓 多 斯 市 に 近 く ， 西 は

烏 拉 山 鎮 に 接 し ，北 に 京 蔵 高 速 道 路 と 1 1 0 国 道 が 走 り ，

総 面 積 は 6 7 0 . 3 7 k m 2 ， 総 人 口 は 約 4 . 2 万 人 で ， そ の う

ち 農 村 人 口 は 3 . 4 万 人 で あ る 。 な お ， 先 鋒 鎮 で は ， 枸

杞 栽 培 が 盛 ん な た め ， 比 較 的 農 業 者 の 所 得 が 高 く (聞

き 取 り 調 査 に よ る と 平 均 年 間 所 得 は ７ 万 元 /戸 程 度 )，

豊 か な 農 村 地 域 で あ る 。  

つ ぎ に ， 新 華 鎮 は 巴 彦 淖 尓 市 臨 河 区 ( 市 の 中 心 部 )

の 北 部 に 位 置 し て ，他 の 調 査 地 域 に 比 べ て 市 の 中 心 部

に 近 く ，巴 彦 淖 尓 市 内 で は 野 菜 の 栽 培 が 多 く 行 わ れ て

い る 地 域 で あ る 。 総 面 積 は 1 5 3 . 3 3  k m 2 ， 総 人 口 は 約

1 . 9 万 人 で ， そ の う ち 農 村 人 口 は 1 . 6 万 人 で あ る (聞

き 取 り 調 査 に よ る と 平 均 年 間 所 得 は 4 . 5 万 元 / 戸 程

度 )。  

最 後 に ，补 隆 淖 尔 鎮 (以 下 で は 补 隆 鎮 と 略 す )は 巴 彦

淖 尓 市 磴 口 県 の 西 南 部 に 位 置 し て お り ，西 は 砂 漠 に 接

し ， 総 面 積 は 7 0 . 7  k m 2 ， 総 人 口 は 約 8 . 6 千 人 の う ち ，

農 村 人 口 は 5 . 2 千 人 で あ る 。 こ の 地 域 は ， 3 つ の 調 査

地 域 の な か で ，比 較 的 土 地 条 件 が 悪 く ，農 業 生 産 条 件

が よ く な い 農 村 地 域 で あ る 。 聞 き 取 り 調 査 に よ る と ， 
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農 業 者 の 年 間 所 得 も 平 均 2 万 元 /戸 で 比 較 的 低 い 。  

以 上 3 か 所 調 査 地 域 の な か で ，総 じ て ，先 鋒 鎮 は 経

済 条 件 や 生 活 条 件 が 比 較 的 よ い 農 村 で あ る 。一 方 ，新

華 鎮 の 経 済 条 件 や 生 活 条 件 は 中 間 レ ベ ル で ，补 隆 淖 尔

鎮 の 経 済 条 件 や 生 活 条 件 は 相 対 的 に 悪 い 。ま た ，聞 き

取 り 調 査 結 果 に よ る と ， 3 地 域 と も 近 年 農 業 人 口 が 減

少 し つ つ あ り ， 就 農 者 は 4 5～ 6 0 歳 代 が ほ と ん ど で あ

る 。  

 

3 .調 査 方 法 及 び 調 査 内 容  

2 0 1 1 年 8 月 に 合 計 1 6 4 名 (先 鋒 鎮 5 4 名 ， 新 華 鎮 5 6

名 ， 补 隆 鎮 5 4 名 )の 農 業 者 ( 4 5～ 6 0 歳 )を 対 象 に ， 老

後 居 住 地 の 選 択 意 向 に 関 す る 聞 き 取 り 調 査 を 実 施 し

た 。ま た ，各 農 村 地 域 の 鎮 政 府 や 村 幹 部 へ の 聞 き 取 り

調 査 も 行 っ た 。こ の う ち ，農 業 者 の 老 後 居 住 地 の 選 択

意 向 に つ い て は ，老 後 に 希 望 す る 居 住 地 の ほ か に ，そ

の 選 択 に 影 響 を 与 え る と 考 え ら れ る 要 因 と し て ，個 人

的 要 因 ， 経 済 的 要 因 ， 都 市 や 農 村 に 対 す る 選 好 度 ， 人

間 関 係 的 要 因 ，等 を 想 定 し ，そ れ ら に 関 連 す る 質 問 項

目 も 設 定 し て 調 査 し た 。  
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4 .集 計 ・ 分 析 結 果 と 考 察   

( 1 )調 査 対 象 農 業 者 の ク ロ ス 集 計 結 果  

調 査 対 象 と し た 農 業 者 1 6 4 名 の 地 域 別 の 集 計 結 果

を 表 4－ 1 に 示 す 。 3 地 域 の 被 調 査 農 業 者 の 平 均 年 齢

は 5 1 . 6 歳 で ,そ の う ち 夫 婦 二 人 だ け の 農 村 居 住 農 業

者 は 8 2 . 3 %存 在 し て い る 。 先 鋒 鎮 の 三 人 家 族 以 上 の 農

業 者 割 合 は  2 7 . 8 %で ，新 華 鎮 と 补 隆 鎮 よ り は 比 較 的 多

い 。 全 体 的 に 見 る と ， 年 間 農 作 物 所 得 の 割 合 が 8 0 %以

上 の 農 業 者 割 合 は 5 4 . 3 %で ， 0 %～ 8 0 %未 満 の 農 業 者 割

合 4 5 . 7 %よ り も 比 較 的 に 多 い 。 さ ら に ， 先 鋒 鎮 の 農 業

者 の 5 9 . 3 %は 年 間 農 作 物 所 得 の 割 合 は 8 0 %以 上 で あ る 。

こ れ は ， 当 地 域 に お い て は ， 他 の 農 作 物 に 比 べ て ， 収

益 性 の 高 い 枸 杞 栽 培 が 盛 ん で あ る こ と が 関 係 し て い

る 。 一 方 ， 聞 き 取 り 調 査 に よ る と ， 新 華 鎮 は 野 菜 栽 培

が 多 く 行 わ れ て い る 以 外 に ，放 牧 可 能 地 が 比 較 的 多 く ，

家 畜 を 飼 う 条 件 に 比 較 的 恵 ま れ て い る た め ，新 華 鎮 の

農 業 者 は 家 畜 を 飼 う 場 合 が 多 く み ら れ る 。补 隆 鎮 で は

土 地 条 件 や 農 業 生 産 条 件 が 比 較 的 悪 い た め ，農 業 に 関

係 す る 所 得 も 比 較 的 低 い 。 ま た ， 3 地 域 と も 兼 業 や 出

稼 ぎ を 行 っ て い る 農 業 者 が 存 在 し て い る が ，そ れ ら は

農 村 で の 生 活 を 支 え る 程 度 の も の で あ る 。「 い ま の 農

村 生 活 の 評 価 」 に つ い て み る と ， 先 鋒 鎮 の 農 業 者 の  
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表 4－ 1 調 査 対 象 と し た 3 地 域 に 関 す る 調 査 主 要 項 目

の 集 計 結 果  
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表 4－ 1  調 査 対 象 と し た 3 地 域 に 関 す る 調 査 主 要 項 目 の

集 計 結 果 (続 き )  
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評 価 が 比 較 的 高 い 。一 方 ，「 都 市 生 活 に 対 す る 興 味 度 」

に お い て は ， 3 地 域 の な か で は 补 隆 鎮 で 「 非 常 に 興 味

が あ る 」 農 業 者 割 合 が 高 い が ， こ れ は ， 経 済 条 件 や 生

活 条 件 が 比 較 的 悪 い 补 隆 鎮 の 農 業 者 は ，利 便 性 が 良 い

都 市 で 生 活 し た い 気 持 ち を 持 っ て い る た め で あ る と

理 解 で き る 。「 貯 金 水 準 」 に 関 し て は ，「 老 後 ， 普 通 以

上 の 生 活 が で き る 程 度 」 の 貯 金 を し て い る 農 業 者 は 3

地 域 全 体 で 3 9 . 0 %を 占 め て い る が ， 先 鋒 鎮 の 農 業 者 は

5 1 . 9 %で 最 も 高 い 。 こ れ は ， 先 鋒 鎮 で は 収 益 性 が 比 較

的 よ い 枸 杞 栽 培 が 多 く 行 わ れ て い る た め で あ る 。「 子

供 の 居 住 地 と 職 業 」 に つ い て は ，「 子 供 が 都 市 に 住 ん

で お り ， か つ 安 定 的 な 職 業 に 従 事 し て い る 」 項 目 に ，

3 地 域 の な か で 経 済 条 件 が 中 位 水 準 の 新 華 鎮 で 4 8 . 2 %

の 農 業 者 が 該 当 し て い る 。聞 き 取 り 調 査 に よ る と ，先

鋒 鎮 は 経 済 条 件 や 生 活 条 件 が 比 較 的 よ い た め ，子 供 が

経 済 的 に 親 に 依 存 す る こ と が 多 く ， 自 立 性 が 乏 し い 。

一 方 ，経 済 条 件 が 比 較 的 厳 し い 补 隆 鎮 の 農 業 者 は 自 分

の 日 常 生 活 を 維 持 す る こ と 以 外 の 余 裕 が あ ま り な い

た め ，こ の 両 地 域 で は 上 記 項 目 に 該 当 す る 農 業 者 割 合

が 低 か っ た も の と 考 え ら れ る 。  

 



52 

 

 

( 2 )老 後 居 住 地 の 選 択 意 向 と そ の 影 響 要 因 に 関 す る 分 析  

 こ こ で は ，農 村 に 住 み 続 け る 意 向 を も つ 農 業 者 の 属

性 ・ 特 徴 と ， 都 市 に 移 住 す る 意 向 を も つ 農 業 者 の 属

性 ・ 特 徴 を 明 ら か に す る た め に ，老 後 居 住 地 の 選 択 意

向 (老 後 も 農 村 に 住 み 続 け る か ， あ る い は 老 後 は 都 市

に 移 住 す る か )を 被 説 明 要 因 と す る 数 量 化 理 論 Ⅱ 類 に

よ る 分 析 を 行 っ た 。説 明 要 因 は ，① 在 住 地 域 ，② 年 齢 ,

③ 性 別 ,④ 同 居 家 族 人 数 ， ⑤ 年 間 農 作 物 所 得 割 合 ， ⑥

家 畜 所 得 割 合 ，⑦ 兼 業 所 得 割 合 ，⑧ 出 稼 ぎ 所 得 割 合 の

有 無 ，⑨ い ま の 農 村 生 活 の 評 価 ，⑩ 都 市 生 活 に 対 す る

興 味 度 ， ⑪ 健 康 状 態 ， ⑫ 貯 金 水 準 ， ⑬ 子 供 の 居 住 地 と

職 業 ，⑭ 農 村 地 域 内 の 親 戚 人 数 ，⑮ 農 村 地 域 内 の 仲 間

人 数 ， ⑯ 農 村 地 域 内 の 人 と の 付 き 合 い の 1 6 要 因 を 設

定 す る 。 表 4－ 2 に は ， 数 量 化 理 論 Ⅱ 類 の 計 測 に 用 い

た 1 6 4 名 の 農 業 者 の 老 後 居 住 地 選 択 意 向 に 関 す る 計

測 結 果 を 示 し て い る 。老 後 農 村 に 住 み 続 け る 意 向 が あ

る 農 業 者 は 第 一 群 ，老 後 都 市 に 移 住 す る 意 向 が あ る 農

業 者 は 第 二 群 で あ る 。以 下 ，重 要 な 諸 点 に つ い て 指 摘

し て い く 。  
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表 4－ 2  老 後 居 住 地 選 択 意 向 に 関 す る 数 量 化 理 論 Ⅱ 類 の

計 測 結 果  
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表 4－ 2  老 後 居 住 地 選 択 意 向 に 関 す る 数 量 化 理 論 Ⅱ 類 の

計 測 結 果 (続 き )  

 

注 1 )説 明 要 因 の 番 号 は 意 向 調 査 票 の 調 査 項 目 の 番 号 に 対

応 し て い る た め ， 連 続 し た 数 値 と は な っ て い な い 。  

2 ) * * *は 有 意 水 準 1 %， * *は 有 意 水 準 5 %， *は 有 意 水 準

1 0 %で 統 計 的 に 有 意 で あ る 2 ）。  
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≪ 1≫ ま ず ， 在 住 地 域 ( X 1 )と 老 後 居 住 地 の 選 択 意 向

と の 間 に は 対 応 関 係 が あ る 。三 つ の 地 域 の な か で ，补  

隆 鎮 や 新 華 鎮 に 比 べ て ，先 鋒 鎮 の 農 業 者 は ，相 対 的 に

農 村 に 住 み 続 け る 意 向 が 強 い 。一 方 ，补 隆 鎮 と 新 華 鎮

の 農 業 者 は ，比 較 的 都 市 に 移 住 す る 意 向 が 強 い 。先 鋒

鎮 は ，补 隆 鎮 や 新 華 鎮 よ り も 相 対 的 に 経 済 条 件 や 生 活

条 件 が よ い 農 村 地 域 で あ り ，巴 彦 淖 尓 市 内 中 心 部 と 離

れ て い る が ，農 村 で の 社 会 資 本 や 生 活 条 件 も 比 較 的 充

実 し て い る 。 そ の た め ， 先 鋒 鎮 の 農 業 者 は 老 後 ， 都 市

に 移 住 す る よ り も ，農 村 に 住 み 続 け る 意 向 が 比 較 的 強

い 傾 向 が 表 わ れ て い る 。 一 方 ， 先 鋒 鎮 と 比 べ て ， 経 済

条 件 や 生 活 条 件 が あ ま り よ く な い 补 隆 鎮 と 新 華 鎮 で

は ，社 会 資 本 は あ ま り 充 実 し て い な い の が 現 状 で あ る 。

そ の た め ，补 隆 鎮 と 新 華 鎮 の 農 業 者 は ，比 較 的 生 活 条

件 が よ く ，社 会 資 本 も 充 実 し て い る 都 市 に 移 住 す る 意

向 が 比 較 的 強 い 。  

≪ 2≫ 性 別 ( X 3 )に つ い て は ，有 意 水 準 1 0 %で 統 計 的 に

有 意 性 が あ る と 認 め ら れ た 2 ）。男 性 は 都 市 に 移 住 し よ

う と す る 意 向 が 女 性 に 比 べ て 相 対 的 に 強 い 。 こ れ は ，

農 作 業 や 社 会 活 動 に よ く 参 加 す る 男 性 は ，家 庭 内 労 働

を 中 心 に 行 っ て い る 女 性 よ り も 社 会 と 接 す る 機 会 が

多 く ， 経 済 力 が 大 き い た め ， 女 性 よ り 男 性 の ほ う が ，
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都 市 に 移 住 す る 意 向 が 強 い 結 果 に な っ た も の と 考 え

ら れ る 。 一 方 ， 女 性 は ， リ ス ク を 好 ま な い 傾 向 が 強 い

た め ，農 村 に 住 み 続 け る 意 向 が あ る も の と 推 測 さ れ る 。 

  ≪ 3≫ 他 方 ，兼 業 所 得 割 合 ( X 1 0 )は ，老 後 居 住 地 の 選

択 意 向 と の 間 に 統 計 的 に 有 意 な 相 関 関 係 が 認 め ら れ

た 。兼 業 所 得 割 合 が 高 い 農 業 者 ほ ど ，農 業 以 外 の 他 産

業 に 就 業 す る 機 会 が 多 い た め ，農 業 だ け に 従 事 し て い

る 農 業 者 よ り も ，都 市 と の つ な が り が 比 較 的 強 い 。し

た が っ て ，兼 業 所 得 割 合 が 高 い 農 業 者 ほ ど ，比 較 的 農

村 を 離 れ や す く ，老 後 に な る と 都 市 に 移 住 す る 意 向 が

強 く な る も の と 推 測 で き る 。た だ し ，出 稼 ぎ 所 得 の 有

無 ( X 1 1 )は ， 老 後 居 住 地 の 選 択 意 向 に あ ま り 影 響 を 与

え て い な い 。聞 き 取 り 調 査 に よ る と ，出 稼 ぎ 時 の 生 活

水 準 は 農 村 で の 生 活 水 準 よ り も 低 い た め ，こ の よ う な

結 果 に な っ た も の と 考 え ら れ る 。  

≪ 4≫ い ま の 農 村 生 活 の 評 価 ( X 1 5 )は ， 老 後 居 住 地 の

選 択 意 向 に 影 響 を 与 え て い る こ と が 確 認 で き た 。農 村

生 活 が 好 き な 人 ほ ど ，老 後 農 村 に 住 み 続 け る 意 向 が 強

い 。  

≪ 5≫ 都 市 生 活 に 対 す る 興 味 度 ( X 1 7 )と 老 後 居 住 地

の 選 択 意 向 と の 間 に も 相 関 関 係 が 認 め ら れ る 。都 市 の

生 活 に 興 味 が あ れ ば ，老 後 は 都 市 に 移 住 す る 意 向 が 強
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く ，逆 に 都 市 の 生 活 に 興 味 が な け れ ば ，老 後 は 農 村 に

住 み 続 け る 意 向 が 強 い 。  

≪ 6≫ 健 康 状 態 ( X 1 8 )は ， 有 意 水 準 1 0 %で 統 計 的 に 有

意 性 が 認 め ら れ ，老 後 居 住 地 の 選 択 意 向 に 影 響 を 与 え

て い る 。健 康 状 態 が よ く な い 農 業 者 は ，老 後 も 農 村 に

住 み 続 け よ う と す る 意 向 が 強 い 。  

≪ 7≫  貯 金 水 準 ( X 1 9 )も ， 老 後 居 住 地 の 選 択 意 向 に

影 響 を 与 え て い る 。都 市 に 移 住 す る と ，農 村 に 住 む 場

合 よ り も 生 活 費 が か か る た め ，貯 金 が あ る 農 業 者 で な

け れ ば 都 市 に 移 住 し に く い 。し た が っ て ，貯 金 が な い

農 業 者 で あ れ ば ，都 市 に 移 住 し た く て も ，経 済 的 に 困

難 で あ る た め ，農 村 に 住 み 続 け る こ と し か で き な い 実

情 が 表 わ れ た も の と い え る 。  

≪ 8≫ 子 供 の 居 住 地 と 職 業 ( X 2 0 )に つ い て は ， 都 市 で

安 定 し た 職 業 に 従 事 し て い る 子 供 の 有 無 は ，農 業 者 老

後 居 住 地 の 選 択 に 影 響 し て い る 。農 業 者 の 子 供 が 都 市

で ， 安 定 的 な 仕 事 に 従 事 し て い れ ば ， 老 後 に な る と ，

都 市 に 移 住 し て ，子 供 の 近 く で 生 活 す る 意 向 が あ る も

の と 理 解 で き る 。  

≪ 9≫ 農 村 地 域 内 の 親 戚 人 数 ( X 2 2 )は ， 農 業 者 老 後 居

住 地 の 選 択 に あ ま り 影 響 を 与 え て い な い が ，農 村 地 域

内 の 仲 間 人 数 ( X 2 3 )は ， 農 業 者 老 後 居 住 地 の 選 択 に 大
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き な 影 響 を 与 え て い る ，と い う 異 な る 結 果 が 得 ら れ た 。

農 村 地 域 内 の 親 戚 は ，家 族 の 用 事 や 大 家 族 内 の 行 事 以

外 に は ， 普 段 か ら 付 き 合 う こ と が 多 く な い 。 ま た ， 家

族 内 の ト ラ ブ ル な ど で ，煩 わ し い 部 分 が あ り ，老 後 農

村 生 活 の 支 え に な ら な い た め ，親 戚 人 数 の 多 少 は 老 後

居 住 地 の 選 択 意 向 に あ ま り 影 響 を 与 え て い な い も の

と 考 え ら れ る 。 一 方 ， 農 村 地 域 内 の 仲 間 は ， 親 戚 よ り

も 日 ご ろ か ら 互 い に 仲 良 く 暮 ら し て お り ，日 常 生 活 の

頼 り に も な る 。そ の た め ，農 村 地 域 内 の 仲 間 が 多 い 農

業 者 は ，老 後 農 村 に 住 み 続 け る 傾 向 が あ る と 考 え ら れ

る 。  

≪ 1 0≫ 農 村 地 域 内 の 人 と の 付 き 合 い ( X 2 5 )は 老 後 居

住 地 の 選 択 意 向 に 重 要 な 影 響 を 与 え て い る 。す な わ ち ，

人 と の 付 き 合 い 状 況 が よ け れ ば ，農 村 に 住 み 続 農 村 に

住 み 続 け る 意 向 が あ る 。他 方 ，人 と の 付 き 合 い 状 況 が

よ く な け れ ば ， 都 市 に 移 住 す る 傾 向 が わ か る 。  

以 上 の 結 果 を ま と め る と ，老 後 の 居 住 地 選 択 意 向 に

影 響 を 与 え る 要 因 は ，大 別 す る と ① 経 済 的 要 因 ，② 個

人 的 ・ 家 族 的 要 因 ， ③ 人 間 関 係 的 要 因 ， ④ 都 市 ・ 農 村

に 対 す る 選 好 度 に 整 理 で き る 。ま ず ，① 経 済 的 要 因 に

は 貯 金 水 準 ( X 1 9 )が 該 当 す る 。 つ ぎ に ， ② 個 人 的 ・ 家

族 的 要 因 に つ い て は ， 性 別 ( X 3 )， 兼 業 所 得 割 合 ( X 1 0 )，
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健 康 状 態 ( X 1 8 ) ,子 供 の 居 住 地 と 職 業 ( X 2 0 )が 該 当 す る 。

一 方 ，③ 人 間 関 係 的 要 因 と し て は ，農 村 地 域 内 の 仲 間

の 人 数 ( X 2 3 )と 農 村 地 域 内 の 人 と の 付 き 合 い ( X 2 5 )が 該

当 す る 。 最 後 に ， ④ 都 市 ・ 農 村 に 対 す る 選 好 度 に は ，

い ま の 農 村 生 活 の 評 価 ( X 1 5 )と 都 市 生 活 に 対 す る 興 味

度 ( X 1 7 )が 該 当 す る 。  

 

( 3 )老 後 農 村 に 住 み 続 け る 意 向 が あ る 農 業 者 の 分 析  

 被 調 査 農 業 者 1 6 4 名 の う ち ，老 後 農 村 に 住 み 続 け る

意 向 が あ る 農 業 者 は 9 1 名 ほ ど 存 在 し て い る が ， そ の

な か に も 消 極 的 な 意 味 合 い で 農 村 を 選 択 し た 農 業 者

が 3 3 名 ほ ど み ら れ た 。 そ こ で つ ぎ に ， 老 後 農 村 に 住

み 続 け る 意 向 が あ る 農 業 者 だ け を 分 析 対 象 と し て ，農

村 居 住 の 積 極 性 ・ 消 極 性 を 被 説 明 要 因 と し て ，数 量 化

理 論 Ⅱ 類 に よ り ，老 後 の 農 村 居 住 の 積 極 性 ・ 消 極 性 に

影 響 を 与 え て い る 要 因 を 分 析 し た 。な お ，そ の 説 明 要

因 に つ い て は ，他 の ア ン ケ ー ト 調 査 項 目 と の ク ロ ス 集

計 結 果 や ，分 析 に 取 り 入 れ た 場 合 の 偏 相 関 係 数 値 に 基

づ い て ， い ま の 農 村 生 活 の 評 価 ( X 1 5 )と 農 村 に 住 み 続

け る 重 要 な 理 由 ( X 2 6 )を 最 終 的 に 採 用 し た 。  

表 4－ 3 に ， そ の 計 測 結 果 を 示 し て い る 。 消 極 的 に

老 後 農 村 に 住 み 続 け る 意 向 が あ る 農 業 者 は 第 一 群 ，積
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極 的 に 老 後 農 村 に 住 み 続 け る 意 向 が あ る 農 業 者 は 第

二 群 で あ る 。 相 関 比 は 0 . 8 8 5 1 で あ り ， こ の 計 測 式 の

説 明 力 は 良 好 で あ る 。  

 

表 4－ 3  老 後 も 農 村 居 住 意 向 が あ る 農 業 者 の 積 極 性 ・ 消

極 性 に 影 響 を 与 え る 要 因 の 数 量 化 理 論 Ⅱ 類 に よ

る 計 測 結 果  

 

注 :  * * *は 有 意 水 準 1 %で 統 計 的 に 有 意 で あ る 。  

 

表 4－ 3 に 示 す 通 り ， い ま の 農 村 生 活 の 評 価 ( X 1 5 )に

関 し て は ，農 村 生 活 が 好 き な 農 業 者 ほ ど 積 極 的 味 合 い
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で 農 村 に 住 み 続 け る 意 向 が 強 い こ と が 認 め ら れ る 。一

方 ， 農 村 に 住 み 続 け る 重 要 な 理 由 ( X 2 6 )に つ い て は ，

静 か な 生 活 環 境 が 好 き ( X 2 6 - 2 )を 選 択 し た 農 業 者 は ，積

極 的 意 味 合 い で 農 村 に 住 み 続 け る 意 向 が あ る 。 ま た ，

頼 り た い 子 供 が 農 村 で 同 居 し て い る ( X 2 6 - 3 ) こ と を 選

択 し た 農 業 者 も 積 極 的 に 農 村 に 住 み 続 け る 意 向 が 強

い 。こ れ は ，日 ご ろ か ら 自 分 の 生 活 を 支 え て く れ る 子

供 が 農 村 に い る と ，生 活 に 慣 れ て い る 農 村 に そ の ま ま

安 心 し て 住 み や す い た め で あ る と 考 え ら れ る 。  

一 方 ，農 村 で の 人 間 関 係 が よ く ，人 と 付 き 合 い や す

い ( X 2 6 - 5 )こ と を 理 由 に 選 択 し た 農 業 者 も ，老 後 積 極 的

に 農 村 に 住 み 続 け る 意 向 が 強 い 。そ れ は ，老 後 に な る

と 一 層 周 囲 の 人 々 と の 助 け 合 い が 重 要 に な る た め で

あ る と 考 え ら れ る 。  

他 方 ， 農 村 に 住 み 続 け る 重 要 な 理 由 ( X 2 6 )の な か で ，

食 糧 品 は 自 給 自 足 で き る ( X 2 6 - 1 )と ，移 住 し た い が お 金

が な い ( X 2 6 - 4 )を 選 択 し た 農 業 者 は ，消 極 的 な 意 味 合 い

で 農 村 居 住 を 選 択 す る 傾 向 が み ら れ る 。こ れ ら の 要 因

は ，い ず れ も 経 済 的 要 因 と し て 理 解 で き る 。す な わ ち ，

自 給 自 足 に つ い て も ，都 市 に 移 住 す る と 食 糧 品 の 自 給

自 足 が で き ず ，生 活 費 が よ り 多 く 必 要 と な る た め ，経

済 的 に お 金 が な い 農 業 者 は ，本 来 都 市 に 移 住 し よ う と
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思 っ て も ， 農 村 に 住 み 続 け ざ る を え な い か ら で あ る 。 

以 上 の こ と か ら ，積 極 的 な 農 村 居 住 に は ，農 村 の 静

か な 生 活 環 境 ，良 好 な 人 間 関 係 や 頼 り た い 子 供 の 農 村

居 住 が 関 わ っ て い る こ と ，消 極 的 な 農 村 居 住 に は ，農

業 者 の 経 済 的 要 因 が 関 係 し て い る こ と が 指 摘 で き る 。

こ の 経 済 的 要 因 は , 具 体 的 に は ,食 糧 品 の 自 給 自 足 が

可 能 な こ と ,移 住 資 金 不 足 が 指 摘 で き る 。 ま た ， 農 村

生 活 に 対 す る 選 好 度 も 農 村 居 住 の 積 極 性・消 極 性 に 影

響 を 与 え て い る 。  

 

5 .お わ り に  

本 章 で は ,内 蒙 古 巴 彦 淖 尔 市 で 経 済 条 件 や 生 活 条 件

が 異 な る 3 か 所 の 農 村 を 取 り 上 げ て ，農 業 者 1 6 4 名 の

老 後 居 住 地 選 択 に 関 す る 意 向 調 査 に 基 づ き ，老 後 居 住

地 選 択 意 向 と そ れ に 影 響 を 与 え て い る 要 因 を 数 量 的

に 分 析 し た 。 そ の 結 果 ,経 済 的 要 因 ,  個 人 的 ・ 家 族 的

要 因 ，人 間 関 係 的 要 因 お よ び 都 市 ・ 農 村 に 対 す る 選 好

度 が 農 業 者 の 老 後 居 住 地 の 選 択 意 向 に 影 響 し て い る

こ と や ,老 後 も 農 村 に 住 み 続 け る 意 向 が あ る 農 業 者 の

な か に も ,積 極 的 な 農 村 居 住 す る 農 業 者 と 消 極 的 の 意

味 合 い で 農 村 に 住 み 続 け る 農 業 者 が 存 在 し て い る こ

と 等 が 明 ら か に な っ た 。  
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と こ ろ で , 被 調 査 農 業 者 の う ち ,積 極 的 に 都 市 に 移

住 す る 意 向 が あ る 農 業 者 は 約 4 3 %を 占 め て い る 。 そ の

た め ,将 来 的 に は 農 村 か ら 都 市 へ と 一 層 人 口 流 出 が 進

む こ と に よ り ,都 市 の 社 会 資 本 や 生 活 環 境 な ど に 負 荷

が か か る こ と が 予 想 さ れ る 。 し た が っ て ,老 後 は 都 市

に 移 住 す る 意 向 が あ る 農 業 者 に 対 し て ，安 心 で 安 定 的

な 都 市 生 活 を 実 現 す る た め ，都 市 に 利 便 性 の 高 い 介 護

福 祉 施 設 や 住 宅 環 境 ，公 共 交 通 を 整 備 す る 必 要 が あ る 。

他 方 , 都 市 へ の 人 口 流 出 が 増 加 す れ ば , 将 来 的 に は 農

村 地 域 内 で の 仲 間 人 数 は 減 少 す る こ と が 予 想 さ れ る 。

ま た , 調 査 対 象 農 村 地 域 に お い て も , 社 会 資 本 の 整 備

水 準 や 生 活 条 件 は ，平 均 的 み る と あ ま り よ く な い の が

現 状 で あ る 。 し た が っ て ,老 後 も 農 村 に 住 み 続 け る 農

業 者 が 農 村 に 住 み や す く な る た め に は ，経 済 的 に 農 村

生 活 が 豊 か に な る 一 方 ，精 神 的 に も 農 村 で 安 心 し て 暮

ら す こ と が で き る よ う な 環 境 条 件 が 必 要 に な る が ,そ

の た め に は ，農 村 地 域 内 の 人 間 関 係 も 重 視 す る 必 要 が

あ る 。  

な お ，本 章 で は 現 在 農 村 に 居 住 し て い る 農 業 者 に 限

定 し て 分 析 を 行 っ た 。た だ し ，老 後 居 住 地 選 択 要 因 の

分 析 は ，既 に 都 市 に 移 住 し た 元 農 村 居 住 者 も 対 象 と す

る こ と で ，被 調 査 者 の 意 向 と そ の 要 因 を よ り 適 切 に 捉
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え る こ と が で き る 。そ の た め ，今 後 は 都 市 に 移 住 し た

元 農 村 居 住 者 も 含 め て 分 析 す る こ と が 課 題 に な る 。      
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注  

1 )著 者 は 巴 彦 淖 尓 市 に お い て ，こ れ ま で 3 回 調 査 活

動 を 行 っ た 経 験 が あ り ，比 較 的 当 地 域 の 立 地 条 件

な ど を 把 握 し て い る こ と も 巴 彦 淖 尓 市 を 選 択 し

た 理 由 の 一 つ で あ る 。  

2 )説 明 要 因 の 統 計 的 有 意 性 の 検 討 は ，各 サ ン プ ル に

付 与 さ れ る 判 別 ス コ ア と カ テ ゴ リ － ス コ ア の 偏

相 関 係 数 値 を ｔ 検 定 に か け る こ と に よ り 行 っ た 。

こ れ は ，以 下 の 統 計 的 有 意 性 の 検 討 に つ い て も 同

様 で あ る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



66 

 

 

第 5 章  中 国 内 蒙 古 に お け る 農 業 後 継 者 の

就 農 意 向 と 就 農 影 響 要 因 に 関 す る

考 察  ― 多 変 量 解 析 法 の 適 用 ―  

 

1． は じ め に  

中 国 で は ， 1 9 8 0 年 代 か ら 市 場 経 済 を 導 入 し た 改 革

開 放 政 策 が 実 施 さ れ て き た 。 そ の 結 果 ， 農 業 ・ 農 村 に

お け る 経 済 体 制 の 改 革 が 進 展 し ，急 速 に 労 働 生 産 性 が

高 ま り ，農 業 生 産 ，農 民 生 活 に も 大 き な 転 換 を も た ら

し た 。そ の 一 方 ，農 村 の 労 働 力 の 過 剰 が 顕 在 化 し て き

た 。農 村 部 の 非 農 業 を 発 展 さ せ る た め に 創 設 さ れ た 郷

鎮 企 業 は ，農 村 過 剰 労 働 力 を 吸 収 す る 主 な 受 け 皿 と な

っ て ，農 村 過 剰 労 働 力 の 農 業 以 外 の 産 業 へ の 移 転 に チ

ャ ン ス を 提 供 し た 。 し か し ， 1 9 9 0 年 代 以 降 ， 市 場 競

争 の 激 化 に よ り 郷 鎮 企 業 の 雇 用 能 力 が 年 々 低 下 し て

き た 。さ ら に ，農 村 部 と 都 市 部 の 所 得 格 差 拡 大 な ど の

原 因 に よ り ，農 村 部 か ら ，特 に 若 い 農 業 従 事 者 の 出 稼

ぎ や 農 村 か ら 都 市 へ の 労 働 力 の 移 動 が 活 発 化 し て き

た 。 2 0 0 2 年 に お い て は ， 全 国 農 林 牧 漁 業 従 事 者 の う

ち ，1 6～ 1 9 歳 層 は 全 体 の 3 . 5 %，2 0～ 3 4 歳 層 が 3 2 . 4 %，

3 5～ 5 9 歳 層 は 5 6 . 1 %， 6 0 歳 以 上 層 が 全 体 の 7 . 9 %と な
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っ て お り ，農 林 牧 漁 業 従 事 者 に 占 め る 若 年 層 の 割 合 は

ま だ 比 較 的 高 か っ た が ， 2 0 0 8 年 に な る と ， 1 6～ 1 9 歳

層 が 2 . 6％ ， 2 0～ 3 4 歳 層 が 2 1 . 6％ に ま で 減 少 す る 一

方 ， 3 5～ 5 9 歳 層 の 占 め る 割 合 は 6 2 . 9 %ま で 増 え ， 6 0

歳 以 上 層 の 割 合 も 全 体 の 1 2 . 8％ ま で 増 加 し て き た 。  

以 上 の よ う に ，現 在 ，中 国 に お い て も 農 業 後 継 者 不

足 が 深 刻 な 問 題 に な り つ つ あ る 。宋 斌 文 [ 4 4 ] に よ る と ，

2 0 1 0 年 の 農 村 地 域 に お け る 6 0 歳 以 上 の 高 齢 者 の 比 率

は 1 7 . 5 %に 上 り ，さ ら に 2 0 2 0 年 に な る と 2 4 . 5 %に ま で

増 加 す る と 予 測 さ れ て い る 。一 人 っ 子 政 策 の 影 響 ，農

業 就 農 者 の 高 齢 化 の 深 刻 化 お よ び 若 年 労 働 者 の 流 出

に よ っ て ，農 村 の 農 業 就 農 者 が 過 剰 の 時 代 か ら 不 足 の

時 代 へ と 急 激 に 転 換 し つ つ あ る 。今 後 ，農 村 労 働 力 不

足 が 進 む と ，農 産 物 産 地 の 維 持 に も マ イ ナ ス の 影 響 が

生 じ る 。 し た が っ て ， 中 国 農 村 部 に お い て は ， 今 後 と

も 地 域 を 支 え る 主 要 産 業 で あ る 農 業 の 発 展 に と っ て

原 動 力 に な る 農 業 後 継 者 の 確 保 は ，将 来 の 地 域 農 業 の

発 展 に と っ て 重 要 な 課 題 で あ る 。  

近 年 ，中 国 に お い て も ，農 業 人 口 の 高 齢 化 や 農 業 人

口 の 確 保 に 関 す る 研 究 が み ら れ る よ う に な っ た 。高 建

勛 [ 4 5 ] は 中 国 改 革 以 来 の 統 計 デ ー タ を 利 用 し て ， 農 村

労 働 力 流 出 が 農 村 社 会 経 済 に 悪 影 響 を 与 え る こ と を
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指 摘 す る と と も に ， 農 業 労 働 力 流 出 対 策 を 提 言 し た 。

ま た ， 李 宗 才 [ 4 6 ] は 中 国 農 村 労 働 力 の 高 齢 化 が 農 業 の

持 続 的 発 展 や 国 民 経 済 の 発 展 を 制 約 す る た め ，農 民 の

資 質 を 高 め る と 同 時 に ，農 業 後 継 者 の 育 成 が 必 要 で あ

る と 指 摘 し て い る 。 一 方 ， 張 慧 芳 [ 4 7 ] は ， 農 村 労 働 力

の 流 出 を 解 決 す る た め に は 農 村 基 本 施 設 の 改 善 や 農

業 就 農 環 境 の 改 善 お よ び 農 村 農 業 基 本 教 育 の 普 及 を

通 じ た 農 村 人 材 育 成 施 策 を 提 言 し た 。し か し ，こ れ ま

で の 多 く の 先 行 研 究 は ，抽 象 的 な 議 論 が 多 く ，農 業 後

継 者 問 題 を 数 量 的 に 把 握・処 理 す る 取 り 組 み が 不 十 分

で あ り ，農 業 後 継 者 の 属 性 と 関 連 さ せ て ，農 業 後 継 者

確 保 に 関 す る 具 体 的 な 要 因 分 析 ま で 行 っ て い る 事 例

は み ら れ な い 。  

こ う し た 中 国 農 村 地 域 の 農 業 後 継 者 不 足 問 題 は ，農

業 が 主 要 産 業 と な っ て い る 地 域 で さ え 例 外 で は な い 。

そ こ で ，本 章 で は ，枸 杞 栽 培 を 中 心 に 発 展 し て い る 農

業 地 域 で あ る 巴 彦 淖 尓 市 烏 拉 特 前 旗 先 鋒 鎮 を 取 り 上

げ て ，農 業 後 継 候 補 者 へ の 聞 き 取 り 調 査 を 実 施 し ，具

体 的 に 農 業 後 継 候 補 者 の 自 家 農 業 へ の 就 農 の 可 能 性

や 就 農 可 能 性 に 影 響 を 与 え る 要 因 の 要 因 値 改 善 と 就

農 可 能 性 向 上 と の 関 連 を 多 変 量 解 析 法 を 用 い て 考 察

す る 。  
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2 .調 査 対 象 地 域 の 概 要  

調 査 地 域 は 内 蒙 古 自 治 区 西 部 地 域 巴 彦 淖 尓 市 の 東

部 に 位 置 す る 烏 拉 特 前 旗 先 鋒 鎮 で あ る (図 5－ 1 参 照 )。

東 は 包 頭 市 ，南 は オ ル ド ス 市 に 近 く ，西 は 烏 拉 山 鎮 に

接 し ，北 に 京 蔵 高 速 道 路 と 1 1 0 国 道 が 走 り ，総 面 積 は

6 7 0 . 3 7 k m 2 ， 総 人 口 は 4 . 2 万 人 あ ま り で ， そ の う ち 農

村 人 口 は 3 . 4 万 人 で あ る 。  

 

 

図 5－ 1  調 査 地 域 の 概 略 地 図  

注 ： 巴 彦 淖 尓 市 の 資 料 を も と に 作 成  
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総 耕 地 面 積 2 3 . 9 5 万 ム ー の う ち ， 5 . 3 5 万 ム ー で 枸 杞

を 栽 培 し て い る 。農 業 が 主 要 産 業 で あ る 一 方 ，農 業 後

継 者 は 減 少 し て お り ，そ の 程 度 は 深 刻 化 し て い る 。毎

年 ７ 月 か ら ８ 月 に か け て ，枸 杞 収 穫 期 に は 労 働 力 が 不

足 す る た め ， 安 徽 省 ， 四 川 省 ， 山 西 省 ， 寧 夏 回 族 自 治

区 な ど の 地 域 か ら 多 数 の 農 民 工 が 枸 杞 採 取 の 仕 事 に

雇 わ れ て く る 。 2 0 1 0 年 も 2 . 5 万 人 程 度 の 外 地 農 民 工

が 枸 杞 収 穫 の た め に 雇 用 さ れ た 。短 期 的 に は 農 民 工 の

雇 用 に よ り ，収 穫 時 期 の 労 働 力 不 足 問 題 を 一 時 的 に 解

消 で き る が ，長 期 的 に は ，外 地 農 民 工 の 雇 用 も 困 難 化

し つ つ あ る た め ，農 業 後 継 者 不 足 が 一 層 深 刻 に な る と

予 想 さ れ る 。 農 業 人 口 は 5 年 前 の 3 万 人 あ ま り か ら ，

2 0 1 0 年 時 点 で は 2 万 4 千 人 に ま で 減 少 し ， 就 農 者 の

9 5 %は 4 0 代 以 上 で あ る 。多 く の 若 者 が 進 学 や 仕 事 な ど

の 関 係 で ，地 元 か ら 離 れ て い る 。農 業 人 口 構 成 を み る

と ， 全 体 の 6 0 %が 5 0～ 5 9 歳 ， 2 8 %が 4 0～ 4 9 歳 ， 7 %が

6 0 歳 以 上 ， 5％ が 3 5～ 3 9 歳 と な っ て お り ， 3 5 歳 以 上

層 で ほ ぼ 1 0 0 %を 占 め て い る 。 そ の た め ， 2 0～ 3 4 歳 の

若 年 層 は ほ と ん ど 就 農 し て い な い の が 現 状 で あ る 。  
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3 .調 査 方 法 及 び 調 査 内 容  

2 0 1 0 年 7 月 に 巴 彦 淖 尓 市 烏 拉 特 前 旗 先 鋒 鎮 で 合 計

1 0 2 名 の 農 業 後 継 補 候 者 を 対 象 に ， 農 業 経 営 の 概 要 と

農 業 就 農 意 向 に 関 す る 聞 き 取 り 調 査 を 実 施 し た 。ま た ，

鎮 政 府 関 連 部 門 や 鎮 内 の 村 幹 部 ，一 般 村 民 へ 聞 き 取 り

調 査 も 行 っ た 。  

こ の う ち ， 農 業 後 継 候 補 者 の 就 農 意 向 に つ い て は ，

農 業 後 継 候 補 者 の 就 農 に 影 響 を 与 え る 要 因 値 に 関 す

る 想 定 水 準 と 就 農 意 向 と の 関 係 を 調 査 し た 。就 農 に 影

響 を 与 え る 要 因 と し て は ，一 般 的 に み て ，農 業 所 得 の

多 少 と 労 働 時 間 の 長 短 が 重 要 な ポ イ ン ト に な る 。ま た ，

農 業 後 継 候 補 者 に と っ て ，自 家 農 業 へ の 就 農 は ，対 象

地 域 に 定 住 す る こ と を 意 味 す る た め ，就 農 す る う え で

は ， 生 活 利 便 性 も 重 要 な 条 件 で あ る 。 し た が っ て ， 本

章 で は ， 農 業 後 継 候 補 者 の 就 農 に 影 響 を 与 え る 要 因

(以 下 で は 就 農 影 響 要 因 と 呼 ぶ )と し て ，A .年 間 農 業 所

得 増 加 割 合 , B .農 繁 期 1 日 当 た り の 労 働 時 間 , C .  巴 彦

淖 尓 市 中 心 部 へ の 移 動 時 間 の 3 要 因 を 設 定 し た 。そ し

て ，こ の 3 要 因 の 改 善 水 準 の 組 み 合 わ せ (後 述 の 6 4 通

り の 組 み 合 わ せ )を 設 定 し ， そ れ ぞ れ の 組 み 合 わ せ が

実 現 し た 場 合 に ，自 家 農 業 に 就 農 す る か ど う か を ○ ×

形 式 で 尋 ね た 。  
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4 .集 計 ・ 分 析 結 果 と 考 察  

( 1 )農 業 後 継 候 補 者 と そ の 自 家 農 業 の 概 要  

 調 査 対 象 と し た 農 業 後 継 候 補 者 1 0 2 名 の 属 性 と 自

家 農 業 の 概 要 を そ れ ぞ れ 表 5－ 1 と 表 5－ 2 に 示 す 。農

業 後 継 候 補 者 1 0 2 名 の う ち ，地 元 (先 鋒 鎮 )で 暮 ら し て

い る の は 1 9 人 ( 1 8 . 6 % )で あ り ， 残 り の 8 3 人 ( 8 1 . 4 % )

は 通 常 ，地 元 以 外 で 暮 ら し て い る 。調 査 対 象 者 の 平 均

年 齢 は 2 6 . 0 歳 だ が ， 社 会 身 分 を み る と ， 半 数 以 上 の

5 6 名 が フ リ ー タ ー で あ る 。  

農 繁 期 に お け る 親 の 1 日 平 均 農 業 労 働 時 間 は 1 2 . 8

時 間 で あ る 。 な か に は ， 1 4 時 間 以 上 働 く 農 家 も 少 な

く な い 。  

 

表 5－ 1  農 業 後 継 候 補 者 の 属 性  

属   性  カテゴリー 人 数  構成比(%） 

年  齢  

1 0 代  1 1  1 0 . 8 %  

2 0 代  5 8  5 6 . 9 %  

3 0 代  3 3  3 2 . 4 %  

性  別  
男  5 7  5 5 . 9 %  

女  4 5  4 4 . 1 %  

居 住 地  
地元(先鋒鎮) 1 9  1 8 . 6 %  

地 元 以 外  8 3  8 1 . 4 %  

枸杞の栽培や採取 

を手伝った経験 

経 験 あ り  9 9  9 7 . 1 %  

経 験 な し  3  2 . 9 %  

社 会 身 分  

大 学 生  8  7 . 8 %  

社 会 人  2 9  2 8 . 4 %  

フリーター 5 6  5 4 . 9 %  

中学生・高校生 9  8 . 8 %  
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表 5－ 2  農 業 後 継 候 補 者 の 自 家 農 業 の 概 要  

農繁期における親の 1 日労働時間 1 2 . 8  時 間  

農産物平均総栽培面積 4 0 . 8  ム － /戸  

枸 杞 栽 培 面 積  1 4 . 7  ム － /戸  

他 の 農 作 物 栽 培 面 積  2 6 . 1  ム － /戸  

（

内

訳

）

 

ト モ ロ コ シ  8 . 6  ム － /戸  

小 麦  1 0 . 1  ム － /戸  

ヒ マ ワ リ  3 . 5  ム － /戸  

ウ リ  3 . 5  ム － /戸  

ドジョウインゲン 0 . 4  ム － /戸  

家 族 農 業 従 事 者 数  2 . 1  人 /戸  

最近 10 年間の平均枸杞苗植付面積 1 . 1  ム － /戸  

昨年新しく植えた枸杞苗面積 2 . 1  ム － /戸  

家

畜  

豚  1 . 7  頭 /戸  

羊  6 . 7  頭 /戸  

鶏  6 . 1  羽 /戸  

畜 産 所 得 /全 所 得  1 . 5  ％  

枸 杞 所 得 /全 所 得  5 9 . 1  ％  

枸 杞 所 得 /農 業 所 得  6 3 . 9  ％  

農 業 所 得 /全 所 得  9 0 . 5  ％  

巴彦淖尓市中心部への移動時間 4 . 1  時 間  

注 ： 1 ム － ＝ 6 . 6 7 a      

 

全 所 得 に 占 め る 農 業 所 得 の 割 合 が 9 0 . 5 %で あ る こ と

か ら ，農 業 後 継 候 補 者 家 族 は 農 業 を 中 心 に し て 生 活 を

維 持 し て い る こ と が わ か る 。当 地 域 で は ，他 の 農 作 物

に 比 べ て ，枸 杞 の 収 益 性 が 比 較 的 よ く ，家 計 所 得 全 体

の 中 で 枸 杞 所 得 は 5 9 . 1 %を 占 め て い る 。  
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( 2 )農 業 後 継 候 補 者 の 就 農 意 向 と 就 農 影 響 要 因 と の 関 係  

農 業 後 継 候 補 者 の 自 家 農 業 へ の 就 農 意 向 と そ れ を

可 能 に す る 条 件 と の 関 係 を 判 別 分 析 法 に よ り 検 討 す

る 。 前 述 し た 3 つ の 就 農 影 響 要 因 に 関 し て ， 表 5－ 3

に 示 す よ う に ，そ れ ぞ れ 4 ラ ン ク の 改 善 水 準 を 想 定 し ，

各 ラ ン ク の 組 み 合 わ せ が 表 す 合 計 6 4 通 り の 就 農 条 件

が 実 現 し た 場 合 に ，自 家 農 業 に 就 農 す る か ど う か を 農

業 後 継 候 補 者 に ○ ×形 式 で 回 答 し て も ら っ た 。表 5－ 3

表 の 最 右 列 に は ，農 業 後 継 候 補 者 の 所 属 す る 農 家 全 体

の 各 就 農 影 響 要 因 に 関 す る 現 状 値 ( 平 均 値 ) を 示 し て

い る が ，ラ ン ク 1 は ，ほ ぼ 現 状 水 準 を 参 考 に 設 定 し て

い る 。た だ し ，農 繁 期 1 日 当 た り 労 働 時 間 ( B )の 場 合 ，

現 状 で も 1 4 時 間 を 超 え て い る 場 合 が あ り ， ま た 巴 彦

淖 尓 市 中 心 部 へ の 移 動 時 間 ( C )に つ い て も ， 4 . 5 時 間

程 度 を 要 し て い る 農 家 も あ る 。 そ の た め ， B と C の ラ

ン ク 1 で は 平 均 値 よ り も 若 干 悪 い 数 値 で 設 定 す る こ

と に し た 。 ま た ， 年 間 農 業 所 得 増 加 割 合 ( A )に つ い て

は ，現 状 と 変 化 が な い 場 合 を 想 定 し ，ラ ン ク 1 の 値 は

0 と す る 。就 職 の 選 択 チ ャ ン ス が 増 え て い る 現 在 で は ，

若 年 者 に と っ て ，農 業 は あ ま り 魅 力 が な い 職 業 で あ る 。

聞 き 取 り 調 査 に よ る と ，一 般 的 に 当 地 域 の 農 業 後 継 候

補 者 の 就 農 意 向 は 弱 い 。現 状 よ り も か な り 良 い 条 件 を



75 

 

設 定 し な い と ，就 農 意 向 を 持 た な い 農 業 後 継 候 補 者 が

多 い と 予 想 さ れ る 。 し た が っ て ， ラ ン ク 4 で は ， 現 状

が 大 幅 に 改 善 さ れ た 値 を 設 定 し て み た 。ま た ，判 別 分

析 に 使 用 す る サ ン プ ル 数 を 増 や す た め ，ラ ン ク 2 と ラ

ン ク 3 も 設 け て ，改 善 水 準 値 は ラ ン ク 1 と ラ ン ク 4 の

間 を ほ ぼ 等 間 隔 に 区 分 す る 形 で 設 定 し た 。  

 

表 5－ 3  農 業 後 継 候 補 者 の 就 農 意 向 調 査 表  

 
ランク 1 ランク 2 ランク 3 ランク 4 参考(現状) 

年間農業所得増加割合（割） 0  3  6  1 0  0  

農繁期 1 日当たりの労働時間（h） 1 3  1 0  7  4  1 2 . 8  

巴彦淖尓市中心部への移動時間（h） 4 . 5  3  2  1  4 . 1  

 

本 章 で は ， 農 業 後 継 候 補 者 (自 家 農 業 後 継 候 補 者 )

ご と に 判 別 関 数 を 求 め る 。そ れ は ，農 業 後 継 候 補 者 に

よ っ て ，就 農 し て も よ い と 考 え る 条 件 が 異 な る た め で

あ り ，各 農 業 後 継 候 補 者 の 判 別 分 析 結 果 を 総 合 化 す る

こ と に よ っ て ，分 析 対 象 地 域 に お け る 農 業 後 継 者 確 保

の 可 能 性 を 検 討 す る 方 法 を 採 用 す る 。  

農 業 後 継 候 補 者 の 自 家 農 業 へ の 就 農 意 向 と そ れ を

可 能 に す る 条 件 と の 関 係 は ，以 下 の 判 別 分 析 式 に よ り

考 察 す る 。  
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Z = a 0 + a ₁ x 1 + a 2 x 2 + a 3 x 3  - - - - -①  

こ こ で は ， Z =就 農 可 否 を 表 す 被 説 明 要 因 (判 別 関 数

式 計 測 の 際 に は ， 就 農 意 向 あ り = 1 ， 就 農 意 向 な し = 0

と し て 計 算 を 行 っ た )，x 1 =年 間 農 業 所 得 増 加 割 合 ，x 2 =

農 繁 期 1 日 当 た り の 労 働 時 間 ,  x 3 =巴 彦 淖 尓 市 中 心 部

へ の 移 動 時 間 で あ る 。な お ，判 別 分 析 に 用 い た 3 つ の

説 明 変 数 に 付 与 さ れ る 係 数 は ，自 家 農 業 へ の 就 農 意 向

が あ る 場 合 に Z 値 が プ ラ ス ， 就 農 意 向 が な い 場 合 に Z

値 が マ イ ナ ス と な る 場 合 ， a 1 の 符 号 は ＋ ， a 2 の 符 号 は

－ で あ る と 考 え ら れ る 。た だ し ，  a 1 と a ２ の 係 数 値 が

ち ょ う ど 逆 に 求 ま っ た 農 業 後 継 候 補 者 も あ る 。そ の よ

う な 農 業 後 継 候 補 者 は ， a 1 の 符 号 は － ， a 2 の 符 号 は ＋

で あ り ， Z 値 が マ イ ナ ス の 大 き な 値 に な る ほ ど ， 就 農

意 向 が 強 い 。す な わ ち ，他 の 多 数 の 農 業 後 継 候 補 者 の

判 別 関 数 の 計 測 結 果 と は 異 な り ， Z 値 の 大 小 の 意 味 す

る 内 容 が 逆 に な る 。そ こ で ，自 家 農 業 へ の 就 農 意 向 が

強 い ほ ど ，す べ て の 農 業 後 継 候 補 者 の Z 値 が プ ラ ス の

大 き な 値 と な る よ う に す る た め ，こ う し た 農 業 後 継 候

補 者 に つ い て は ， 他 の 多 数 の 農 業 後 継 候 補 者 と a 1 と

a 2 の 符 号 が 同 じ も の に な る よ う に ， 就 農 意 向 あ り = 0，

就 農 意 向 な し = 1 と し て 判 別 関 数 を 計 測 し ， 以 降 の 分

析 で は そ の 判 別 関 数 式 か ら 新 た に 求 め た Z 値 を 使 用
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す る こ と に し た 。 表 5－ 4 に は ， 判 別 分 析 結 果 の 一 部

を 示 し て い る 。  

 

表 5－ 4  判 別 分 析 の 結 果  

回答者 a 0  a 1  a 2  a 3  P 値  誤判別率 

1  - 0 . 0 3 5 4  0 . 5 5 7 8  - 0 . 2 7 7 3  - 0 . 1 8 8 2  0 . 0 0 0 0  1 9 . 1 9 %  

2  2 . 2 6 0 5  0 . 3 6 2 1  - 0 . 4 3 8 4  - 0 . 1 1 1 7  0 . 0 0 0 0  2 1 . 4 7 %  

3  0 . 9 4 3 3  0 . 5 6 7 8  - 0 . 3 0 8 7  - 0 . 8 9 0 1  0 . 0 0 0 0  1 5 . 2 1 %  

4  0 . 0 2 5 7  0 . 6 3 6 6  - 0 . 3 6 2 8  - 0 . 2 4 2 2  0 . 0 0 0 0  1 6 . 1 8 %  

5  0 . 9 9 4 6  0 . 6 1 5 8  - 0 . 4 5 1 2  0 . 1 9 6 8  0 . 0 0 0 0  1 6 . 0 1 %  

・  ・  ・  ・  ・  ・  ・  

・  ・  ・  ・  ・  ・  ・  

9 8  2 . 3 6 5 7  0 . 4 1 7 9  - 0 . 4 0 4 7  - 0 . 5 5 8 6  0 . 0 0 0 0  1 9 . 4 7 %  

9 9  2 . 6 3 0 9  0 . 5 7 0 2  - 0 . 5 7 6 3  - 0 . 6 5 8 3  0 . 0 0 0 0  1 3 . 5 5 %  

1 0 0  0 . 5 8 4 4  0 . 7 1 8 8  - 0 . 4 7 3 1  - 0 . 4 8 2 4  0 . 0 0 0 0  1 2 . 8 1 %  

1 0 1  3 . 2 2 1 0  0 . 4 3 3 1  - 0 . 5 7 2 9  - 0 . 6 3 0 6  0 . 0 0 0 0  1 5 . 2 7 %  

1 0 2  4 . 1 0 8 6  0 . 5 8 5 6  - 0 . 7 2 7 7  - 0 . 8 1 6 1  0 . 0 0 0 0  1 1 . 5 3 %  

 

た だ し ， 1 0 2 名 の う ち ，判 別 関 数 が 有 意 水 準 1 %で 統

計 的 に 有 意 で な い 9 名 ( P 値 > 0 . 0 1 )を 分 析 対 象 か ら 除

外 し た 。 ま た ， 残 り の 9 3 名 の な か に は ， 通 常 で は 考

え ら れ な い 判 別 係 数 符 号 の 組 合 せ を も つ 農 業 後 継 候

補 者 が 3 名 ほ ど 認 め ら れ た 。調 査 内 容 を 十 分 に 把 握 せ

ず に 回 答 し た 可 能 性 も 考 え ら れ る た め ，こ こ で は 当 該

3 名 の 判 別 関 数 式 は 分 析 に は 使 用 し な い こ と に し た 。

そ こ で ， そ の 後 の 分 析 に 使 用 す る 農 業 後 継 候 補 者 (判

別 関 数 式 数 )は 全 部 で 9 0 名 (本 )と す る 。  
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( 3 )就 農 影 響 要 因 値 が 現 状 水 準 の 場 合 の 就 農 可 能 性  

表 5－ 4 の 判 別 分 析 結 果 を 利 用 し て ， 各 農 業 後 継 候

補 者 に 対 し て 3 つ の 就 農 影 響 要 因 の 現 状 値 を 判 別 関

数 式 に 代 入 し て 求 め た 判 別 得 点 ( Z 値 )は す べ て マ イ ナ

ス の 値 と な っ た 。 換 言 す る と ， 現 状 に お い て は ， 将 来

的 に 就 農 す る 可 能 性 が 高 い 5 0 %以 上 の 農 業 後 継 候 補 者

は 一 人 も い な い こ と が わ か る 。こ の た め ，就 農 条 件 や

農 村 生 活 条 件 が 改 善 さ れ な け れ ば ，当 地 域 の 農 業 後 継

者 が 大 幅 に 減 少 す る こ と が 懸 念 さ れ る 。  

 

( 4 )１ つ の 就 農 影 響 要 因 の 改 善 に よ る 就 農 可 能 性  

そ こ で ， つ ぎ に 3 つ の 就 農 影 響 要 因 の う ち ， 2 要 因

の 値 を 現 状 の ま ま と し た 状 態 で ， 1 要 因 の み を 現 状 よ

り 改 善 す る 場 合 の 農 業 後 継 候 補 者 の 就 農 可 能 性 を 考

察 し て み る 。ま ず ，年 間 農 業 所 得 の 改 善 に よ る 就 農 可

能 性 を 考 察 す る 。 こ の 場 合 ， x 2 =農 繁 期 1 日 当 た り の

労 働 時 間 ， x 3 =巴 彦 淖 尓 市 中 心 部 へ の 移 動 時 間 の 2 要

因 の 値 を 各 農 業 後 継 候 補 者 の 現 状 値 に 固 定 し て ， x 1 =

年 間 農 業 所 得 増 加 割 合 だ け を 変 化 さ せ た 場 合 ，判 別 関

数 値 Z 0 が 0 に な る に は ， 当 該 変 数 値 が ど こ ま で 改 善

す れ ば よ い か (就 農 可 能 性 が 5 0 %水 準 ま で 改 善 す る か )

を ， 各 農 業 後 継 候 補 者 に つ い て 求 め た 。  
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ま ず ，各 説 明 要 因 に 現 状 値 ( x 1 A ， x 2 A ， x 3 A )を 代 入 し た

と き の Z 値 を Z A と す る と ，  

          Z A = a 0 + a 1 x 1 A + a 2 x 2 A + a 3 x 3 A    - - - - -②  

こ こ で ，Z 0 =農 業 後 継 候 補 者 の 就 農 可 能 性 が 5 0 %水 準

場 合 の 被 説 明 要 因 値 ( = 0 )， Δ x 1 =農 業 後 継 候 補 者 の 就

農 可 能 性 が 5 0 %水 準 の 必 要 年 間 農 業 所 得 増 加 割 合 の 改

善 度 (改 善 割 合 )と お く と ， 以 下 の 関 係 式 が 得 ら れ る 。 

   Z 0 = 0 = a 0 + a 1 ( x 1 A +  Δ x 1 ) + a 2 x 2 A + a 3 x 3 A     - - - - -③  

また Z A = a 0 + a 1 x 1 A + a 2 x 2 A + a 3 x 3 A  より，   

a 1 x 1 A = Z A - a 0 - a 2 x 2 A - a 3 x 3 A を ③ 式 に 代 入 し て 変 形 す る と ， 

Δ x 1 =  - Z A / a 1  が 得 ら れ る 。  

 

表 5－5 農業後継候補者の年間農業所得の改善による就農可能性の変化 

年間農業所得改善度 50%～80%未満 80%～100%未満 100%～150%未満 150%～200%未満 200%～250%未満 250%～ 

人 数 6(6.7%) 7(7.8%) 31(34.4%) 22(24.4%) 15(16.7%) 9(10.0%) 

人数累計 6(6.7%) 13(14.4%) 44(48.9%) 66(73.3%) 81(90.0%) 90(100.0%) 

注 ： ()内の%は，分析対象者 90 名に対する比率を表してい る 。  

 

表 5－ 5 に は ， 9 0 名 の 農 業 後 継 候 補 者 の Δ x 1 の 分 布

状 態 を 示 し て い る 。年 間 農 業 所 得 だ け を 改 善 す る 場 合

に は ，現 状 の 2 倍 水 準 ま で 年 間 農 業 所 得 が 増 加 し て も ，
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1 3 名 (表 5－ 5 の 年 間 農 業 所 得 改 善 度 8 0 %～ 1 0 0 %未 満 に

お け る 累 計 人 数 1 3 名 )し か 就 農 可 能 性 が 5 0 %以 上 と な

ら な い (判 別 関 数 値 0 )。す な わ ち ，多 数 の 農 業 後 継 候

補 者 に と っ て ，現 状 よ り 年 間 農 業 所 得 が 大 幅 に 改 善 さ

れ な け れ ば ，将 来 的 な 就 農 可 能 性 は 低 い こ と が わ か る 。 

 

表 5－ 6  農 業 後 継 候 補 者 の 農 繁 期 1 日 当 た り 労 働 時 間 の

短 縮 に よ る 就 農 可 能 性 の 変 化  

農繁期 1 日当たりの 

短縮労働時間 
4h～6h 以下 6h～8h 以下 8h～10h 以下 10h～12h 以下 

人 数  7 ( 7 . 8 % )  1 2 ( 1 3 . 3 % )  2 2 ( 2 4 . 4 % )  1 8 ( 2 0 . 0 % )  

人 数 累 計  7 ( 7 . 8 % )  1 9 ( 2 1 . 1 % )  4 1 ( 4 5 . 6 % )  5 9 ( 6 5 . 6 % )  

注：( )内 の %は ，分 析 対 象 者 9 0 名 に 対 す る 比 率 を 表 し て い る 。 

 

他 の 二 要 因 に つ い て も 同 様 の 方 法 で ，就 農 可 能 性 を

5 0 %水 準 に ま で 引 き 上 げ る の に 必 要 な 説 明 要 因 の 改 善

水 準 を 計 測 し て み た (表 5－ 6，表 5－ 7 )。表 5－ 6 を み

る と ，か り に 8 時 間 ほ ど 農 繁 期 1 日 当 た り の 労 働 時 間

が 短 縮 さ れ て も ，全 体 の 約 1 / 5 程 度 の 農 業 後 継 候 補 者

( 1 9 名 )し か 5 0 %以 上 の 就 農 可 能 性 を も た な い こ と が

わ か る 。 し か し ， 現 状 に お い て は ， 大 幅 な 労 働 時 間 の

短 縮 は 難 し い た め ，労 働 時 間 の 短 縮 だ け を 通 じ た 農 業

後 継 者 確 保 は 大 変 困 難 で あ る 。  
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ま た ，巴 彦 淖 尓 市 中 心 部 へ の 移 動 時 間 だ け を 改 善 す

る 場 合 は ， 表 5－ 7 表 の よ う に ， 2 . 4 時 間 ま で 短 縮 さ

れ た と し て も 5 0 %以 上 の 就 農 可 能 性 が あ る 農 業 後 継 候

補 者 は わ ず か 4 名 に す ぎ な い 。他 の 2 要 因 に 比 べ る と ，

巴 彦 淖 尓 市 中 心 部 へ の 移 動 時 間 の 改 善 は ，農 業 後 継 候

補 者 の 確 保 に あ ま り 影 響 を 与 え な い 。就 農 条 件 が 現 状

の ま ま で あ れ ば ，巴 彦 淖 尓 市 中 心 部 へ の 移 動 時 間 が 大

幅 に 短 縮 さ れ た と し て も ，多 数 の 農 業 後 継 候 補 者 は 就

農 可 能 性 を も た な い も の と 考 え ら れ る 。  

 

 表 5－ 7  農業後継候補者の巴彦淖尓市中心部への移動時間の短縮による就農可能性の変化  

変 化 後 の 巴 彦

淖 尓 市 中 心 部

へ の 移 動 時 間  

4 . 5ｈ  4 . 2ｈ  3 . 2ｈ  2 . 4ｈ  

人 数  1 ( 1 . 1 % )  1 ( 1 . 1 % )  1 ( 1 . 1 % )  1 ( 1 . 1 % )  

人 数 累 計  1 ( 1 . 1 % )  2 ( 2 . 2 % )  3 ( 3 . 3 % )  4 ( 4 . 4 % )  

注 ： ( )内の%は，分析対象者 90 名に対する比率を表している。  

 

以 上 の よ う に ， 3 つ の 就 農 影 響 要 因 の う ち ， 1 要 因

だ け が 改 善 さ れ る 場 合 ，農 業 後 継 候 補 者 の 就 農 可 能 性

は あ ま り な い こ と が 明 ら か に な っ た 。し た が っ て ，農

業 後 継 候 補 者 が 自 家 農 業 へ の 就 農 意 思 を よ り 強 く 持

つ よ う に な る た め に は ，複 数 要 因 の 現 状 を 改 善 す る 必

要 が あ る 。  
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( 5 ) 3 つ の 就 農 影 響 要 因 の 改 善 に よ る 就 農 可 能 性  

そ こ で ， 3 要 因 と も 同 時 に 改 善 さ れ る 場 合 の 農 業 後

継 候 補 者 の 就 農 可 能 性 を 考 察 し て み る 。こ こ で は ，年

間 農 業 所 得 の 現 状 か ら の 改 善 水 準 に 4 段 階 ( 3 割 増 加 ，

4 割 増 加 ， 5 割 増 加 ， 6 割 増 加 )， 農 繁 期 1 日 当 た り の

労 働 時 間 に つ い て は 5 段 階 ( 1 0 時 間 ，9 時 間 ，8 時 間 ，

7 時 間 ， 6 時 間 )，巴 彦 淖 尓 市 中 心 部 へ の 移 動 時 間 に つ

い て は 5 段 階 ( 4 時 間 ， 3 . 5 時 間 ， 3 時 間 ， 2 . 5 時 間 ， 2

時 間 )を そ れ ぞ れ 設 定 し ， 改 善 水 準 に 関 す る 組 み 合 わ

せ を 設 け る 。 そ し て ， 農 業 後 継 候 補 者 9 0 名 の 各 判 別

関 数 式 に ，各 改 善 水 準 に 対 応 す る 説 明 変 数 値 を 代 入 し

て 算 出 し た Z 値 が 0 以 上 と な る 農 業 後 継 候 補 者 数 を 求

め た (表 5－ 8 参 照 )。  

た と え ば ，年 間 農 業 所 得 が 現 状 よ り も 3 割 増 加 ，農

繁 期 1 日 当 た り の 労 働 時 間 が 1 0 時 間 ， 巴 彦 淖 尓 市 中

心 部 へ の 移 動 時 間 4 時 間 が 実 現 し た 場 合 (表 5－ 8 ( 1 )

の 太 枠 部 分 )に は ， 自 家 農 業 へ の 就 農 可 能 性 が 5 0 %以

上 と 予 想 さ れ る 農 業 後 継 候 補 者 は 1 人 (農 業 後 継 候 補

者 9 0 名 の 1 . 1 % )し か い な い 。 そ し て ， 年 間 農 業 所 得

が 現 状 よ り も 4 割 増 加 ，農 繁 期 1 日 あ た り の 労 働 時 間

が 6 時 間 ，巴 彦 淖 尓 市 中 心 部 へ の 移 動 時 間 が 2 時 間 ま

で 改 善 さ れ た 場 合 (表 5－ 8 ( 4 )の 太 枠 部 分 )に ， よ う や
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く 農 業 後 継 候 補 者 8 0 名 ( 8 8 . 9 % )が 5 0 %以 上 の 就 農 可 能

性 を も つ 。     

ま た ， 農 業 後 継 候 補 者 9 0 名 の う ち ， 通 常 地 元 で 生

活 し て い る 1 7 名 と 地 元 以 外 で 生 活 し て い る 7 3 名 の そ

れ ぞ れ に つ い て ，上 述 の 3 要 因 の 改 善 状 況 の 組 み 合 わ

せ に 関 し て ， Z 値 が 0 以 上 と な る 人 数 の 割 合 も 算 出 し

た 。し か し な が ら ，地 元 在 住 の 農 業 後 継 候 補 者 の ほ う

が ，都 市 部 在 住 の 農 業 後 継 候 補 者 よ り も ，就 農 意 向 が

強 い と い う 傾 向 は 全 く 認 め ら れ な か っ た 。   

以 上 の よ う に ，就 農 条 件 や 農 村 で の 生 活 利 便 性 が 現

状 よ り も 大 幅 に 改 善 さ れ な け れ ば ，当 地 域 で は 農 業 後

継 候 補 者 は 就 農 す る 意 欲 が な い こ と が わ か る 。し か し ，

当 地 域 の 現 状 か ら 判 断 す る と ，将 来 的 に そ こ ま で 就 農

条 件 や 生 活 利 便 性 が 改 善 さ れ る の は 大 変 困 難 で あ る 。

し た が っ て ，あ る 程 度 の 農 業 後 継 者 確 保 対 策 が 多 面 的

に 実 施 さ れ て も ，将 来 的 に 農 業 後 継 者 が 大 幅 に 減 少 し

て い く こ と が 予 想 さ れ る 。  
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表 5－ 8  3 つの就農影響要因の改善により 50%以上の 

就 農 可 能 性 を も つ 農 業 後 継 候 補 者 数  

 
  ( 1 )年 間 農 業 所 得 が 現 状 よ り 3 割 増 加 の 場 合      

           

                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

( 2 )年 間 農 業 所 得 が 現 状 よ り 4 割 増 加 の 場 合  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

( 3 )年 間 農 業 所 得 が 現 状 よ り 5 割 増 加 の 場 合  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 0.0 9 . 0 8 . 0 7 . 0 6 . 0 

4 . 0   1(1.1%) 1(1.1%) 4(4.4%) 7(7.8%) 23(25.6%) 

3 . 5   1(1.1%) 1(1.1%) 2 ( 2 . 2 % )  8(8.9%) 28(31.1%) 

3 . 0   1(1.1%) 1(1.1%) 2 ( 2 . 2 % )  12(13.3%) 36(40.0%) 

2 . 5   1(1.1%) 1(1.1%) 4 ( 4 . 4 % )  22(24.4%) 43(47.8%) 

2 . 0   1(1.1%) 1(1.1%) 8 ( 8 . 9 % )  29(32.2%) 56(62.2%) 

 
10.0 9 . 0  8 . 0  7 . 0  6 . 0  

4 . 0   1(1.1%) 2(2.2%) 5(5.6%) 15(16.7%) 29(32.2%) 

3 . 5   1(1.1%) 2(2.2%) 5(5.6%) 18(20.0%) 39(43.3%) 

3 . 0   1(1.1%) 1(1.1%) 6(6.7%) 23(25.6%) 49(54.4%) 

2 . 5   1(1.1%) 1(1.1%) 8(8.9%) 36(40.0%) 66(73.3%) 

2 . 0   1(1.1%) 5(5.6%) 17(18.9%) 48(53.3%) 80(88.9%) 

 
10.0 9 . 0  8 . 0  7 . 0  6 . 0  

4 . 0  2(2.2%) 5(5.6%) 12(13.3%) 23(25.6%) 42(46.7%) 

3 . 5  2(2.2%) 3(3.3%) 14(15.6%) 30(33.3%) 55(61.1%) 

3 . 0  2(2.2%) 3(3.3%) 14(15.6%) 41(45.6%) 77(85.6%) 

2 . 5  2(2.2%) 5(5.6%) 23(25.6%) 59(65.5%) 87(96.7%) 

2 . 0  3(3.3%) 10(11.1%) 38(42.2%) 78(86.7%)  90(100.0%) 
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表 5－ 8  3 つの就農影響要因の改善により 50%以上の 

就 農 可 能 性 を も つ 農 業 後 継 候 補 者 数 (続 き )  

 

 
( 4 )年 間 農 業 所 得 が 現 状 よ り 6 割 増 加 の 場 合  

  
 

 

 

 

 

 

 

 

注 ： 1 ) = 改 善 後 の 農 繁 期 1 日 当 た り 労 働 時 間。  

2 ) =改善後の巴彦淖尓市中心部への移動時間。  

3 ) また， ( )内の %は，分析対象者 90 名に対する比率を表している。  

 

 

( 6 )農 業 後 継 候 補 者 タ イ プ ご と の 就 農 可 能 性  

以 上 の 判 別 分 析 結 果 か ら は ，全 体 的 に み て ，農 業 後

継 者 の 確 保 は 難 し い こ と が わ か る 。た だ し ，農 業 後 継

候 補 者 の タ イ プ に よ っ て は ，就 農 条 件 や 生 活 条 件 が 改

善 さ れ た 場 合 に ， 5 0 %以 上 の 就 農 可 能 性 を 持 ち や す い

場 合 も 考 え ら れ る 。そ こ で ，最 後 に 農 業 後 継 候 補 者 タ

イ プ ご と に 就 農 可 能 性 を 検 討 し て い く が ，そ の た め の

前 作 業 と し て ， 農 業 後 継 候 補 者 9 0 名 そ れ ぞ れ の 属 性

(居 住 地 ， 性 別 ， 社 会 身 分 ， 年 齢 )と ， 判 別 分 析 か ら 求

め ら れ た 定 数 項 ( a 0 )や 説 明 要 因 の 係 数 ( a 1 ， a 2 ， a 3 )と

 
10.0 9 . 0  8 . 0  7 . 0  6 . 0  

4 . 0  5(5.6%) 1 0 ( 1 1 . 1 % )  19(21.1%) 33(36.7%) 61(67.8%) 

3 . 5  3(3.3%) 1 0 ( 1 1 . 1 % )  25(27.8%) 51(56.7%) 80(88.9%) 

3 . 0  3(3.3%) 1 3 ( 1 4 . 4 % )  37(41.1%) 68(75.6%)  87(96.7%) 

2 . 5  7(7.8%) 1 9 ( 2 1 . 1 % )  48(53.3%) 83(92.2%) 90(100.0%) 

2 . 0  12(13.3%) 3 2 ( 3 5 . 6 % )  66(73.3%) 89(98.9%) 90(100.0%) 



86 

 

の 関 係 を 数 量 化 理 論 Ⅰ 類 を 適 用 し て 推 定 し て み る 。  

こ こ で は ，前 述 の 判 別 分 析 か ら 得 ら れ た 定 数 項 ( a 0 )

と 説 明 要 因 の 係 数 ( a 1 ， a 2 ， a 3 )を そ れ ぞ れ 被 説 明 要 因

と し て 取 り 上 げ ，ま た 農 業 後 継 候 補 者 の 4 種 類 の 属 性

を 説 明 要 因 に し て ，両 者 間 の 関 係 を 分 析 す る 。そ の た

め ， 4 種 類 の 関 係 式 を 数 量 化 理 論 Ⅰ 類 で 算 出 し た 。 こ

の う ち ， a 0 は 判 別 関 数 の 定 数 項 で あ り ，判 別 分 析 に 取

り 入 れ た 説 明 要 因 ( x 1 ～ x 3 ) の 値 に よ っ て 影 響 を 受 け

な い 就 農 意 向 に 関 す る 基 礎 得 点 を 表 し て い る 。 表 5－

9 は ， 数 量 化 理 論 Ⅰ 類 の 計 算 結 果 を 示 し て い る 。  

表 5－ 9 に 示 す よ う に ， ① a 0 に 関 す る 計 算 結 果 を み

る と ， 重 相 関 係 数 は 0 . 1 7 1 1 と 低 く ， 属 性 の 違 い は ，

全 体 と し て 定 数 項 a 0 の 値 に 統 計 的 に 有 意 な 差 を 生 み

出 し て い な い 。つ ぎ に ，② a 1 に 関 す る 推 定 式 の 重 相 関

係 数 は 0 . 4 1 6 6 で あ り ， 属 性 の 違 い に よ っ て ， a 1 の 値

に 差 が あ る こ と が わ か る 。 ま た ， ③ a 2 に 関 し て も ， 重

相 関 係 数 は 0 . 1 6 5 6 と 低 い た め ， 属 性 の 違 い に よ る a 2

の 値 の 差 は 認 め ら れ な い 。最 後 に ，④ a 3 に 関 す る 推 定

式 の 重 相 関 係 数 は 0 . 2 3 1 8 で あ る こ と か ら ， 属 性 に よ

っ て a 3 の 値 に 違 い が 認 め ら れ る 。
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表 5－9 農業後継候補者タイプ別の定数項・説明要因係数値の推定式 
 

注：**は有意水準 1%，*は有意水準 5%で統計的に有意。 

 

被説明要因 
社会身分 居住地 年齢 性別 

カテゴリー スコア カテゴリー スコア カテゴリー スコア カテゴリー スコア 

(1) 
就農の基礎得点 

(a0) 

1 大学生 0.5778 
1 地元(先鋒鎮) -0.4278 

1 15～25歳未満 -0.1208 
1 男性 -0.1243 

2 社会人 -0.0138 2 25～30歳未満 0.2222 

3 フリーター -0.0769 
2 地元以外 0.0996 3 30～35歳未満 -0.0491 2 女性 0.1701 

4 高校生・中学生 0.1340 

レンジ 0.6547 レンジ 0.5274 レンジ 0.3430 レンジ 0.2945 

重相関係数 R=0.1711      定数項＝3.3032 

(2) 

年間農業所得の

改善による就農

の得点         

(a１) 

1 大学生 -0.0191 
1 地元(先鋒鎮) 0.0824 

1 15～25歳未満 0.0278 
1 男性 0.0335 

2 社会人 -0.0299 2 25～30歳未満 -0.0242 

3 フリーター 0.0227 
2 地元以外 -0.0192 3 30～35歳未満 -0.0097 2 女性 -0.0458 

4 高校生・中学生 -0.0530 

レンジ 0.0758 レンジ 0.1015 レンジ 0.0520 レンジ 0.0793 

重相関係数 R=0.4166*   定数項＝0.3688 

(3) 

農繁期 1日あた

り労働時間の改

善による就農の

得点  

(a２) 

1 大学生 -0.0623 
1 地元(先鋒鎮) -0.0205 

1 15～25歳未満 -0.0141 
1 男性 -0.0140 

2 社会人 -0.0199 2 25～30歳未満 -0.0150 

3 フリーター 0.0092 
2 地元以外 0.0048 3 30～35歳未満 0.0263 2 女性 0.0191 

4 高校生・中学生 0.0522 

レンジ 0.1145 レンジ 0.0253 レンジ 0.0413 レンジ 0.0331 

重相関係数 R=0.1656        定数項=-0.5282 

(4) 

巴彦淖尓市内行

く時間の改善に

よる就農の得点          

（a３） 

1 大学生 0.0566 
1 地元(先鋒鎮) 0.0691 

1 15～25歳未満 0.0278 
1 男性 -0.0245 

2 社会人 0.1039 2 25～30歳未満 -0.0085 

3 フリーター -0.0358 
2 地元以外 -0.0161 3 30～35歳未満 -0.0220 2 女性 0.0335 

4 高校生・中学生 -0.1339 

レンジ 0.2378 レンジ 0.0852 レンジ 0.0499 レンジ 0.0579 

重相関係数 R=0.2318**        定数項＝-0.4788 
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こ の よ う に ，数 量 化 理 論 Ⅰ 類 の 適 用 結 果 を 見 る 限 り

で は ， 被 説 明 要 因 a 1 と  a 3 に つ い て は ， 農 業 後 継 候 補

者 の 属 性 の 違 い に よ っ て ， そ の 値 に 差 が 認 め ら れ る 。

そ こ で ， a 1 と a 3 に つ い て は ， 数 量 化 理 論 Ⅰ 類 の 推 定

式 よ り 求 め ら れ た 各 タ イ プ の 推 定 値 を 各 タ イ プ の 就

農 可 能 性 の 検 討 に 使 用 す る 。 だ だ し ， 定 数 項 a 0 と 説

明 要 因 の 係 数 a 2 に 関 し て は ， 数 量 化 理 論 Ⅰ 類 の 推 定

式 の 重 相 関 係 数 値 が 低 く ，属 性 に よ っ て 被 説 明 要 因 値

に 統 計 的 に 有 意 な 差 が 認 め ら れ な か っ た 。 そ の た め ，

a 0 と a 2 に つ い て は ， 前 章 の 判 別 分 析 に よ る 計 算 結 果

か ら 得 ら れ た 農 業 後 継 候 補 者 9 0 名 分 の 平 均 値 を す べ

て の タ イ プ に 共 通 の 値 と し て 使 用 す る 。  

一 方 ， 農 業 後 継 候 補 者 の 居 住 地 ， 性 別 ， 社 会 身 分 ，

年 齢 と い う 4 つ の 属 性 に 関 わ る 該 当 カ テ ゴ リ ー の 組

合 せ は ，可 能 性 と し て 4 8 タ イ プ [ 2 (居 住 地 )× 2 (性 別 )

× 4 (社 会 身 分 )× 3 (年 齢 ) = 4 8 ]が 存 在 す る 。 た だ し ， 農

業 後 継 候 補 者 9 0 名 の な か で 実 際 に そ の 存 在 が 確 認 で

き た の は 2 2 タ イ プ で あ る 。そ の た め ，こ の 2 2 タ イ プ

に 対 し て ， そ れ ぞ れ 該 当 す る a 0 ～ a 3 の 値 を 使 用 す る 。

ま た ，就 農 影 響 要 因 の 改 善 値 を 判 別 関 数 式 に 代 入 し て ，

判 別 関 数 値 を 求 め る こ と に よ り ，あ る 程 度 就 農 条 件 が

改 善 さ れ た 場 合 に ， 5 0 %以 上 の 就 農 可 能 性 が あ る 農 業
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後 継 候 補 者 タ イ プ を 明 ら か に す る 。  

そ こ で ，就 農 条 件 や 生 活 条 件 が あ る 程 度 改 善 さ れ た

場 合 を 想 定 し ，年 間 農 業 所 得 が 4 割 増 加 ，農 繁 期 1 日

あ た り の 労 働 時 間 を 8 時 間 ，巴 彦 淖 尓 市 中 心 部 へ の 移

動 時 間 を 2 時 間 と し た 場 合 の 試 算 を 行 っ た 。そ の 結 果

は 表 5－ 1 0 の 通 り で あ る 。表 中 で ，タ イ プ 番 号 に ☆ 印

を 付 け て い る の が ， 5 0 %以 上 の 就 農 可 能 性 が あ る 農 業

後 継 候 補 者 タ イ プ で あ る 。  

こ こ で 設 定 し た 内 容 の 就 農 条 件 や 生 活 条 件 の 改 善

が 実 現 す る と し た 場 合 ， タ イ プ 3 (社 会 人 ， 地 元 ， 1 5

～ 2 5 歳 未 満 ， 女 性 )と タ イ プ 8 (社 会 人 ， 地 元 ， 3 0～ 3 5

歳 未 満 ，男 性 )，お よ び タ イ プ 1 8 (フ リ ー タ ー ，地 元 ，

3 0～ 3 5 歳 未 満 ， 男 性 )に お い て  5 0 %以 上 の 就 農 可 能 性

が あ る と 認 め ら れ た 。こ れ ら 3 タ イ プ の 農 業 後 継 候 補

者 は ， す べ て 地 元 で 暮 ら し て い る 。 こ の な か で ， 9 名

で 最 も 人 数 が 多 い タ イ プ 1 8 (フ リ ー タ ー ， 地 元 ， 3 0～

3 5 歳 未 満 ， 男 性 )は ， フ リ ー タ ー で 職 業 的 に み て 不 安

定 で あ り ，年 齢 が 相 対 的 に 高 い た め ，安 定 的 な 就 職 に

つ き に く い 状 況 が あ る 。ま た ，当 地 域 の な か で 就 職 す

る 場 合 に は ，農 業 以 外 の 就 農 機 会 が 限 ら れ て お り ，他

の 若 年 農 業 後 継 候 補 者 よ り も 他 産 業 就 農 機 会 を 見 つ

け る の は 相 対 的 に 困 難 で あ る た め ，就 農 は 一 つ の 重 要  
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表 5－10   就 農 条 件 や 生 活 条 件 の 改 善 を 想 定 し た 試 算 結 果 

タイプ番号 人数 a0 a1 a2 a3    Z

1 2 大学生 地元以外 15～25歳未満 男性 3.3032 0.3918 -0.5282 -0.4349 -0.2253

2 4 大学生 地元以外 15～25歳未満 女性 3.3032 0.3124 -0.5282 -0.3770 -0.4268

 3☆ 1 社会人 地元(先鋒鎮) 15～25歳未満 女性 3.3032 0.4032 -0.5282 -0.2444 0.2014

4 2 社会人 地元以外 15～25歳未満 男性 3.3032 0.3810 -0.5282 -0.3876 -0.1737

5 5 社会人 地元以外 15～25歳未満 女性 3.3032 0.3016 -0.5282 -0.3296 -0.3752

6 5 社会人 地元以外 25～30歳未満　 男性 3.3032 0.3290 -0.5282 -0.4239 -0.4543

7 4 社会人 地元以外 25～30歳未満　 女性 3.3032 0.2496 -0.5282 -0.3659 -0.6558

 8☆ 2 社会人 地元(先鋒鎮) 30～35歳未満 男性 3.3032 0.4451 -0.5282 -0.3522 0.1534

9 1 社会人 地元(先鋒鎮) 30～35歳未満 女性 3.3032 0.3657 -0.5282 -0.2943 -0.0481

10 4 社会人 地元以外 30～35歳未満 男性 3.3032 0.3436 -0.5282 -0.4374 -0.4231

11 2 社会人 地元以外 30～35歳未満 女性 3.3032 0.2642 -0.5282 -0.3795 -0.6246

12 3 フリーター 地元以外 15～25歳未満 男性 3.3032 0.4336 -0.5282 -0.5273 -0.2426

13 9 フリーター 地元以外 15～25歳未満 女性 3.3032 0.3543 -0.5282 -0.4694 -0.4441

14 3 フリーター 地元(先鋒鎮) 25～30歳未満　 男性 3.3032 0.4604 -0.5282 -0.4784 -0.0376

15 1 フリーター 地元(先鋒鎮) 25～30歳未満　 女性 3.3032 0.3811 -0.5282 -0.4205 -0.2391

16 9 フリーター 地元以外 25～30歳未満　 男性 3.3032 0.3816 -0.5282 -0.5636 -0.5232

17 3 フリーター 地元以外 25～30歳未満　 女性 3.3032 0.3023 -0.5282 -0.5057 -0.7247

 18☆ 9 フリーター 地元(先鋒鎮) 30～35歳未満 男性 3.3032 0.4977 -0.5282 -0.4920 0.0845

19 11 フリーター 地元以外 30～35歳未満 男性 3.3032 0.3962 -0.5282 -0.5772 -0.4921

20 3 フリーター 地元以外 30～35歳未満 女性 3.3032 0.3168 -0.5282 -0.5192 -0.6936

21 3 中学生・高校生 地元以外 15～25歳未満 男性 3.3032 0.3579 -0.5282 -0.6254 -0.7418

22 4 中学生・高校生 地元以外 15～25歳未満 女性 3.3032 0.2785 -0.5282 -0.5674 -0.9433

  　属       性      の      組      合      せ

 
注：タイプ番号に☆印を付いているは 50%以上の就農可能性がある農業後継候補タイプである。 
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な 選 択 に な る と 考 え ら れ る 。そ こ で ，厳 し い 農 業 後 継

者 不 足 の 現 状 に お い て は ， 5 0 %以 上 の 就 農 可 能 性 が あ

る 農 業 後 継 候 補 タ イ プ の な か で も ，比 較 的 人 数 が 多 い

( 9 名 )タ イ プ 1 8 の 農 業 後 継 候 補 者 を 中 心 に 農 業 後 継

者 を 育 成 支 援 す る の が ，農 業 後 継 者 育 成 対 策 と し て は

効 果 的 で あ る と い え る 。  

最 後 に ，当 地 域 の 置 か れ て い る 環 境 条 件 を 考 慮 し た

上 で ，上 述 の 試 算 想 定 目 標 を 追 求 す る た め の 対 策 と し

て は ， 以 下 の 諸 点 が 指 摘 で き る 。  

1 )年 間 農 業 所 得 を 4 割 増 加 さ せ る た め に は ，地 域 の

主 要 農 産 物 で あ る 枸 杞 の 土 地 生 産 性 を 向 上 さ せ ，農 産

物 の 販 売 額 を 高 め る こ と が 必 要 で あ る 。 具 体 的 に は ，

従 来 の よ う な 化 学 肥 料 の 過 度 な 使 用 や 農 薬 の 大 量 使

用 な ど を 控 え て ，農 産 物 の 品 質 向 上 に 努 力 す る と と も

に ，枸 杞 を 中 心 と し た 農 産 物 の ブ ラ ン ド 化 向 上 に 努 力

す る こ と も 必 要 で あ る 。  

2 )農 繁 期 労 働 時 間 を 8 時 間 ま で 短 縮 す る に は ，枸 杞

の 収 穫 機 械 の 開 発 ・ 普 及 が 必 要 と な る 。 し か し ， 当 地

域 の 現 状 か ら 判 断 す る と ，す ぐ に は 実 現 で き な い 。し

た が っ て ，労 働 時 間 を 短 縮 さ せ る た め に は ，栽 培 や 収

穫 の 手 間 が あ ま り か か ら な い 枸 杞 の 品 種 改 良 あ る い

は 新 品 種 の 開 発 が 考 え ら れ る 。  
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3 )  巴 彦 淖 尓 市 中 心 部 へ の 移 動 時 間 を 2 時 間 ま で 短

縮 す る た め に は ，農 村 地 域 の 住 民 を 対 象 と し て 付 近 を

通 る 高 速 道 路 の 利 用 料 金 の 値 下 げ が 有 効 的 な 対 策 と

考 え ら れ る 。ま た 都 市 部 へ 向 か う 一 般 既 存 道 路 の 改 良

に も 積 極 的 に 取 り 組 む 必 要 が あ る 。  

 

5 .お わ り に  

 本 章 で は ，農 業 後 継 者 不 足 問 題 が 深 刻 し て い る 巴 彦

淖 尓 市 烏 拉 特 前 旗 先 鋒 鎮 に お い て 農 業 後 継 候 補 者 の

就 農 意 向 に 関 す る 現 地 調 査 に 基 づ き ，数 量 的 に 農 業 後

継 候 補 者 の 自 家 農 業 へ の 就 農 意 向 と そ れ を 可 能 に す

る 条 件 と の 関 係 を 考 察 し た 。ま た ，農 業 後 継 候 補 者 の

属 性 と 関 連 さ せ て ，農 業 後 継 者 に な る 可 能 性 が 高 い 後

継 者 候 補 タ イ プ を 検 討 し た 。そ の 結 果 ，以 下 の 諸 点 が

明 ら か に な っ た 。  

 ま ず ，当 地 域 で は ，一 般 的 に 農 業 後 継 候 補 者 の 就 農

意 向 は 弱 い 。就 農 条 件 や 生 活 条 件 が 現 状 の ま ま で あ る

場 合 ， 将 来 的 に 5 0 %以 上 の 就 農 可 能 性 を 持 つ 農 業 後 継

候 補 者 は 一 人 も い な い 。す な わ ち ，現 状 よ り 就 農 条 件

や 生 活 条 件 が 大 幅 に 改 善 し な い と ，当 地 域 の 農 業 後 継

者 を 確 保 す る の が 難 し い 。し か し ，当 地 域 の 現 状 か ら

判 断 す る と ，就 農 条 件 や 生 活 条 件 を 大 き く 改 善 す る の
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は 大 変 困 難 で あ る 。あ る 程 度 の 農 業 後 継 候 補 者 育 成 対

策 が 実 施 さ れ て も ，将 来 的 に 農 業 後 継 者 が 大 幅 に 減 少

し て い く と 予 測 で き る 。  

 た だ し ，年 間 農 業 所 得 が 4 割 増 加 ，農 繁 期 1 日 当 た

り の 労 働 時 間 を 8 時 間 ，巴 彦 淖 尓 市 中 心 部 へ の 移 動 時

間 を 2 時 間 と 想 定 し た 場 合 ， 5 0 %以 上 の 就 農 可 能 性 が

あ る 農 業 後 継 候 補 者 の タ イ プ は 存 在 し て い る 。そ う し

た タ イ プ の 後 継 候 補 者 に 共 通 し て い る の は ，す べ て 地

元 で 暮 ら し て い る 点 で あ る 。そ う し た タ イ プ の な か で

も ， タ イ プ 1 8 (フ リ ー タ ー ， 地 元 ， 3 0～ 3 5 歳 未 満 ， 男

性 )に 該 当 す る 後 継 候 補 者 は 比 較 的 人 数 が 多 い 。 し た

が っ て ， 今 後 は ， 農 業 後 継 候 補 者 タ イ プ 1 8 (フ リ ー タ

ー ， 地 元 ， 3 0～ 3 5 歳 未 満 ， 男 性 )の よ う な 農 業 後 継 候

補 者 を 中 心 に 農 業 後 継 者 育 成 対 策 を 実 施 す る こ と が

必 要 で あ る 。  

し た が っ て ， 上 述 の 想 定 目 標 を 追 求 す る た め に は ，

土 地 生 産 性 の 向 上 や 枸 杞 の ブ ラ ン ド 化 の 推 進 と 同 時

に ，就 農 労 働 時 間 の 短 縮 を 実 現 す る た め の 枸 杞 の 品 種

改 良 あ る い は 新 品 種 の 開 発 が 重 要 で あ る と 考 え ら れ

る 。ま た ，農 村 で の 生 活 利 便 性 を よ く す る た め の 道 路

改 良 及 ぶ 高 速 道 路 利 用 料 金 の 値 下 げ も 必 要 で あ る 。  
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第 6 章  ま と め お よ び 今 後 の 社 会 発 展 の

課 題  

 

中 国 で は ，社 会 の 発 展 や 経 済 の 発 展 に 伴 い ，農 村 人

口 の 都 市 へ の 移 動 も 変 化 し て い る 。ま た ，中 国 農 村 人

口 の 都 市 へ の 移 動 も 中 国 社 会 の 発 展 に 影 響 し て い る 。

本 研 究 で は ，農 村 人 口 の 都 市 へ の 移 動 に 関 し て ，具 体

的 に 農 業 者 の 老 後 居 住 地 の 選 択 意 向 ，農 業 後 継 者 の 就

農 意 向 と 就 農 影 響 要 因 に 関 わ る 課 題 を 取 り 扱 い ，現 地

調 査 や 調 査 結 果 の 数 量 的 な 分 析 を 行 い ，考 察 し て き た 。

以 下 に ， こ れ ま で の 各 章 の 概 要 を ま と め る 。  

ま ず ，第 1 章 で は ，中 国 に お け る 農 村 人 口 の 変 化 を

確 認 し た 。ほ と ん ど 農 村 人 口 の 都 市 へ の 移 動 が み ら れ

な か っ た 1 9 5 0 年 代 と 比 べ て ， 1 9 7 0 年 代 に 入 る と ， 農

村 ・ 都 市 間 の 人 口 移 動 の 規 制 緩 和 を 受 け て ， 女 性 ， 子

供 や 高 齢 者 の 農 村 か ら 都 市 へ の 一 時 的 な 農 村 人 口 移

動 が 小 規 模 で は あ る が ，発 生 す る よ う に な っ た 。 1 9 8 0

年 代 以 降 ，「 改 革 開 放 」 政 策 影 響 で ， 農 村 の 過 剰 労 働

力 は ，農 業 か ら 非 農 業 の 郷 鎮 企 業 や 都 市 建 設 へ 多 く 移

動 し 始 め た 。さ ら に ，戸 籍 制 度 や そ れ に 関 連 す る 政 府

の 政 策 が 緩 和 さ れ た こ と ，お よ び 社 会 経 済 の 発 展 を 背
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景 と し て ，農 村 か ら 都 市 へ の 人 口 移 動 は ，以 前 よ り も

多 く 行 わ れ る よ う に な っ た 。 1 9 9 0 年 代 初 期 か ら ， 中

国 経 済 も 高 度 成 長 期 に 入 り ，社 会 の 都 市 化 や 工 業 化 が

進 展 す る な か で ，若 年 労 働 力 を 中 心 と し た 農 村 人 口 は

世 帯 所 得 を 増 や す と い っ た 目 的 で ，都 市 移 動 が 活 発 化

し て い っ た 。  

当 然 ，農 村 人 口 の 都 市 移 動 に よ っ て ，あ る 程 度 農 村

住 民 の 生 活 水 準 も 改 善 さ れ た 。ま た ，農 村 人 口 の 都 市

移 動 に よ っ て ， 多 く の 労 働 力 が 都 市 建 設 に 貢 献 し た 。 

 そ の 一 方 ，社 会 経 済 が 著 し く 発 展 し て き た 中 国 で は ，

多 く の 農 村 人 口 の 都 市 へ の 移 動 の 影 響 に よ り ，農 村 定

住 人 口 が 減 少 が 始 ま っ た 。ま た ，農 業 に 従 事 す る 人 口

の 高 齢 化 も 進 ん で い る 。  

そ こ で ，第 2 章 で は ，こ れ ま で の 中 国 農 村 人 口 の 都

市 移 動 に 関 す る 既 存 研 究 を レ ビ ュ ー し た 。既 存 研 究 の

な か に は ，農 村 人 口 の 都 市 移 動 に 関 す る 是 非 を 検 討 す

る 研 究 も 認 め ら れ ，特 に 近 年 に お い て は ，社 会 学 や 農

村 経 済 学 な ど の 立 場 か ら ，中 国 農 村 人 口 移 動 の 特 徴 や

性 質 ，ま た は 農 村 地 域 内 の 人 口 構 造 の 変 化 が 明 ら か に

さ れ て い る 。中 国 の 農 村 ・ 農 業 が 置 か れ て い る 現 状 や

実 態 を 把 握 す る う え で ， 既 存 研 究 は 大 変 参 考 に な る 。 

 し か し ，こ れ ま で の 既 存 研 究 の 多 く は ，農 村 人 口 移
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動 に 関 す る 一 般 的 な 提 言 や 説 明 に と ど ま っ て お り ，農

村 人 口 移 動 に 関 係 す る 諸 要 因 の 数 量 的 な 評 価 は 十 分

に 行 わ れ て こ な か っ た 。し た が っ て ，農 業 者 の 老 後 に

お け る 居 住 地 選 択 意 向 と そ れ に 影 響 す る 要 因 の 数 量

的 把 握 は ，都 市 と 農 村 で 必 要 と な る 社 会 資 本 や 環 境 条

件 の 整 備 内 容 の 検 討 や ，農 村 地 域 か ら 都 市 へ 向 け て の

将 来 の 人 口 移 動 量 の 推 定 に と っ て 重 要 で あ る 。 ま た ，

農 業 労 働 力 の 確 保 は ，農 業 生 産 の 維 持 や 国 民 に 対 す る

食 料 の 安 定 的 供 給 に も 影 響 を 与 え る 。す な わ ち ，中 国

農 村 に お い て は ，農 業 後 継 者 の 確 保 は ，将 来 の 農 業 生

産 の 維 持 や 国 民 食 料 の 安 定 供 給 に と っ て 重 要 な 課 題

と な っ て い る 。 し た が っ て ， 第 3 章 で は ， 農 業 者 の 老

後 に お け る 居 住 地 選 択 意 向 と そ れ に 影 響 す る 要 因 の

把 握 や ，農 業 後 継 候 補 者 の 就 農 意 向 お よ び 就 農 意 向 に

影 響 し て い る 要 因 に 関 す る 数 量 的 分 析 の 重 要 性 や ，続

く 第 4 章 や 第 5 章 で 行 う 分 析 の 概 要 を 説 明 し た 。  

 そ れ を 受 け て ，第 4 章 で は ，具 体 的 に ど の よ う な 属

性 を も っ た 農 村 居 住 者 が 都 市 へ の 移 動 を 希 望 す る か ，

あ る い は ，ど の よ う な 農 村 居 住 者 が 将 来 的 に も 農 村 に

継 続 し て 居 住 す る 可 能 性 が あ る の か を 念 頭 に お い て ，

地 域 別 の 合 計 1 6 4 名 (先 鋒 鎮 5 4 名 ， 新 華 鎮 5 6 名 ， 补

隆 鎮 5 4 名 )の 農 業 者 ( 4 5～ 6 0 歳 )を 対 象 に ， 老 後 居 住
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地 の 選 択 意 向 に 関 す る 聞 き 取 り 調 査 で 得 ら れ た 農 業

者 老 後 居 住 地 選 択 意 向 の 調 査 デ ー タ を 多 変 量 解 析 法

に よ り 分 析 し ，老 後 居 住 地 選 択 意 向 に 影 響 を 与 え て い

る 要 因 を 明 ら か に し た 。  

そ の 結 果 ， 経 済 的 要 因 ,  個 人 的 ・ 家 族 的 要 因 ， 人 間

関 係 的 要 因 お よ び 都 市・農 村 に 対 す る 選 好 度 が 農 業 者

の 老 後 居 住 地 の 選 択 意 向 に 影 響 し て い る こ と や ,老 後

も 農 村 に 住 み 続 け る 意 向 が あ る 農 業 者 の な か に も ,積

極 的 な 農 村 居 住 す る 農 業 者 と 消 極 的 の 意 味 合 い で 農

村 に 住 み 続 け る 農 業 者 が 存 在 し て い る こ と 等 が 明 ら

か に な っ た 。  

調 査 地 域 の 一 つ で あ る 先 鋒 鎮 の よ う な 比 較 的 豊 か

な 農 村 地 域 で あ れ ば ，老 後 は 農 村 に 住 み 続 け る 農 業 者

は 多 い と 考 え ら れ る 。一 方 ，新 華 鎮 や 补 隆 鎮 の よ う な

生 活 条 件 が 相 対 的 に よ く な い 農 村 に お い て は ，今 後 も

生 活 条 件 に 大 き な 改 善 が み ら れ な け れ ば ，都 市 に 移 住

す る 農 業 者 は 増 え る 可 能 性 が あ る 。  

中 国 の 農 村 地 域 の 現 状 か ら 判 断 す る と ，短 期 間 に 農

村 地 域 の 社 会 資 本 整 備 や 生 活 環 境 の 改 善 は 難 し い の

は 事 実 で あ る 。し か し ，農 村 か ら 都 市 へ の 一 層 の 人 口

流 出 が 生 じ る と ，都 市 の 社 会 資 本 や 生 活 環 境 な ど に 大

き な 負 荷 が か か る 可 能 性 が あ る 。し た が っ て ，老 後 は
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都 市 に 移 住 す る 意 向 が あ る 農 業 者 に 対 し て も ，安 心 で

安 定 的 な 都 市 生 活 を 実 現 す る た め ，都 市 に 対 し て も 高

齢 者 に 利 便 性 の 高 い 介 護 福 祉 施 設 や 住 宅 環 境 ，公 共 交

通 等 を 整 備 す る 必 要 が あ る 。  

ま た ，社 会 基 盤 の 安 定 や 国 民 経 済 発 展 の 観 点 か ら み

て も ，農 村 人 口 の 農 村 地 域 で の 定 着 は 必 要 で あ る 。そ

の た め ，中 国 の 農 村 地 域 に お い て は ，農 業 者 が 老 後 も

農 村 地 域 に 居 住 す る よ う な 条 件 改 善 が 政 策 上 重 要 で

あ り ，生 活 水 準 向 上 や 生 活 環 境 の 改 善 ，さ ら に 社 会 資

本 の 充 実 は ， 今 後 進 め て い く べ き 大 き な 課 題 で あ る 。

し た が っ て ，農 業 者 が 老 後 に 安 心 し て 農 村 地 域 で 生 活

し て い く た め に は ，具 体 的 に 道 路 の 整 備 や 公 共 施 設 な

ど の 居 住 環 境 の 改 善 な ど ，農 村 社 会 資 本 整 備 の 充 実 が

必 要 に な る 。一 方 ，精 神 的 に も 農 村 で 安 心 し て 暮 ら す

こ と が で き る よ う な 環 境 条 件 も 必 要 に な る 。そ の た め ，

農 業 者 が 老 後 も 農 村 で 暮 ら し や す い コ ミ ュ ニ テ ィ の

維 持 や 再 構 築 も 今 後 の 農 村 社 会 づ く り の 課 題 に な る 。 

な お ，若 年 者 が 農 村 に 定 着 で き れ ば ，親 世 代 も 農 村

に 住 み 続 け る 可 能 性 が 増 え る と 考 え ら れ る 。 そ こ で ，

若 年 世 代 の 農 村 で の 雇 用 機 会 を 増 や す こ と が 重 要 で

あ り ， た と え ば ， 農 産 物 の 産 地 化 ， あ る い は 農 産 物 加

工 や 当 地 域 に 適 切 な 新 作 物 の 導 入 な ど を 通 じ て ，農 業
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者 の 所 得 を 増 や す こ と が 対 応 策 と し て 考 え ら れ る 。  

つ ぎ に ，第 5 章 で は ，将 来 の 農 業 生 産 の 維 持 や 国 民

に 対 す る 食 料 の 安 定 供 給 に と っ て 重 要 な 課 題 と な っ

て い る 農 業 後 継 者 確 保 に 関 す る 課 題 に 着 目 し た 。枸 杞

栽 培 の 産 地 化 が 進 ん で い る も の の 農 業 後 継 者 不 足 問

題 が 深 刻 化 し て い る 巴 彦 淖 尓 市 烏 拉 特 前 旗 先 鋒 鎮 を

対 象 に ， 1 0 2 名 の 農 業 後 継 候 補 者 を 対 象 と し た 就 農 意

向 に 関 す る 聞 き 取 り 調 査 を 行 い ，農 業 後 継 者 の 属 性 と

関 連 さ せ て ，農 業 後 継 者 確 保 に 関 す る 具 体 的 な 要 因 分

析 を 行 い ，農 業 後 継 者 に な る 可 能 性 が 高 い 後 継 者 候 補

タ イ プ を 検 討 し た 。  

そ の 結 果 ，当 地 域 で は ，一 般 的 に 農 業 後 継 候 補 者 の

就 農 意 向 は 弱 く ，現 状 よ り も 就 農 条 件 や 生 活 条 件 が 大

幅 に 改 善 し な け れ ば ，当 地 域 で は 農 業 後 継 者 を 確 保 す

る の が 難 し い こ と が 明 ら か に な っ た 。  

た だ し ，年 間 農 業 所 得 の 4 割 増 加 ，農 繁 期 1 日 当 た

り 8 時 間 の 労 働 時 間 ，巴 彦 淖 尓 市 中 心 部 へ の 移 動 時 間

を 2 時 間 と 想 定 し た 場 合 に は ， 5 0 %以 上 の 就 農 可 能 性

が あ る 農 業 後 継 候 補 者 の タ イ プ は 存 在 し て い る 。そ う

し た タ イ プ の 後 継 候 補 者 に 共 通 し て い る の は ，す べ て

地 元 で 暮 ら し て い る 点 で あ る 。ま た ，そ う し た タ イ プ

の な か で も ， タ イ プ 1 8 (フ リ ー タ ー ， 地 元 ， 3 0～ 3 5 歳
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未 満 ， 男 性 )に 該 当 す る 後 継 候 補 者 は 比 較 的 人 数 が 多

い 。 そ の た め ， 当 地 域 の 現 状 を 考 慮 す る と ， 就 農 条 件

や 生 活 条 件 を 追 求 す る う え で ，① 枸 杞 な ど の 農 産 物 の

単 位 面 積 あ た り 収 穫 量 の 増 加 に よ る 農 産 物 の 販 売 額

の 向 上 ，② 栽 培 や 収 穫 の 手 間 が あ ま り か か ら な い 枸 杞

の 品 種 改 良 あ る い は 新 品 種 の 開 発 ，③ 生 活 利 便 性 向 上

の た め の 巴 彦 淖 尓 市 中 心 部 へ の 移 動 時 間 短 縮 が 重 要

な こ と を 指 摘 し た 。  

以 上 述 べ た よ う に ，本 研 究 で は ，抽 象 的 な 議 論 や 提

言 が 多 く 行 わ れ て 既 存 研 究 と は 違 い ，農 村 現 地 調 査 結

果 に 基 づ い て ，① 農 業 者 の 老 後 居 住 地 の 選 択 意 向 と そ

れ に 影 響 す る 要 因 の 把 握 や ，② 将 来 就 農 可 能 性 が 比 較

的 高 い 農 業 後 継 候 補 者 タ イ プ の 把 握 と 後 継 者 を 確 保

す る た め に 必 要 と な る 農 業 生 産 条 件 や 生 活 条 件 の 改

善 水 準 の 算 出 を 多 変 量 解 析 法 を 用 い て 行 っ た 。従 来 の

研 究 で は ，中 国 農 村 地 域 に お い て 農 業 後 継 者 確 保 に 必

要 と さ れ る 農 業 生 産 条 件 や 生 活 条 件 の 改 善 水 準 や ，農

村 か ら 都 市 へ の 人 口 移 動 要 因 を 数 量 的 に 分 析 し た 研

究 は み ら れ ず ，本 研 究 で は ，中 国 農 村 地 域 の 今 後 の 定

住 促 進 要 因 の 解 明 や 農 業 後 継 者 確 保 の た め の 生 活 環

境 の 改 善 水 準 に 関 し て ，新 し い 知 見 を 提 供 す る こ と が

で き た 。  
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と こ ろ で ，今 後 の 健 全 な 社 会 発 展 を 実 現 す る た め に

は ，農 村 と 都 市 の 地 域 的 な バ ラ ン ス を よ く 取 り な が ら ，

国 民 に 対 す る 食 料 供 給 基 地 と し て の 役 割 を も つ 農 村

に お い て 人 口 定 着 を は か る こ と が 非 常 に 重 要 な 意 義

を 持 つ 。 一 方 ， 中 国 の 農 村 地 域 の 現 状 を 踏 ま え る と ，

短 期 間 に 農 村 地 域 内 の 社 会 資 本 や 生 活 環 境 を 大 幅 に

改 善 ・ 充 実 は で き な い の も 現 実 で あ る 。 し か し ， 今 後

も 農 村 で の 生 活 条 件 が 大 き く 改 善 さ れ な け れ ば ，都 市

に 移 住 す る 農 業 者 は 現 在 よ り も 増 え る 可 能 性 が あ り ，

将 来 農 業 後 継 者 に な る 可 能 性 が あ る 若 年 農 村 人 口 も

確 保 で き な い 可 能 性 が あ る 。し た が っ て ，今 後 の 農 村

人 口 の 定 着 の た め ，農 村 地 域 に お い て ，農 村 人 口 を 定

着 さ せ る こ と は 政 策 上 重 要 で あ り ，短 期 間 で 大 幅 な 改

善 は 難 し い も の の 生 活 環 境 の 改 善 や 社 会 資 本 の 整

備 ・ 充 実 は 今 後 取 り 込 む べ き 重 要 課 題 で あ る 。  

以 上 の よ う に ，農 村 地 域 に お い て 農 業 後 継 者 の 確 保

を は か り ， 農 村 の 食 料 供 給 機 能 を 維 持 す る と と も に ，

都 市 部 と バ ラ ン ス の と れ た 生 活 を 実 現 す る た め に は ，

長 期 的 視 点 で 農 村 地 域 の 農 業 生 産 条 件 や 生 活 環 境 の

大 幅 改 善 を 検 討 す る 必 要 が あ る が ，そ の 際 に は ，短 期

的 目 標 も 設 定 し な が ら ，着 実 に 農 業 生 産 条 件 や 生 活 環

境 の 改 善 を 図 っ て い く こ と が 現 実 的 で あ ろ う 。そ の 場
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合 ， 短 期 的 な 改 善 目 標 の 設 定 が ， ど の 程 度 ， 食 料 提 供

機 能 の 改 善 や 生 活 水 準 の 向 上 を 実 現 す る 可 能 性 を 有

し て い る の か を 検 討 す る う え で ，本 研 究 で 適 用 し た 判

別 分 析 法 を は じ め と し た 多 変 量 解 析 法 は ，大 い に 有 用

性 を 発 揮 す る も の と 期 待 さ れ る 。  
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論 文 要 旨  
 

本 研 究 で は ，中 国 農 村 地 域 の 持 続 的 な 発 展 の 視 点 か

ら ，具 体 的 に 農 業 者 の 老 後 居 住 地 の 選 択 意 向 ，農 業 後

継 者 の 就 農 意 向 と 就 農 影 響 要 因 に 関 わ る 課 題 を 取 り

扱 い ， 現 地 調 査 や 数 量 的 な 分 析 を 行 い ， 考 察 し た 。  

第 1 章 で は ，中 国 に お け る 農 村 人 口 の 変 化 を 確 認 し

た 。 1 9 8 0 年 代 以 降 ，「 改 革 開 放 」 政 策 影 響 で ， 農 村 の

過 剰 労 働 力 は ，農 業 か ら 非 農 業 の 郷 鎮 企 業 や 都 市 建 設

へ 多 く 移 動 し 始 め た 。 1 9 9 0 年 代 初 期 か ら ， 中 国 経 済

も 高 度 成 長 期 に 入 り ，社 会 の 都 市 化 や 工 業 化 が 進 展 す

る な か で ，若 年 労 働 力 を 中 心 と し た 農 村 人 口 は 世 帯 所

得 を 増 や す と い っ た 目 的 で ，都 市 移 動 が 活 発 化 し て い

っ た 。 当 然 ， 農 村 人 口 の 都 市 移 動 に よ っ て ， あ る 程 度

農 村 住 民 の 生 活 水 準 も 改 善 さ れ た 。ま た ，農 村 人 口 の

都 市 移 動 に よ っ て ，多 く の 労 働 力 が 都 市 建 設 に 貢 献 し

た 。そ の 一 方 ，多 く の 農 村 人 口 の 都 市 へ の 移 動 の 影 響

で ， 現 在 ， 農 村 定 住 人 口 が 減 少 し て い る 。 ま た ， 農 業

に 従 事 す る 人 口 の 高 齢 化 も 進 ん で い る 。  

そ こ で ，第 2 章 で は ，こ れ ま で の 中 国 農 村 人 口 の 都
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市 移 動 に 関 す る 既 存 研 究 を レ ビ ュ ー し た 。既 存 研 究 の

な か に は ，農 村 人 口 の 都 市 移 動 の 是 非 を 検 討 す る 研 究

も 認 め ら れ ，中 国 の 農 村 ・ 農 業 が 置 か れ て い る 現 状 や

実 態 を 把 握 す る う え で は 大 変 参 考 に な る 。し か し ，こ

れ ま で の 既 存 研 究 の 多 く は ，農 村 人 口 移 動 に 関 係 す る

諸 要 因 の 数 量 的 な 評 価 は 十 分 に 行 わ れ て こ な か っ た 。

し た が っ て ，農 業 者 の 老 後 に お け る 居 住 地 選 択 意 向 と

そ れ に 影 響 す る 要 因 の 数 量 的 把 握 は ，農 村 地 域 か ら 都

市 へ 向 け て の 将 来 の 人 口 移 動 量 の 推 定 や ，都 市 と 農 村

で 必 要 と な る 社 会 資 本 や 環 境 条 件 の 整 備 内 容 の 検 討

に と っ て 重 要 で あ る 。 ま た ， 農 業 労 働 力 の 確 保 は ， 農

業 生 産 の 維 持 や 国 民 に 対 す る 食 料 の 安 定 的 供 給 に も

影 響 を 与 え る 。  

し た が っ て ，第 3 章 で は ，農 業 者 の 老 後 に お け る 居

住 地 選 択 意 向 と そ れ に 影 響 す る 要 因 の 把 握 や ，農 業 後

継 候 補 者 の 就 農 意 向 お よ び 就 農 意 向 に 影 響 し て い る

要 因 に 関 す る 数 量 化 分 析 の 重 要 性 を 指 摘 し た 。  

 そ れ を 受 け て ，第 4 章 で は ，具 体 的 に ど の よ う な 属

性 を も っ た 農 村 居 住 者 が 都 市 へ の 移 動 を 希 望 す る か ，

あ る い は ，ど の よ う な 農 村 居 住 者 が 将 来 的 に も 農 村 に

継 続 し て 居 住 す る 可 能 性 が あ る の か を 念 頭 に お い て ，

地 域 別 の 合 計 1 6 4 名 を 対 象 に ，老 後 居 住 地 の 選 択 意 向
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に 関 す る 聞 き 取 り 調 査 で 得 ら れ た 農 業 者 老 後 居 住 地

選 択 意 向 の 調 査 デ ー タ を 多 変 量 解 析 法 に よ り 分 析 し ，

老 後 居 住 地 選 択 意 向 に 影 響 を 与 え て い る 要 因 を 明 ら

か に し た 。  

そ の 結 果 ， 経 済 的 要 因 ,  個 人 的 ・ 家 族 的 要 因 ， 人 間

関 係 的 要 因 お よ び 都 市・農 村 に 対 す る 選 好 度 が 農 業 者

の 老 後 居 住 地 の 選 択 意 向 に 影 響 し て い る こ と や ,老 後

も 農 村 に 住 み 続 け る 意 向 が あ る 農 業 者 の な か に も ,積

極 的 な 農 村 居 住 す る 農 業 者 と 消 極 的 の 意 味 合 い で 農

村 に 住 み 続 け る 農 業 者 が 存 在 し て い る こ と 等 が 明 ら

か に な っ た 。  

な お ，若 年 者 が 農 村 に 定 着 で き れ ば ，親 世 代 も 農 村

に 住 み 続 け る 可 能 性 が 増 え る と 考 え ら れ る 。し た が っ

て ，若 年 世 代 の 農 村 で の 雇 用 機 会 を 増 や す こ と が 重 要

で あ る 。 そ こ で ， 第 5 章 で は ， 将 来 の 農 業 生 産 の 維 持

や 国 民 食 料 の 安 定 供 給 に と っ て 重 要 な 課 題 と な っ て

い る 農 業 後 継 者 に 関 す る 課 題 に 着 目 し た 。農 業 後 継 者

不 足 問 題 が 深 刻 化 し て い る 巴 彦 淖 尓 市 烏 拉 特 前 旗 先

鋒 鎮 を 対 象 に ， 1 0 2 名 の 農 業 後 継 候 補 者 を 対 象 と し た

就 農 意 向 に 関 す る 聞 き 取 り 調 査 を 行 い ，農 業 後 継 者 の

属 性 と 関 連 さ せ て ，農 業 後 継 者 確 保 に 関 す る 具 体 的 な

要 因 分 析 を 行 い ，農 業 後 継 者 に な る 可 能 性 が 高 い 後 継
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者 候 補 タ イ プ を 検 討 し た 。  

そ の 結 果 ，当 地 域 で は ，一 般 的 に 農 業 後 継 候 補 者 の

就 農 意 向 は 弱 く ，現 状 よ り も 就 農 条 件 や 生 活 条 件 が 大

幅 に 改 善 し な け れ ば ，当 地 域 で は 農 業 後 継 者 を 確 保 す

る の が 難 し い こ と が 明 ら か に な っ た 。た だ し ，年 間 農

業 所 得 の 4 割 増 加 ，農 繁 期 1 日 当 た り 8 時 間 の 労 働 時

間 ，巴 彦 淖 尓 市 中 心 部 へ の 移 動 時 間 を 2 時 間 と 想 定 し

た 場 合 に は ， 5 0 %以 上 の 就 農 可 能 性 が あ る 農 業 後 継 候

補 者 の タ イ プ は 存 在 し て い る 。そ う し た タ イ プ の 後 継

候 補 者 に 共 通 し て い る の は ，す べ て 地 元 で 暮 ら し て い

る 点 で あ る 。そ う し た タ イ プ の な か で も ，タ イ プ 1 8 (フ

リ ー タ ー ， 地 元 ， 3 0～ 3 5 歳 未 満 ， 男 性 )に 該 当 す る 後

継 候 補 者 は 比 較 的 人 数 が 多 い 。し た が っ て 今 後 は ，タ

イ プ 1 8 の 農 業 後 継 候 補 者 を 中 心 に 農 業 後 継 者 を 育 成

支 援 す る の が ，農 業 後 継 者 育 成 対 策 と し て は 効 果 的 で

あ る と い え る 。  

第 6 章 で は ，本 研 究 を ま と め ，今 後 の 農 村 人 口 の 定

着 の た め に は ，農 村 地 域 に お い て 農 村 後 継 者 の 確 保 を

は か り ，農 村 の 食 料 供 給 機 能 を 維 持 す る と と も に ，短

期 的 目 標 も 設 定 し な が ら ，着 実 に 生 活 環 境 の 改 善 を 図

っ て い く こ と が 現 実 的 な 対 策 で あ る こ と を 指 摘 し た 。
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Summary 

 

 ( T h e  1 s t  C h a p t e r )  

  I n  C h i n a ,  t h e  t r e n d  o f  d e m o g r a p h i c  s h i f t  f r o m  r u r a l  

r e g i o n s  t o  c i t i e s  h a s  c h a n g e d  b a s e d  o n  t h e  d e v e l o p m e n t  

o f  C h i n e s e  e c o n o m y  a n d  s o c i e t y .  I n  r e c e n t ,  t h e  

d e m o g r a p h i c  s h i f t  h a s  b e c o m e  s t r o n g .  O f  c o u r s e ,  s u c h  

a  c h a n g e  h a s  c o n t r i b u t e d  t o  t h e  i n c o m e  i m p r o v e m e n t  o f  

f a r m  h o u s e h o l d s  a n d  d e v e l o p m e n t  o f  s o c i a l  c a p i t a l s  i n  

c i t i e s .  B u t ,  o n  t h e  o t h e r  s i d e ,  i t  i s  c a u s i n g  s e v e r a l  

p r o b l e m s  s u c h  a s  t h e  i n c r e a s e  o f  t h e  r a t i o  o f  a g e d  

d w e l l e r s  a n d  f a r m e r s  i n  r u r a l  r e g i o n  a n d  d e c l i n e  o f  

t h e  p o t e n t i a l i t y  o f  f o o d  p r o d u c t i o n ,  S o ,  i n  t h e  

d o c t o r a l  t h e s i s ,  I  w i l l  f o c u s  o n  t h e s e  p r o b l e m s ,  a n d  

a n a l y z e  m a i n l y  t h e  f a r m e r’ s  c h o i c e  o f  l i v i n g  p l a c e  

a f t e r  r e t i r e m e n t  a n d  t h e  i n t e n s i o n  o f  c a n d i d a t e s  o f  

a g r i c u l t u r a l  s u c c e s s o r  a n d  f a c t o r s  i n f l u e n c i n g  o n  t h e  

p o s s i b i l i t y  t o  e n g a g e  i n  a g r i c u l t u r e .  I n  o r d e r  t o  

s e t t l e  o u t  t h e s e  p r o b l e m s ,  t h e  f a c t o r  c a u s i n g  t h e m  

m u s t  b e  a n a l y z e d  a n d  i t  i s  d e s i r a b l e  t o  a c q u i r e  a n y  

u s e f u l  i n f o r m a t i o n  a b o u t  t a c k l i n g  w i t h  t h e s e  

p r o b l e m s .  

 I  o u t l i n e d  t h e  t r e n d  o f  t h e  n u m b e r  o f  p o p u l a t i o n  

d w e l l i n g  i n  r u r a l  r e g i o n s  a n d  t h a t  o f  d e m o g r a p h i c  
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s h i f t  f r o m  r u r a l  r e g i o n s  t o  c i t i e s  m a i n l y  b a s e d  o n  t h e  

s t a t i s t i c a l  d a t a .  I n  1 9 7 0 s ,  t h e  d e m o g r a p h i c  s h i f t  o f  

f e m a l e  a n d  a g e d  p e r s o n s  o c c u r r e d  f o r  r e a s o n  o f  t h e  

r e l a x a t i o n  o f  r e s t r a i n t s  f o r  t h e  d e m o g r a p h i c  s h i f t .  

A t  t h e  b e g i n n i n g  o f  1 9 9 0 s ,  C h i n a  e n t e r e d  t o  t h e  e r a  

o f  h i g h  r a t e  e c o n o m i c  g r o w t h ,  a n d  t h e  d e m o g r a p h i c  

s h i f t  h a s  b e c o m e  a c t i v e .  A l t h o u g h  t h e  d e m o g r a p h i c  

s h i f t  h a s  c o n t r i b u t e d  t o  d e c r e a s e  t h e  n u m b e r  o f  

o v e r a b u n d a n t  l a b o r e r s  a n d  i m p r o v e  t h e  l i v i n g  s t a n d a r d  

i n  r u r a l  r e g i o n s ,  t h e  r a t i o  o f  a g e d  f a r m e r s  h a s  

i n c r e a s e d .  

 

( T h e  2 n d  C h a p t e r )  

 I  r e v i e w e d  2 7  s t u d i e s  ( p a p e r s )  a b o u t  d e m o g r a p h i c  

s h i f t  f r o m  r u r a l  r e g i o n s  t o  c i t i e s  i n  C h i n a .  T h e s e  

p r e v i o u s  s t u d i e s  h a v e  a n a l y z e d  t h e  r i g h t  a n d  w r o n g  o f  

t h e  d e m o g r a p h i c  s h i f t ,  a n d  c h a r a c t e r i s t i c s  o f  t h e  

d e m o g r a p h i c  s h i f t  a n d  c h a n g e  o f  t h e  d e m o g r a p h i c  

s t r u c t u r e  h a s  b e e n  a n a l y z e d  f r o m  t h e  s t a n d p o i n t  o f  

s o c i o l o g y  a n d  a g r i c u l t u r a l  e c o n o m i c s .  F u r t h e r m o r e ,  

t h e s e  s t u d i e s  h a v e  s h o w n  t h e  c h a n g e  o f  C h i n e s e  r u r a l  

s t r u c t u r e  a n d  o c c u r r e n c e  o f  d e p o p u l a t i o n  a n d  e c o n o m i c  

d e c l i n e  i n  r u r a l  r e g i o n s .  
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( T h e  3 r d  C h a p t e r )  

H o w e v e r ,  m a n y  o f  t h e  p r e v i o u s  s t u d i e s  h a v e  s h o w n  o n l y  

t h e  g e n e r a l  s i t u a t i o n  a n d  o p i n i o n s  a b o u t  t h e  

d e m o g r a p h i c  s h i f t ,  a n d  t h e  f a c t o r s  i n f l u e n c i n g  o n  t h e  

d e m o g r a p h i c  s h i f t  h a v e  n o t  b e e n  e v a l u a t e d  

q u a n t i t a t i v e l y .  S o ,  I  p o i n t e d  o u t  t h e  i m p o r t a n c e  o f  

t h e  q u a n t i t a t i v e  a n a l y s i s  a b o u t  t h e  p r o b l e m s ,  w h i c h  

h a v e  b e e n  o c c u r r e d  b y  t h e  d e m o g r a p h i c  s h i f t .  A n d ,  I  

e x p l a i n e d  t h e  o u t l i n e s  a n d  i m p o r t a n c e  o f  q u a n t i t a t i v e  

a n a l y s i s  o f  t h e  c h o i c e  o f  l i v i n g  p l a c e  a f t e r  

r e t i r e m e n t  o f  C h i n e s e  f a r m e r s  a n d  f a c t o r s  a f f e c t i n g  

o n  t h e  c h o i c e  a n d  t h a t  o f  t h e  i n t e n s i o n  o f  c a n d i d a t e s  

o f  a g r i c u l t u r a l  s u c c e s s o r  a n d  f a c t o r s  i n f l u e n c i n g  o n  

t h e  p o s s i b i l i t y  t o  e n g a g e  i n  a g r i c u l t u r e ,  w h i c h  a r e  

t a k e n  u p  i n  t h e  f o l l o w i n g  t w o  c h a p t e r s . .  

 

( T h e  4 t h  C h a p t e r )  

I  a n a l y z e d  t h e  f a r m e r’ s  c h o i c e  o f  l i v i n g  p l a c e  a f t e r  

r e t i r e m e n t  b a s e d  o n  t h e  r e s u l t s  o f  t h e  s u r v e y  f o r  r u r a l  

f a r m e r s  d w e l l i n g  i n  t h r e e  l o c a l  a r e a s  i n  B a y a n n a o e r  

c i t y ,  I n n e r  M o n g o l i a ,  i n  a p p l i c a t i o n  w i t h  H a y a s h i’ s  

q u a n t i f i c a t i o n  t h e o r y  I I .   T h e  e c o n o m i c  s i t u a t i o n  o f  

t h e  t h r e e  a r e a s  i s  d i f f e r e n t  w i t h  e a c h  o t h e r .  F o r  t h e  

a n a l y s i s ,  I  s u r v e y e d  1 6 4  f a r m e r s  d w e l l i n g  i n  t h r e e  
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r u r a l  v i l l a g e s  l o c a t e d  o n  B a y a n n a o e r  c i t y .  T h e i r  a g e s  

a r e  r a n g e d  f r o m  4 5  y e a r s  t o  6 0  y e a r s .  A s  a  r e s u l t  o f  

t h e  a p p l i c a t i o n  o f  H a y a s h i’ s  q u a n t i f i c a t i o n  t h e o r y  

I I ,  t h e  f o l l o w i n g  p o i n t s  h a v e  b e c o m e  c l e a r .  

 ( 1 )  T h e  f a c t o r s  i n f l u e n c i n g  o n  t h e  c h o i c e  o f  l i v i n g  

p l a c e  a r e  m a i n l y  c o m p o s e d  o f  e c o n o m i c  f a c t o r s ,  

i n d i v i d u a l  a n d  f a m i l y  f a c t o r s ,  h u m a n  r e l a t i o n s h i p  i n  

r u r a l  c o m m u n i t y  a n d  d i f f e r e n c e  o f  t h e  p r e f e r e n c e  f o r  

r u r a l  a r e a s  o r  c i t i e s .  ( 2 )  P o s i t i v e  p r e f e r e n c e  f o r  

l i v i n g  i n  r u r a l  a r e a s  i s  i n f l u e n c e d  b y  t h e  c a l m  l i v i n g  

c i r c u m s t a n c e s ,  g o o d  h u m a n  r e l a t i o n s h i p  i n  t h e  r u r a l  

c o m m u n i t y  a n d  d w e l l i n g  o f  f a r m e r s’  c h i l d r e n  i n  t h e  

s a m e  r u r a l  a r e a .  ( 3 )  M o r e o v e r ,  t h e r e  a r e  t w o  t y p e s  o f  

f a r m e r s  t o  c h o o s e  r u r a l  a r e a s  a f t e r  r e t i r e m e n t .  T h e r e  

a r e  f a r m e r s ,  w h o  h a v e  p o s i t i v e  i n t e n s i o n  f o r  l i v i n g  

i n  r u r a l  a r e a s ,  a n d  t h o s e ,  w h o  h a v e  n e g a t i v e  

i n t e n s i o n .  

 

( T h e  5 t h  C h a p t e r )  

I  a n a l y z e d  t h e  i n t e n s i o n  o f  c a n d i d a t e s  o f  

a g r i c u l t u r a l  s u c c e s s o r  a b o u t  t h e  e n g a g e m e n t  i n  

a g r i c u l t u r e ,  f a c t o r s  i n f l u e n c i n g  o n  t h e  p o s s i b i l i t y  

t o  e n g a g e  i n  a g r i c u l t u r e  a n d  t h e  p o s s i b i l i t y  o f  t h e  

i n t e n s i o n  c h a n g e  f o r  e a c h  c a n d i d a t e  i n  a p p l i c a t i o n  
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w i t h  m u l t i v a r i a t e  a n a l y s i s .  C o n c r e t e l y  s p e a k i n g ,  I  

a n a l y z e d  r e l a t i o n s  b e t w e e n  t h e  i n t e n s i o n  t o  e n g a g e  i n  

a g r i c u l t u r e  a n d  f a c t o r s  i n f l u e n c i n g  o n  t h e  

p o s s i b i l i t y  o f  t h e  e n g a g e m e n t  t a r g e t i n g  f o r  1 0 2  

c a n d i d a t e s  o f  a g r i c u l t u r a l  s u c c e s s o r  d w e l l i n g  o r  

g r o w n  u p  i n  X i a n f e n g  a r e a  l o c a t e d  o n  B a y a n n a o e r  c i t y  

i n  I n n e r  M o n g o l i a  i n  a p p l i c a t i o n  w i t h  d i s c r i m i n a n t  

a n a l y s i s .  M o r e o v e r ,  i n  o r d e r  t o  c o n s i d e r  t h e  

p o s s i b i l i t y  o f  t h e  i n t e n s i o n  c h a n g e  f r o m  

u n - e n g a g e m e n t  t o  e n g a g e m e n t ,  I  a l s o  c a l c u l a t e d  

i m p r o v e d  s c o r e s  o f  t h e  d i s c r i m i n a n t  f u n c t i o n  f o r  e a c h  

c a n d i d a t e  u n d e r  t h e  c o n d i t i o n  t h a t  t h e  i m p r o v e m e n t  o f  

l i v i n g  c o n d i t i o n s  w o u l d  b e  r e a l i z e d .  A s  a  r e s u l t ,  t h e  

f o l l o w i n g  p o i n t s  h a v e  b e c o m e  c l e a r .  

( 1 )  G e n e r a l l y  s p e a k i n g ,  t h e  i n t e n s i o n  f o r  t h e  

c a n d i d a t e s  t o  e n g a g e  i n  a g r i c u l t u r e  i s  w e a k ,  a n d  i t  

i s  v e r y  d i f f i c u l t  f o r  t h e  a r e a  t o  g e t  s u f f i c i e n t  n u m b e r  

o f  t h e  c a n d i d a t e s ,  e v e n  i f  t h e  s i t u a t i o n  r e l a t i n g  t o  

t h e  f a c t o r s  w o u l d  b e  i m p r o v e d .  ( 2 )  H o w e v e r ,  i n  c a s e  

o f  t h e  c a n d i d a t e s ,  w h o  a r e  f r e e  w o r k e r ,  l i v i n g  i n  t h e  

r e g i o n ,  e q u a l  t o  o r  o l d e r  t h a n  3 0  y e a r s ,  y o u n g e r  t h a n  

3 5  y e a r s  a n d  m a l e ,  t h e  p o s s i b i l i t y  i s  r e l a t i v e l y  h i g h .  

T h e n ,  i t  i s  i m p o r t a n t  f o r  t h e  t o w n  a n d  c i t y  t o  a d o p t  

e f f e c t i v e  p o l i c i e s  t o  s e c u r e  t h e  s u c c e s s o r s  t a r g e t i n g  
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f o r  t h o s e  c a n d i d a t e s .   

 

( T h e  6 t h  C h a p t e r )  

 I  h a v e  s u m m e d  u p  t h e  c o n t e n t s  o f  t h e  d o c t o r a l  t h e s i s .  

J u d g i n g  f r o m  t h e  p r e s e n t  c o n d i t i o n s  s u r r o u n d i n g  r u r a l  

r e g i o n s ,  i t  i s  d i f f i c u l t  t o  d e v e l o p  s o c i a l  

i n f r a s t r u c t u r e s  a n d  i m p r o v e  l i v i n g  c i r c u m s t a n c e s  i n  

t h e  s h o r t  t e r m .  H o w e v e r ,  i f  f u r t h e r  d e m o g r a p h i c  f l o w  

f r o m  r u r a l  r e g i o n s  t o  c i t i e s  w o u l d  p r o c e e d ,  s o c i a l  

i n f r a s t r u c t u r e s  a n d  l i v i n g  c i r c u m s t a n c e s  i n  c i t i e s  

m a y  r e c e i v e  h e a v y  b u r d e n s .  T h e r e f o r e ,  m a n y  k i n d s  o f  

i n f r a s t r u c t u r e s  s u c h  a s  c a r e  h o m e s ,  t r a f f i c  

f a c i l i t i e s  a n d  s o  o n  s h o u l d  b e  p r e p a r e d  f o r  c i t i e s .  

L i k e w i s e ,  f r o m  t h e  s t a n d p o i n t  o f  s t a b l e  s o c i a l  

d e v e l o p m e n t  a n d  e c o n o m i c  d e v e l o p m e n t ,  p e r m a n e n t  

r e s i d e n c y  o f  f a r m e r s  i n  r u r a l  r e g i o n s  b e c o m e s  

n e c e s s a r y .  T h e n ,  a l s o  f o r  r u r a l  r e g i o n s ,  t h e  

i m p r o v e m e n t  o f  i n f r a s t r u c t u r e  i s  i m p o r t a n t .  A t  t h e  

s a m e  t i m e ,  m a i n t e n a n c e  a n d  r e c o n s t r u c t i o n  o f  t h e  r u r a l  

c o m m u n i t y ,  w h i c h  l e a d  t o  s a f e  l i f e ,  b e c o m e  s u b j e c t  i n  

f u t u r e .  

 B y  t h e  w a y ,  i n  o r d e r  t o  s e c u r e  s u f f i c i e n t  n u m b e r  o f  

a g r i c u l t u r a l  s u c c e s s o r s ,  m a i n t a i n  t h e  f u n c t i o n  t o  

s u p p l y  f o o d s  f o r  C h i n e s e  p e o p l e  a n d  r e a l i z e  t h e  l i v i n g  
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s t a n d a r d s  i n  r u r a l  r e g i o n s  b a l a n c e d  w i t h  t h a t  i n  

c i t i e s ,  i t  i s  n e c e s s a r y  t o  c o n s i d e r  t h e  w i d e  

i m p r o v e m e n t  o f  l i v i n g  c o n d i t i o n s  i n  r u r a l  r e g i o n s .  

W h e n  c o n s i d e r i n g  s u c h  i m p r o v e m e n t ,  i t  i s  r e a l i s t i c  w a y  

t o  i m p r o v e  t h e  c o n d i t i o n s  s t e p  b y  s t e p  b y  s e t t i n g  

s h o r t - t e r m  g o a l s .  I n  t h i s  c a s e ,  w h e n  c o n s i d e r i n g  t h e  

p o s s i b i l i t y  o f  t h e  i m p r o v e m e n t  o f  f o o d  s u p p l y  f u n c t i o n  

a n d  l i v i n g  s t a n d a r d ,  i t  i s  e x p e c t e d  t h a t  m u l t i v a r i a t e  

a n a l y s i s  s u c h  a s  d i s c r i m i n a n t  a n a l y s i s  i s  u s e f u l  f o r  

f u l f i l l i n g  t h e  p u r p o s e .  
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基礎となる学術論文  

 

１ ． 題 目  :  中 国 内 蒙 古 に お け る 農 業 後 継 者 の 就 農 意 向 と

就 農 影 響 要 因 に 関 す る 考 察  

     ― 多 変 量 解 析 法 の 適 用 ―  

   著 者 名  :  周  雪 琼    能 美  誠  

   学 術 雑 誌 名  巻 ・ 号 ・ 頁  :  

  農 業 生 産 技 術 管 理 学 会 誌   

第 18卷  第 4号  pp.1 51～ 158  

   出 版 :■   オ ン ラ イ ン 公 表 ： □   受 理 :□  

  発 表 年 月 又 は 受 理 年 月 日 （ 発 表 予 定 年 月 ） :  

  201 2年 3月 1 5日  

  (本 学 位 論 文 の 第 5章 )  

２ ． 題 目  :  中 国 農 業 者 の 老 後 居 住 地 選 択 意 向 と そ の 要 因

に 関 す る 考 察  

  － 中 国 内 蒙 古 巴 彦 淖 尔 市 の 農 村 地 域 を 事 例 と し て －  

   著 者 名  :  周  雪 琼    能 美  誠  

   学 術 雑 誌 名  巻 ・ 号 ・ 頁  :  

  地 域 農 林 経 済 学 会 学 会 誌 『 農 林 業 問 題 研 究 』   

第 49卷 ・ 第 １ 号 ( 190号 )   p p.1 06～ 11 2  

   出 版 :■   オ ン ラ イ ン 公 表 ： □   受 理 :  □  

  発 表 年 月 又 は 受 理 年 月 日 （ 発 表 予 定 年 月 ） :  

2013年 6月   

(本 学 位 論 文 の 第 4章 )  
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謝辞  

日 本 に 留 学 以 来 ， 専 門 知 識 の 勉 強 や 研 究 を 一 生 懸 命 に

頑 張 り な が ら ， さ ま ざ ま な 国 際 交 流 活 動 が 参 加 で き ま し

た 。 1 2 年 近 く の 日 本 で の 生 活 な か で ， 辛 い こ と や 楽 し い

こ と を 味 わ い ， す べ て が い い 思 い 出 に な り ま し た 。 い よ

い よ ， 博 士 課 程 の 修 了 時 期 に 迎 え る に 至 り ， 光 陰 矢 の 如

し だ と 感 じ ま し た 。  

本 研 究 の 実 施 に あ た り ， 博 士 論 文 を 完 成 し 提 出 で き る

ま で ， 主 指 導 教 員 で あ る 鳥 取 大 学 農 学 部 の 能 美 誠 教 授 に

心 よ り 感 謝 す る 次 第 で す 。 私 に と っ て ， 能 美 誠 教 授 は ，

自 分 の 恩 師 で あ り ， 父 親 の よ う な 存 在 で す 。  

自 分 の 人 生 の な か で ， 先 生 と の 出 会 い の お か げ で ， 私

の 人 生 も 大 き く 変 わ り ま し た 。先 生 の ご 指 導 を い た だ き ，

そ の 他 数 え ら れ な い 御 恩 を い た だ い た こ と は ， と て も 幸

せ で ， 感 謝 し ま す 。 能 美 先 生 と の 出 会 い は ， 私 の 人 生 の

貴 重 な 財 産 に な り ま し た 。 先 生 の 学 問 に 対 す る 真 剣 な 研

究 姿 勢・熱 意 ，真 面 目 な 態 度 ，そ し て 豊 富 な 知 識 を 持 ち ，

上 品 な 人 格 は ， 私 の 人 生 に 大 き な 影 響 を 与 え ま し た 。 将

来 は ， 能 美 先 生 の よ う な 人 間 に な り た い と 強 く 思 っ て い

ま す 。 能 美 教 授 と ご 家 族 に 厚 く 感 謝 し ， お 礼 を 申 し 上 げ

ま す 。  

 ま た ， 博 士 課 程 に 在 籍 中 ， 島 根 大 学 農 学 部 教 授 伊 藤 勝

久 教 授 な ら び に 鳥 取 大 学 農 学 教 授 古 塚 秀 夫 に 懇 切 な ご 指
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導 と 最 後 の 博 士 学 位 論 文 の ご 校 閲 を 賜 り ま し た 。 厚 く お

礼 を 申 し 上 げ ま す 。  

 鳥 取 大 学 農 学 部 教 授 小 林 一 と 鳥 取 大 学 農 学 部 准 教 授 安

延 久 美 に は ， お 忙 し い 中 ， 私 の 博 士 学 位 論 文 に 対 し て 貴

重 な 提 案 と ご 校 閲 を 賜 り ま し た こ と に 心 よ り 感 謝 を 申 し

上 げ ま す 。  

 鳥 取 大 学 の 定 年 退 官 さ れ た 元 学 長 能 勢 隆 之 教 授 や ， 元

鳥 取 大 学 国 際 交 流 セ ン タ ー 長 の 若 良 二 教 授 ， 鳥 取 大 学 国

際 交 流 セ ン タ ー の 副 セ ン タ ー 長 の 竹 田 洋 志 先 生 を は じ め

の 鳥 取 大 学 国 際 交 流 セ ン タ ー の 皆 様 に も 厚 く 感 謝 を 申 し

上 げ ま す 。 2 0 1 0 年 か ら 現 在 至 る 鳥 取 大 学 国 際 交 流 セ ン タ

ー の 語 学 強 化 コ ー ス の 中 国 語 講 師 の 仕 事 を 任 せ て い た だ

い た こ と は ， 大 変 い い 経 験 に な り ま し た 。 日 本 の 学 生 た

ち に 教 え な が ら ，自 分 も い い 勉 強 に な り ま し た 。長 い 間 ，

ご 応 援 を し て い た だ き ， 誠 に あ り が と う ご ざ い ま し た 。

熱 心 で 中 国 語 を 習 う 日 本 の 学 生 た ち に も 感 謝 し ま す 。  

 ま た ， 鳥 取 大 学 に 在 学 中 ， 財 団 法 人 鳥 取 県 国 際 交 流 財

団 ， 日 本 学 生 支 援 機 構 ， 鳥 取 大 学 国 際 交 流 セ ン タ ー ， 公

益 財 団 法 人 ロ ー タ リ ー 米 山 記 念 奨 学 会 な ら び に 鳥 取 ロ ー

タ リ ー ク ラ ブ か ら 奨 学 金 を い た だ く こ と が で き て ， 経 済

的 に 大 変 助 か り ま し た 。 な お ， 2 0 1 2 年 度 に ロ ー タ リ ー 米

山 奨 学 生 と し て ， 鳥 取 ロ ー タ リ ー ク ラ ブ に 所 属 し て い た

際 に お け る ， 各 職 業 の 達 人 で あ る ロ ー タ リ ア ン の 皆 様 方

と の 付 き 合 い は ， 社 会 的 に 大 変 い い 勉 強 に な り ま し た 。  
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 さ ら に ， 鳥 取 市 湖 山 保 育 園 の 園 長 先 生 を は じ め の 優 し

い 先 生 方 に ， 日 常 か ら 息 子 と 娘 の 保 育 を し て い た だ い た

お か げ で ， 私 が 安 心 し て 自 分 の 専 門 研 究 を 継 続 す る こ と

が で き ， 学 会 報 告 や 他 の 国 際 交 流 活 動 に 取 り 組 む こ と が

で き ま し た 。 心 か ら 大 変 感 謝 し て お り ま す 。  

 ま た ， 長 い 日 本 で の 留 学 生 活 の 中 で ， い つ も 私 を 支 え

て く れ た 村 上 真 由 美 様 と ご 家 族 に も 厚 く お 礼 を 申 し 上 げ

ま す 。 村 上 真 由 美 お 母 さ ん は 本 当 に 私 の 日 本 に お け る 母

親 で ， 一 生 ， 村 上 お 母 さ ん の こ と を 忘 れ ら れ ま せ ん 。 そ

の 国 境 を 越 え た 差 別 が な い よ う な 母 愛 は 温 か く ， 困 難 と

闘 う 勇 気 が も ら え ま し た 。  

 命 を 下 さ っ た 両 親 に も 感 謝 し ま す 。 小 さ い こ ろ か ら ，

よ く 面 倒 を 見 て い た だ い た 祖 母 康 雲 霞 に 感 謝 し て お り ま

す 。 天 国 に い る 祖 父 周 岐 山 に 「 あ り が と う 」 を 言 い た い

で す 。 祖 母 と 祖 父 の 教 育 は 私 の 人 生 に 大 き く 影 響 を 与 え

て い ま す 。  

ま た ， い つ も 精 神 面 か ら 日 常 生 活 ま で 支 え て く れ た 私

の 夫 と 家 族 ， 義 母 様 白 玉 花 と 大 家 族 の 皆 様 に 心 を 込 め て

お 礼 を 申 し 上 げ ま す 。 自 分 の 人 生 の 中 で ， 母 の よ う な 優

し い 義 母 様 と 出 会 え ， と て も 幸 せ で す 。 そ し て ， 大 家 族

の 皆 さ ま に 「 い つ も ， ご 応 援 を い た だ い て ， あ り が と う 」

を 言 い た い で す 。  

い つ も 応 援 し て く れ た 田 中 桂 秋 さ ま ， 楊 欣 さ ま ， 鄧 暁

宇 さ ま ， な ら び に た く さ ん の 友 達 に も ， 心 よ り 感 謝 を 申
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し 上 げ ま す 。  

ま た ， 私 が 鳥 取 大 学 に 留 学 以 来 の ご 指 導 を し て い た だ

い た 地 域 学 部 の 先 生 方 々 や ， 修 士 課 程 ま で の 第 一 指 導 教

員 の 藤 田 安 一 教 授 に 厚 く お 礼 を 申 し 上 げ ま す 。  

恩 師 の 能 美 誠 先 生 を は じ め ， た く さ ん の 方 々 に 応 援 し

て い た だ か な け れ ば ， 今 日 の 私 は 存 在 し て い な い と 強 く

思 っ て い ま す 。 最 後 に ， わ た し に 対 し て た く さ ん 応 援 し

て い た だ い た 恩 師 や 恩 人 の 方 々 に 心 か ら 感 謝 し ま す 。 こ

れ か ら も 私 を 見 守 っ て く だ さ い 。  

 今 後 ， 社 会 や 皆 様 に 恩 返 を す る と と も に ， 社 会 貢 献 に

自 分 の 智 慧 と 力 を 尽 く し た い と 思 い ま す 。 今 後 と も ， ど

う ぞ よ ろ し く お 願 い 申 し 上 げ ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


